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１

ＡＭＤＡへのご｀支援を

ＡＭＤＡへの入会

・医師会員

･一一般会員

・学生会員

・法人会員

・賛助会員

15,000円

10,000円

ﾌ,500円

30,000円

2,000円

会費は入会の月より１年間有効

です。入会の月より毎月、会報

「国際医療協力」を送付します。

賛助会員にはAMDAダイジェス

トを送付します。

２ AJAMDAカード

　　金田と1販発行
利用額の0.05％がAMDAに提供さ

れます。

●お問い合せは

　AJAMDAデスクTEL086-227-7161

　　AMDA3
テレホンカード

■１枚（50度数）1,000円

　300円が収益となります。

　送料　2枚まで80円　３枚から無料

　　AMDAボランティア4
定期預金犬

令中国銀ぞ=y

税引き後、利息の

20％をAMDAに

ご寄付いただ

きます。

中国銀行から

も預け入れの

口数に応じて、

／
糾1!

寄付をいただきます。　　‾‾‾゛j

●お問い合せはTEL086-223-3111

５ 国際電話

　　　　KDD
ご利用金額の一部がAMDAに提供

されます。

KDD:国際ボランティアダイヤル

り

〃 〃
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四ﾀｰ
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　　ＡＭＤＡ Ｔシャッ
フ

■Ｌサイズのみ1,900円

　送料　1栓300円　2枚400円　3枚以上は無料

　津村ゆうすけ氏デザイン

　ファイナルホームの製品

　・ホワイト（グリーンのロゴ）

　・グレー（ブラックのロゴ）

　・ブルー（ホワイトのロゴ）

８

９

＊

ご記入の上、全額をお振込み下さい。

２、４、５は各自で加入して下さい。
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AMDA
募金箱設置

jl

瞬一II’

AMDAに
お送り下さい

・使用済みのテレホンカード

・書き損じのハガキ

・未使用の切手、ハガキ

・海外の残ったコイン

等がありましたらAMDAに

お送り下さい。

●〒701-12

　岡山市楢津310-1

　　　AMDA本部宛

＊入会１、購入３、６、フをご希望の方は、振込用紙に詳細を

＊８、９のお問い合わせは、AMDA本部　TEL 086-284-7730 へ

あなたもできる国際協力

購入3.6.7.は　郵便振替　名義　AMDA販売　　口座番号　01220-9-9881　まで、

入会1.は本紙綴じ込みの払込取扱表をご使用下さい。
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ＡＮＩＤＡプロジェクト紹介

1996年６月現在

○インド連邦カルナタカ州無医村

　地区巡回診療プロジェクト　1988年

＠ネパール王国ビスヌ村地域保健医療

　プロジェクト　巡回診療のみ継続中

　　　　　　　　　　　　　　　1991年

＠在日外国人医療プロジェクト

　(東京・大阪)

　1991年４月17日に

AMDA国際医療情報

センターを設立。93

年５月より(財)東京

都健康推進財団の外

国人医療関連事業の

委託もうける。在日

外国人を初めとする関係者からの医療に関する電話

相談、受け入れ医療機関の紹介などを実施。

○イラン国内クルド湾岸戦争被災民救

援プロジェクト 1991年

＠ピナツボ火山噴火被災民救援医療

プロジェクト 1991年

＠エチオピア・チグレ州難民救援医療

　プロジェクト

＠バングラデシュ・ミャンマー

　難民緊急医療プロジェクト

＠ネパール国内ブータン難民

　緊急医療プロジェクト

　1992年５月よりネパー

ル支部により活動開始。

現在難民と地元ネパール

人民双方を診療する第二

次医療センターとしてそ

の地の基幹医療機関の役

割を果たしている。

1992年

1992年

＠カンボジア地域医療プロジェクト

　1992年より、プノム

スロイ群病院の支援を

開始。近辺の村を予防

接種、蚊帳の無料配布

プロジェクトを実施。

＠ネパール・タンコット村眼科医療＆

　母子保健プロジェクト
　1992年よりカトマン

ズ近郊のタンコット村

で眼科検診・診療と母

子保健を中心に据えた

総合地域保健プロジェ

クト開始。

●インドネシア・フローレス島大震災

　救援医療プロジェクト　1992年12月

●ソマリア難民緊急援助医療

　プロジェクト

　1993年1月よりケニ

ア､ジプチ､ソマリア本

国難民救援医療活動を

｢アジア多国籍医師団｣

として開始。

●ジブチ産婦人科病院人材育成

　プロジェクト 1993年

●ネパール・バングラデシュ大洪水被

　災民緊急救援医療プロジェクト1993年

●タイ国チェンライAIDSプロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　1993年

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●
●
● 　　　　アジア多国籍医師団

1993年5月22日に創設。アジアの自然災害や●　　Jﾉｰ/J I JjJ-一-●-1●∽j･･d－U J ミ　J　－ ●--..･I･之~･--．・

●難民などの緊急時に俊敏に対応できる全支部か

゜ら（15ケ国）から構成されたＡＭＤＡの緊急救援

●

●

●

●

医療部門である。
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＠インドボンベイ周辺地域保健医療

　プロジェクト

　1993年10月のソラ

プール地震被災者巡回

診療の後をうけての整

形外科診療・知能障害

児早期発見・防止医

療、高齢者・母子医

療、エイズ防止教育の

各プロジェクトを1995年４月より開始。

●カンボジア精神保健プロジェクト

　　　　　1994年より、プノ

･●s●　ンペン市内のシア

　　　　ヌーク病院で、カン

　　　　ボジア国内初の精神

　　　　科病棟を設置。病院

　　　　スタッフのトレーニ

　　　　ング、薬剤の提供を

　　　　行っている。

゛●

＠インドネシアスマトラ島南部地震

　救援医療プロジェクト　　1994年2月

＠モザンビーク帰還避難民プロジェクト

　1994年２月よりモ

ザンビーク南部カザ

州において開発医療

活動を行っている。

＠旧ユーゴスラビア日本緊急救援

　NGOグループ援助プロジェクト

　1994年６月より日

本緊急救援NGOグ

ループ（JEN）の活動

として、クロアチア、

セルビアにおいて、

緊急医療、生活改善

指導、職業訓練、教

育、物資援助などの多方面にわたる援助を行う。

＠ネパール・タメル地区ストレートチ

　ルドレン診療プロジェクト　1994年2月

＠ルワンダ難民緊急救援プロジェクト

　1994年５月より、北

部ガラマ難民キャンプ

で、ルワンダ難民を対

象に緊急救援プロジェ

クトを開始。

　　　撮影　山本詩文氏

＠ルワンダ難民

　プロジェクト

緊急救援ゴマ

　　　　　1994年８月

ｅルワンダ難民緊急救援ブカブ

プロジェクト 1994年８月

＠ルワンダ国内病院再建プロジェクト

　ル・トンド診療所

(ルワンダキガリ市)

国内避難民、住民を対

象に94年10月より支

援活動を開始。

ΦタイHIV患者カウンセリング

　プロジェクト　　　　　　1994年lo月

ｅＪｌｃＡフィリピン・ターラック州家族

　計画母子保健プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　1994年10月

＠阪神大震災緊急救援プロジェクト

　1995年1月神戸市長

田区において地震被災

者に対する緊急援助活

動を実施。

＠JICAザンビア保健医療プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1995年4月

Φインド地域医療プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1995年4月



＠チェチェン難民救援プロジェクト

　１９９５年４月より

（JENの活動として）ロ

シアのイングーシ、

チェチェンにおいて、

救急医療および子供の

ための予防接種プロ

ジェクトを開始。

＠サハリン大震災緊急プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　1995年5月

＠スーダン国内避難民救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　　1995年

ｅアンゴラ帰還難民プロジェクト

　　1995年ア月よりア

ンゴラヘの難民帰還を

促進する為、北部ザ

イール国境付近の病院

を再建する。

＠タイ　アニマル・バンクプロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　1995年7月

Φ北朝鮮大洪水救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　1995年9月

＠ミャンマー地域医療プロジェクト

　19％年３月、ABA、

MISとの協力で浄水器

一台をメティーラ市の

カンナジョン寺院に設

置。救急車も贈呈。地

域の衛生状態の改善、

地域医療活動を行う。

４

４

41

＠ＩＮＮＥＤ(緊急救援と開発のための国際

　ＮＧＯネットワーク)プロジェクト

　1994年10月、岡山国際貢献NGOサミット時に設　　　　　４

立される。インドネシア、バングラデシュ､フィリピ

ン､ボリビア､ブラジルでは緊急事態対応体制と称し　4

7､XGoによる相互理解と相互支援のネットワーク　

●　41

作りを開始した。

Φボスニア救援プロジェクト1996年ul

＠中国雲南省緊急救援プロジェクト
　1996年１月に発生　。

した大震災緊急救援のぐy

ため、医薬品や生活物ｊ　：

資を送る。更に、医師;y……=万万万

ら数名を派遣した。　①=

＠インドネシアスマトラ島大震災救援　＠中国四川省雪害緊急救援プロジェクト

プロジェクト 1995年10月

Φメキシコ大震災緊急救援プロジェクト

　1995年10月に発生

した大震災緊急救援の

為医薬品と医師ら４名

を派遣

＠フィリピン台風被害救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1995年10月

＠インドネシア中央スラウェシ島地震

救援プロジェクト 1996年

＠インドネシア・ジャワ島地域医療

プロジェクト 1996年

1996年２月

＠インドネシアビアク島大震災緊急救　●

　援プロジェクト
　1996年２月ビアク島

でM8.0の地震が発生。

インドネシア支部よ

り、Dn2名、日本支部

より調査員１名派遣。

抗生物資、生活物資を

送った。

＠中国雲南省趙君支援プロジェクト

＠中国雲南省小学校再建プロジェクト

＠中国雲南省診療所設置プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　1996年3月

Ｊ
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●中国新彊ウイグル自治区地震緊急
プロジェクト 1996年３月

＠中国四川省チベット族ヘルスポスト

プロジェクト 1996年４月

＠モザンビーク地域総合振興

　プロジェクト（ガザ州）

　　　ｅケニアヘルスセンター支援

　　　　プロジェクト

゛●　１レバノン被災民緊急救援

　　　　プロジェクト

¶

　４月11目イスラエ

ルはレバノン南部に

無差別砲撃を開始し

た。避難民救済のた

めに、緊急救援チー

ムを派遣した。

１
「
‐
‐
Ｊ

念
革

理
沿

ｒ
Ｌ
ｒ
Ｌ

[現　状]

Φバングラデシュ
　援プロジェクト

　５月13目発生した

竜巻による被災者救

援のため医薬品と医

師､看護婦､調整員を

派遣した。

・サイクロン緊急救

　　　　　1996年5月

＠ウガンダ地域保健プロジェクト

＠ボスニア難民被災民救援
　プロジェクト

　1996年卜月よりサ

ラエボ、ゴラジュデ、

八二ャルカにおいて、

病院再建、医療技術支

援などの活動を実施。

ＪＥＮとして生活改善

の活動にも取り組んでいる。

＠中国貴州省大洪水緊急救援
プロジェクト

1996年６月

1996年７月

ＡＭＤＡ　概要

Better Quality oflifefor a Better Future

1979年タイ国にあるカオイダン難民キャンプにかけつけた

一名の医師と2名の医学生活動から始まる。

アジアの参加国は18ケ国。会員数は日本約1300名。海外約200名。

世界各地で種々のプロジェクト、フォーラムを実施中。

［入会方法］　郵便振替用紙にて所定の年会費を納入して下さい。

　　　　　　　　　　　・医師会員　　　15､000円

　　　　　　　　　　　・一一般会員　　　10､000円

　　　　　　　　　　　・学生会員　　　7､500円

　　　　　　　　　　　・法人会員　　　30､000円

　　　　　　　　　　　・賛助会員　　　2､000円（個人に限る）

　　　会費は入会の月より一一年間有効です。入会の月より、毎月会報を送付しま

　　　す。賛助会員には「ＡＭＤＡダイジェスト」をお送り致します。

　　　　　　　　　　　　　　　振込先：　郵便振替口座

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・口座名義　アジア医師連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・口座番号　01250-2-40709



　　　　　　　今なぜNGOなのか⊃冊子元号こ（

　　「必要とされれば何処へでもいく」のがモットーであるAMDAが民間医療ボランティア

　として関与する地域における災害保健医療における特徴は下記の「３：３：１」の原則

　に基づいた「厳密な時系列行動」である。

　最初に「３：３：１」の原則を説明する。災害医療はシステムであり「活動拠点、輸

送、通信」、「人、物、金」と「後方支援体制」の包括的運営においてのみ実施可能であ

るというAMDAの経験原則である。

　次に「厳密な時系列行動」について説明する。

　　１）被災発生後１週間以内は民間活動優位期間である。最初の３日間は絶対的優位で

あり、その後の４日間は相対的優位といえる。絶対優位期間は医療ボランティアによる

被災現場での応急的処置が最も有効である。特に災害発生当日の被災地活動が勝負であ

る。スピードを確保するためには航空機の使用は不可欠である。なお、ボランティアの

数は多ければ多いほど望ましい。災害医療は大量動員から始まるといっても過言ではな

い。行政はボランティア活動支援対策として活動拠点、通信そして輸送確保のために必

要な規制緩和を時限立法で対応してほしい。加えて外傷、呼吸器感染症、ストレス性疾

患に必要な機具と医薬品補給をすべきである。相対的優位期間は行政がシステム的に動

ける状態になった時であるが、まだボランティアによる活動が必要なときである。行政

はボランティアとの協調体制を取り‘ながら行政主導体制へと移行させる時期である。

　　２）被災後１週間以後は行政優位期間である。行政がシステムとして作動し、しっか

　りした対応が可能になっている時期である。この時期に必要なのは慢性疾患対応シフト

　の確立である。疾患は慢性疾患が多くなる。慢性疾患患者の服用している薬は一週間の

　間隔で血中濃度がＯに近くなり効果がなくなる。薬で命を支えている慢性疾患患者では

　生命に危険が及ぶ。ところが慢性疾患用の医薬品は価格が高いのでボランティアで提供

　する場合には資金的に限界がある。行政は被災発生後から１週間かけてこの慢性疾患対

　応シフト確立に直接的に邁進すべきである。このシフト確立は行政のみにできることで

　あり失敗すると第三次災害としての死者を出すことになる。

　　３）被災後２週間以後は行政絶対的優位期間である。この期間に必要なのは保険診療

　を前提とした地元医療機関優先シフトの確立である。慢性疾患の治療が主体である。慢

　性疾患は治療の一貫性が要求される。被災前に治療を受けていた「かかりつけ医」にで

　きるだけすみやかに返すことが重要になる。ボランティアによる無料診察がその妨げに

　なっては本末転倒である。保険診療と連動した地元医療機関主導下でのボランティア活

　動のみ意味がある時期である。

　　即ち、「厳密な時系列行動」のキーワードは「医療ボランティアの活用」、「慢性疾患患

　者への対応」そして「地元医療機関への移行」のタイムテーブルである。

　　以上のような「厳密な時系列行動」を前提とした医療ボランティア活動を自治体との

　協力のもとに実施するために「３：３：１」の原則を常に意識し、その機能の拡充に努

　力している。
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　さて、活動拠点を保健所にした時の連携について具体的に述べたい。

　　　１）保健所、地元医師会およびＡＭＤＡ三者会議設置運営：「厳密な時系列行動沿っ

　　　　た保健医療活動の実施とＡＭＤＡ医療ボランティアの円滑な撤退をはかるため。

　　　２）医療ボランティア用スペース提供：ＡＭＤＡ現地事務局設置とＡＭＤＡ医療ボラ

　　　　ンティアの活動のための居住空間確保のため（１－２週間）

　　　３）医療関係者の定期ミーティング：毎朝活動開始時に保健所関係者と医療ボラン

　　　　ティアとの情報交換と活動内容の打ち合わせ。地域事情に詳しい保健婦さんの

　　　　存在は大きい､。

　　　４）統一カルテの使用：地元医療機関への患者引き継ぎと医療事故防止のため。

　　　５）医薬品の公的供給：医療ボランティアでは医薬品の確保に限界があるため。

　なお、活動拠点を民間医療機関にした時の連携については全日本病院協会および日本

医師会と「地域防災民間緊急医療ネットワーク」を設立している。

　今回の防災訓練は東京都一足立区、全日本病院協会および多数の団体との合同訓練の

機会をいただいたことはＡＭＤＡにとって非常に感謝すべきことである。更に多くのボラ

ンティアの方々の参加をいただいたことはただただ感謝のみである。

　ＡＭＤＡは今回の合同防災訓練で得られた教訓を生かした「地域防災民間緊急医療ネッ

トワーク」の充実をめざしていきたく考えている。関係者の方々の暖かいご指導をお願

い申し上げたい。

１９９６年(平成8年)９月２日　　月曜日

　
ア
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Ｄ
Ａ
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岡
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催
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山
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島
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ら
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タ
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で
岡
山
入
り

六＿゛゛　ｔ二　゛｀゛｀

　都会場にＡＭＤＡ参加
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図
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東
京
都
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、
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に
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む
Ａ
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Ｄ
Ａ
ス
タ
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日
‥
岡
山
空
港
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ＡＭＤＡ・東京都足立区合同防災訓練報告

　＜運営・ロジスティックスからの報告＞

合同訓練実行委員会事務局長鎌田裕十朗

　　本年４月菅波代表より、ＡＭＤＡは平成８年度東京都足立区合同防災訓練（9月１日実

　施・会場　荒川河川敷）に全日病院協会（以下、全日病）と東京都医師会（以下、都医）

　とともに医療ボランティアとして参加する｡今までのルワンダ難民･阪神淡路大震災･サ

　ハリン大地震派遣の経験を生かし、ＡＭＤＡ独自の訓練運営を行って貰いたい。との依

　頼があり、早速その準備にかかった。

　Ａ．ＡＭＤＡとしての方針

　　国内であるもののＡＭＤＡにとって初めての訓練である。海外活動経験者や阪神・淡

　路大震災救援活動経験者と、今までの様々な経験（活動のノウハウと失敗）を踏まえて

　訓練運営について協議を行った。その結果、以下の方針を取る事とした。

　　１．出来る限り実際（東京直下型地震）に即したものとする。

　　　くおざなりのシナリオ通りに進行する形骸化した訓練は行わない｡〉

　　２．阪神・淡路大震災救援活動の経験を生かす。

　　　く素早い初動活動の成功、運営・ロジスティックスの不備〉

　　３．海外での経験を国内に即した形で具現化する。

　　　くロジスティックスの確立、セキュリティーの確保〉

　　具体的にあげると、

　　a.水、食事、トイレ等を自身で確保しテントを初めから設営し最後に撤去する自己完

　　　結型訓練を行う、から

　　b.都供与の小型テントで無難にトリアージを行うまでの諸提案がなされ、各専門家、

　　　関連企業にも検討を依頼した。

　B.全日病との連携

　　古畑先生（世田谷区古畑病院）、石原先生（墨田区白髭橋病院）、そして搬送先となる

　フロント病院の小泉先生（足立区鹿浜橋病院）をはじめとする阪神・淡路大震災救

　援で共に活動した諸先生方と６月より隔週１回のペースで、合同準備会を持った。中西

　副代表にはパイプ役となっていただいた。

　C.関係官庁との折衝

　　東京都衛生局、同総務局災害対策部と足立区総務部災害対策課からなる都・区合同防

　災訓練事務局、東京消防庁との折衝を行った。すでに都・区は昨年11月よりその準備を

　はじめ同事務局を発足させており、ＡＭＤＡ・全日病は出遅れの感が強かったが、

　６月６日足立区役所での調整会議より折衝を開始した。

　　都の衛生局斎藤課長や総務局松尾係長には、医療ボランティア団体の初めての参加ゆ

　え色々と御苦労をお掛けしたが、最後までお世話頂いた事を付記する。
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D.地元医師会との調整

　地域防災民間緊急医療ネットワークの目的の１つに、被災地域民間医療機関支援があ

る。小泉先生（足立区鹿浜橋病院）に地元足立区医師会との調整をお願いした。

最終的にＡＭＤＡとして

１．全日病とのトリアージ訓練・搬送訓練のみならず、ＡＭＤＡ独白の疑似体験的プ

　　ログラムによる訓練を前日より行う。

２．国際医療ＮＧＯ規模の大テントを設置し、電源、水を確保。内部の照明、給水、通

　　信等を可能とする中、災害医療活動訓練を行う。

３．運営には、阪神・淡路大震災時、他のボランティア団体も含めた各種トラブルを

　　事例とした想定を行い、民間救援組織としての対応訓練を行う。

　　を骨子とする活動要項案を８月19日の訓練全体会議に提出、決定された。

各設備説明

１．メインテント（米・ANCHOR社製　FAST STRUCTURE）

　　形状:19.2mx22.9m　高さ7.0m

　　今回の全会場テントの中では最大であり、強風に耐えるアルミフレーム。

　　サイズとしては、世界中の医療ＮＧＯが軒を並べたルワンダ難民キャンプで最大で

　　あったIFRC（国際赤十字赤新月社連盟）のテントに匹敵する。耐久性はこれを凌く≒

　　設営：２日、作業員：６名

　　＊（株）レンタルのニッケンよりレンタルです。

　　床　：木製パレット350枚（水と湿気、寒冷への対策）

　　照明：床上照度300ルックス（500w水銀灯６台４例　計24台）

２．発電機

　　発電量:50KVA、燃料：軽油　　タンク容量：１００ ｊ

３．給水設備

　　燃料水タンク（足立区より貸与）：容量300 j プラスチック製

　　給水器（茨城県；和友工業（株）製造、無償提供）：同時に７つの蛇口より定量給

　　水が可能。海外難民キャンプでのアイディアを軽量化、分解・組立式に改良し、可

　　搬性を高めた。

４．可搬式シャワー（神奈川県；（有）田口製作所製造、無償提供）

　　タンクの水と発電器により温水がシャワーをなって得られる。またこれらと洗面台

　　とセットになってワンボックスに収納される。阪神・淡路大震災時に発案、製造さ

　　れ多数使用された。

５．フィールド内及び周辺をカバーするため、特定小電力型トランシーバー６台を配備

　　した。

　　メインテントとフロント病院間、及びＡＭＤＡ本部（岡山）間のアマチュア無線に

　　ついては、担当の報告を願う。

６．輸送車輛

　　・救急車（米フォード社プロンコ）（医）アスカ会（院長　菅波茂）所有

　　・ダイハツ軽４輸トラック　（（有）平川モータース；茨城　無償提供）
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・自転車　　　　　　　　（（株）水戸薬局；東京　無償提供）

　により、物資、人員の輸送を行った。

運転は、この2年間いつも黒子に微しサポーター的役割の日野淳夫さん（東京・葛飾）

にお願いした。

　各テント配置および機能説明

　１．メインテント

　　　a.現地本部機能･活動要員宿泊･物資集積を行った。

　　　b.医療活動においては治療・搬送待機のスペースとなった。

　２．産婦人科用テント

　　　海外難民キャンプでは、一般病棟の他に産科用、麻疹用テントを設置する。さらに

　　　下痢性疾患（コレラ、赤痢、病原性大腸菌感染症等）が多ければ便所を内部、又は

　　　併設する下痢用テントを設置する。

　３．痴呆性老人用テント

　　　進行する高齢化の日本では必需である。阪神大震災時、避難所での痴呆性老人のケ

　　　アは困難を極めた。専門のスペースと人員が必要である。

　４．緊急保育用テント

　　　被災時の保育は、親のみならず幼児にも緊急時及び復旧時にも有用である。

　　　阪神大震災時に実証済み。

　５．障害者用テント

　　　「障害」と言っても、様々であり各々に適切な対応が必要である。阪神大震災時、「災

　　　害弱者」（障害者、高齢者、幼児、病人、虚弱者など）への対応が大きく欠けた。こ

　　　れを解決する糸口を見い出すべく、あえて障害者の方に参加を願い､模擬患者になっ

　　　て頂いた。有用な意見が提出されると期待する。

　　　また訓練最後の参加者（ＡＭＤＡ・全日病）全員を対象とした「災害時の手話」講

　　　習は大変好評であった。

　６．遺体安置用テント

　　　大災害に死亡者が発生する事は想定せざるを得ない。最低、死亡確認の後、検視施

　　　行まで必要である。

　７．在日外国人用テント

　　　国際化の進む大都市部には、様々な国籍の外国人が多数居住するが、災害時、言語

　　　の壁による障害は、はかり知れない。また言語のみならず、宗教、生活、習慣など

　　　への種々の対応が必要となる。報告の詳細はＡＭＤＡ国際医療情報センターにお願

　　　いする。

　８．海外医療NGO用テント

　　　阪神大震災時、世界から多くの医療援助申込みがあり、行政はその対応に多くの労

　　　力を費やした。国際医療NGOであるＡＭＤＡは受け入れの窓口となる。

　　９．現地ボランティア受付テント

　　　被災地において、全国及び被災地からのボランティアを受け付ける。

　10.ボランティア保険受付テント
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　　救援活動における二次災害の可能性や、事故発生を想定し、ＡＭＤＡは海外活動と

　　同様に、損害保険会社と包括契約を結んでいる。

11.トリアージ用テント

　　治療テントに搬入される前にトリアージが行われる。詳細は早川達也医師の報告に

　　お願いする。

運営活動

　訓練、発災時共にボランティアとして当日初めて顔をあわせる人々が殆どである。こ

れらの人々が医療活動のみならず食事、水、活動拠点、トイレや、セキュリティーの確

保などを、いきなり分担できるとは考えにくい。そこでボーイスカウト指導者、消防団

経験者､自衛隊経験者等のアドバイスを受け､ＡＭＤＡクラブの学生8人を運用班に編入

し、訓練参加者へのサポートを行った。

足立Ｚ荒川河川敷

虹の広場会場

テント内での

トリアージ訓練
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＜臨床検査部門からの報告＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学）日本医科大学・日本医学技術専門学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨床検査技師　早川　典之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾗﾎプﾛｼﾞｪｸﾄ委員

１．目的

　災古詩の緊急医療において臨床検査の必要性、可能な検査項目、臨床検査技師はどの

様に活動がおこなえるかシュミレーションする。

２．概要

　９月１日午前７時頃、かなり大規模な地震が発生した。これを受けて、ＡＭＤＡ本部

は、「民間災害救援ネットワーク」の協定に基づき、東京湾直下型地震について、災害対

策本部を設け、全面的なバックアップをすると決定した。

　臨床検査部は治療サイト内の検査室において各種検査をおこない初期治療に参加する。

検査室はカーテンで仕切り簡易ベッド１台、処置台１台を設置、心電計は各ベッドに１

台ずつ配置して腹部エコーは処置台に配置した。また、ドライケミは検査室の奥に設置

した。人員は指導監督者の医師１名、臨床検査技師を簡易ベッドに１名、処置台に１名、

統括者１名の３名を配置した。治療サイトの医師より要望があり検査結果に対する簡単

な所見も報告することにした。検査項目は一般的に考えられる緊急検査項目を参考にし

て下記の項目を考え、検査機器を準備した。

　Ｉ．循環器系検査（心電図検査）

　　　ポータブル心電計２台（内蔵電源、又は外部電源で使用できるもの）

　ｎ．腹部画像検査（腹部超音波画像診断）

　　　ポータブル腹部エコー１台（外部電源のみ）

　Ⅲ。生化学検査（ＣＰＫ・ＬＤＨ・ＴＰ・ＢＵＮ・ミオグロビン）

　　　富士フィルム　ドライケミストリー（測定時間６分）１台（外部電源のみ）

　Ⅳ。血中電解質検査（Ｎａ・Ｋ・ＣＩ）

　　　富士フィルム　ドライケミ（電解質のみで測定時間１分）１台（外部電源のみ）

　Ｖ．血液型検査（ＡＢＯ式血液型表検査、Ｒｈ式血液型検査）

　　　抗Ａ、抗Ｂ、抗Ｄ血清およびディスポ反応板（測定時間３分）

　３．実施内容

　　訓練開始から数分後、救急車が到着し始め傷病者が運び込まれた。治療サイトの各簡

　易ベッドで初期治療が始まり心電図検査、腹部エコー検査を検査室内で行った。その他

　の検査依頼は来なかった。その後傷病者が増加して簡易ベッドがふさがっているにもか

　かわらず検査室をカーテンで仕切ったためか、検査室内はベッドが空いている時間が多

　かった。検査依頼が来ないため統括者の検査技師が検査室外で、初期治療を行っている

　各チームに検査室が空いていること、各種検査ができることを説明して、また必要なら

　ばその場で検体の採取、検査をおこなった。その結果、検査依頼が増加し、また同時に

12　国際医療協力vol.19N0.9 1996

●

●



が゛●

喝

搬送サイトからも検査依頼が来るようになった。これらに対応するため心電計１台を常

時運べるようにして、また血液型検査用試薬は常に携帯し血液型検査および心電図検査

は初期治療中にその場で行うようにした。この頃には３名の臨床検査技師が常に何らか

の検査をしていて手が足りなくなっていた。また多少の時間を要する生化学検査は人手

不足と傷病者が移動されることにより検査結果がどの傷病者のものかが判らなくなるた

め検査の中止を決定した。その後、生化学検査を除く検査を続けながら、検査用ベッド

を空けるため傷病者の搬送サイトヘの移動を同時に行っていった。

４．問題点

　Ｉ．検査室をカーテンで仕切ったため認識されなかった。

　Ｈ．訓練開始直後は検査技師が検査室内で検査依頼を待っていた。（検査依頼が来ない

　　　ので何もしなかった｡）

　ｍ．法定業務範囲ではないレントゲン撮影の依頼がとても多かった。

　IV.外傷等の検査に関して臨床検査技師の知識が不足している。

　Ｖ．訓練に参加した（援助活動等の参加）臨床検査技師が非常に少ない。

５．今後の対応、方針

　今回の訓練に参加して非常に考えさせられた事が多々ありました。上記の問題点につ

いては即対応して参加して解決していくよう努力します。私たちは災害時の臨床検査の

必要性を多少なりとも感じました。また、検査だけではなく医療全般についての知識を

身につけること、そして何よりもまず検査室内に閉じこもらず(検査だけに固執せず)外

に出ることだと思います。これからも多くの方々の御指導、御協力をうけ更なる活動を

していきたいと思います。

　この場をおかりして、臨床検査の機会を与えて下さった、白髭橋病院院長・石原先生、

鎌田医院院長・鎌田先生、市立札幌病院・早川先生、及びスタッフの皆様に厚く御礼申

し上げます。

検査室で心電図検査を行っている

国際医療協力vol.19 N0.9 1996　13



第17回七都市県市合同防災訓練

　　　　　活動報告

　　　於:埼玉県坂戸市1996年9月１日

沢田石　順,天滓　ふぢ子,坂田　渠

　　　　1996年９月10日

１　参加メンバー

　・沢田石　順（リーダー,医師），名古屋徳洲

　　会病院研修医／愛知県春日井市

　・天滓　ふぢ子（看護婦），三好耳鼻嘔喉科ク

　　リニック看護主任／宮城県仙台市

　・坂田　嗇（コーディネーター），ＡＭＤＡ国

　　際医療情報センター理事／東京都世田谷区

２　行動経過

06:40集合於:仙台市メトロポリタンホテル

　　大森1、岩＃2、高木3、大渾、沢田石。以上五

　　名はタクシーで仙台空港へ

08z08セスナ機（C808）離陸

　　離陸時は雨、雲高約1000フィート、視界不良

　　なるも特にトラブルなし。

09s15本田空港着陸。天気一晴れ。

　　本田航空の石川氏4らの送迎を受け、坂田と合

　　流。空港事務所にて最終打ち合わせと休憩。

　　09:55に足立区会場メンバーは立川空港に向

　　けてヘリで離陸。

10s20ヘリにて沢田石、大渾、坂田は離陸。

10:40埼玉県坂戸市会場着陸。天気一晴れ

　　直ちに三名は救急車両に乗り込む。沢田石は

ＩＡＭＤＡ航空業務担当，岡山県航空協会:東京都足立区会

場

　　２ＡＭＤＡ，医師:東京都足立区会場

　　３ＡＭＤＡ，医師:東京都足立区会場

　　4本田航空株式会社参事・経営企画室室長

14　国際医療協力vol.19 N0.9 1996

坂戸市災害対策本部前にて下車、開始報告5

国際医療機関ＡＭＤＡは埼玉県の

要請によりヘリコプターにてただ

今到着、ただちに医療活動を開始

します。

開始報告後、昼間氏6に挨拶。「11:30よりのト

リアージ訓練のため救護テントにて待機し、現

地医療関係者と協力するように」との命令を

受ける。テントヘの途中、炊き出し訓練7で提

供されている豚汁および米飯を試食。

11z3｛ト12:OO救護訓練

　　坂戸市医師会および日赤埼玉支部の医師・看

　　護婦らと共同にトリアージ訓練実施。被災現

　　場から緊急車両が次々と到着し、被災者（人

　　形）の重症度を医師が判定して振り分けると

　　いう想定のものであった。酸素マスク・ボン

　　ベ、補液セット等の医療器具は実物を使用し

　　た。訓練はとどこおりなく終了。

12s40近藤事務局長に活動の無事終了を報告し、

　　解散。

　5一定の形式あり:1.本部長に敬礼　2.本部長の敬礼解除の

直後に報告者が解除、そして報告　3.報告者再敬礼、以後同

様にして解除111

　6現地。unterp8.t､埼玉県消防防災諜

　7陸上自衛隊、坂戸市くらしの会、坂戸市西婦人会、坂戸市

交通安全母の会、坂戸市赤十字奉仕団、いるま野農協女性部、

埼玉県ＬＰガス協会坂戸支部、坂戸市来国小売商組合、市立入

西小学校などによる
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３　考　察

3.1　固定翼機およびヘリコプターによる

　　　移動

　今回はセスナ機による中距離の移動（宮城県～

埼玉県）訓練が実施された。その定員は数名であ

り、医療救援要員がまとまって移動するには不足

である。しかしながら、このような小型機は有用

であると考えられる。正確な情報が得難い国内の

大災害時において、ＡＭＤＡが求められることは、

第一次部隊が可能な限り速やかに現地に到着し、

情報収集と現地カウンターパートの確保にあたる

ことである。第一次隊は小人数で十分であること

から、ＡＭＤＡは小型機を有用な手段として活用

可能である。

３．２　救護訓練

　メンバーの全員が大規模な災害救助訓練には初

めて参加した。我々が注目したことの一つは、傷

病者識別票（以下、タッグ）8の活用である。タッ

グは長方形の厚紙で、記憶は不正確であるが印刷

されている項目は、

　　No、氏名、性別、年齢、症状、診断名、

　　重症度（O I II III）、判断者の氏名、判

　　断者の種別（医師、看護婦、救急隊等）

で、すべて日本語で記載されていた。これは青野

９らが試作したタッグ［2］とほぼ同一のもので、ト

リアージにおいて有用なものと考えられた。

　ＡＭＤＡとしても、用意（購入ないし作成）す

るべきではないか。作成する際には英語表記も併

用するのが望ましい。Ｏから３度までの四段階の

重症度表記は国際標準であると思われる。なお、

米国New York 州のトリアージプロトコル［3］は

以下の如きものである。

p-O DECEASED:黒一死亡あるいは明らかに生

　　存の可能性のないもの

P-1 IMMEDIATE:赤一生命、四肢の危機的状態

　　で直ちに処置の必要なもの

８日本赤十字社のものと推察される

9金沢医科大学麻酔科

p-2 DELAYED:黄－2～3時間処置を遅らせても

　　悪化しない程度のもの

P-3 HOLD:緑一通院加療が可能な程度の軽症

３．３　反省点

1.いかなる天候であっても実施されるにもかか

　　わらず、行動しやすい雨具を全員が準備して

　　はいなかった1oがいた。事前にリーダーがメ

　　ンバーに周知徹底するべきであった。

2.写真、時刻など記録の担当を明示的に決める

　　べきであった11.メンバーのうちにはカメ

　　ラを持参していたものがいたが、それは事前

　　の打ち合わせによるものではなかった。

3.本部が事前にメンバー全員に対して詳細な活動

　　計画を知らせてくれたらよかったとの意見が

　　あったが、今回は初回参加であり、かつメン

　　バーの徴募が順調にすすまなかったことから

　　止むを得なかったと思われる。むしろ、この

　　度のごとく事の直前にメンバーとその行動が

　　決定したことは、よき練習になったと言えよ

　　　う。実際の緊急医療救援においては、事態が

　　　ＡＭＤＡ要員の迅速な活動を求めるのであり、

　　　ＡＭＤＡ本部が準備してから事態が発生する

　　　のではないからである。

　　　基本的に緊急事態における活動においては、

　　各プロジェクトのリーダーが情報収集とその

　　伝達およびメンバーの安全に全責任をおうべ

　　きものである。リーダーは活動開始直前まで

　　ＡＭＤＡ本部および現地カウンターパートと

　　の連絡を密にし、必要に応じて刻々と参加メン

　　バーに情報を伝達することが望ましい。今回

　　はリーダーが十分に義務を果たし得なかった。

４提案

　・第一次部隊による小型固定翼機活用のために

　　次回の訓練あるいは有事において、第一次郎

　　隊はインマルサットおよびノートブックパソ

　　コンを持参することが望ましいと思われる。

　　小型機が移送できる重量および容量は制限さ

IO沢田石

11沢田石の時間記録は不備
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れている。したがって、必要となるリストは

以下のごときものであろう。

　1.インマルサット、パソコン、その他の装

　　備の容量と重量

2.小型固定翼機の機種別の仕様リスト

・第一次部隊の情報伝達手段について

　これは既に考察しつくされているかもしれな

　いが私見を述べる。有事において、たとえイ

　ンマルサットを用いてもＡＭＤＡ本部ないし

　は関係諸機関との連絡には、深刻な困難が生

　じうる。例えば、本部12に電話ないしFAXが

　なかなかできないようなことである。本部と

　電話がつながったとしても、必要であっても

　あまりに長時間の会話になるのは望ましくな

　い。このような困難を解消するため、インター

　ネットないし商用コンピューターネットを経

　由して、本部へあるいは諸個人・団体へとア

　クセスする可能な限り複数の手段を平時にお

　いて準備することを提案する。

　　１．ＡＭＤＡは商用パソコン通信網（ＮＩＦＴＹ

　　　など）ないしはインターネットのダイア

　　　ルアップ接続プロバイダーと契約する

　　　　全国規模の商用プロバイダーは全国

　　　　にアクセスポイントを有する。したがっ

　　　　て、有事の際には国内のもっともつなが

　　　　りやすいポイント（電話番号）を選択し

　　　　てアクセスが可能である。なお、ＡＭＤ

　　　　Ａが加入しない場合は、個人のIDおよ

　　　　びpasswordを借りてアクセスすること

　　　　も許されるかも知れない（違法である）。

　　2.可能な限り多数のアクセスポイントに接

　　　　続可能にするために、ノートパソコンの

　　　　ソフトウェアの設定を事前にすませてお

　　　　く

　　　　　有事が発生してから設定するのは極め

　　　　て困難であろう。

　　３．ＡＭＤＡはディジタルカメラを入手する

　　　　　第一次部隊でも二次隊でも報告に画像

　12音声ないしＦＡＸ通信のための電話回線をＡＭＤＡは限ら

れた数（それぞれ一つ）しｶ符っていない。

　　情報が加わることのメリットは大きい。

　　最近実用の域に達してきたディジタルカ

　　メラは軽量かつ安価であり、保有するの

　　値するのではないか。画像をバイナリー

　　メールでインターネットないし一般バソ

　　コン通信ネット経由で送ることは容易で

　　ある。

　４．ＡＭＤＡがＣＣＤカメラを入手する

　　　これは軽量であり最近安価になってき

　　ている。ＣＣＤカメラによる映像も重要な

　　情報形態と思われる。特定のソフトウェ

　　ア（Ｃひ-SeeMe）はインターネット上で

　　リアルタイムに映像を送り受信すること

　　を可能にしている。

　５．ＡＭＤＡがインターネットのメーリング

　　リストを事前に用意する

　　　ＡＭＤＡのＷＷＷサイトで情報を公

　　開するだけでは不足と思われる。平時に

　　おいてメーリングリストを作っており、

　　可能な限り加入者を増やしておくことが

　　必須であろう。少なくとも、ＡＭＤＡ会

　　員およびＡＭＤＡにかかわる個人・組織

　　でインターネットのないしは商用通信網

　　のアドレスを有する者のすべてメーリン

　　グリスト登録を呼び掛けるべきである。

　　有事の際は、ＡＭＤＡのメーリングリス

　　　トはwww.amda.or.jpと同等かそれ以上

　　の有用性を発揮するであろう。

以上のごとき通信手段の確保、ついでそれら

を用いた実験は比較的早期に実現し得るので

はないか。

参考文献

川埼玉県．第17回七都市県市合同防災訓練埼玉

　　会場(第３回)全体会議次第,資料1

[21青野　允,熊谷公利．トリアージの重要性と

　　その実際.整・災外38: 1157-1163,1995

圖Albany New York　State　Depaftment　of

　　Health.New York　State　Department　of

　　He血h EMS (program)，1988
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９ ９ ６ 年 Ａ Ｍ Ｄ Ａ中国ツタディーツアー報告
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ＡＭＤＡ事務局　林　信秀

＜はじめに＞

　２月３日に中国南部を襲ったマグニチュード７の大地震への緊急救援プロジェクトに

引き続き、現在中国では３つの災害復興プロジェクトが行われている。今回のＡＭＤＡ

中国スタディーツアーは､その内の２つにあたる「雲南省麗江学校再建プロジェクト」に

おける学校視察及び､「趙君支援プロジェクト」における災害孤児の趙君のお見舞いとい

う２つの目的のもと実施された。７月２６日出発、８月２日帰国のＡ日程参加者６名、８

月２日出発、９日帰国のＢ日程１２名の参加者が雲南省現地を訪れた。今回のスタディ

ツアーではＢ日程にＡＭＤＡ高校生会のメンバー７人も参加し、出発前に自ら募金活動

を行うなど自発的に準備が進められた。また岡山市内の小中学校からご寄付頂いた文房

具やタオル、石鹸等を、やはりボランティアの方に作っていただいた布袋（通称　ＡＭ

ＤＡお袋）に詰め､現地の子供達に渡す計画も進められた｡私も引率ということでツアー

に参加するチャンスを得て､Ｂ日程の一行に同行することができたので､その報告をおこ

ないたい。

　＜ツアー報告＞

　　８月２日午後１時、関西空港に参加者１２名がはじめて顔を合わせた。全員の荷物は

　比較的小さく、ＡＭＤＡ事務局からすでに空港へと送られていた、文房具やタオル、石

　鹸等の詰まった段ボール箱を持ち込むに十分であった｡スムーズに関西空港を出発し､飛

　行機の中で４時間、中国は広州国際空港に到着である。広州の気候は我々の予想よりは

　るかに蒸し暑く、じっとしているだけでも汗が出てくる状態であった。空港へはＡＭＤ

　Ａ中国のコーディネーターである笹山徳治氏のもと活躍されているスタッフの方々が､Ａ

　ＭＤＡのブルーの旗を持って出迎えてくれた。そこから、ＡＭＤＡ中’国のオフィスのあ

　るビルヘとチャータータクシーで向かった。広州の道路事情は激しく、車、バイク、自

　転車が無秩序に走り回っているかのようであり、さぞ交通事故も多いことであろうと予

　想される。この日は笹山氏はじめＡＭＤＡ中国の関係者より熱烈な歓迎を受けた。

　　翌３日は広州から昆明への移動。４日、７時４５分発のフライトで目的地である雅江

　へと向かった。雅江空港は海抜約２３００Ｍ、雅江市街から車で３０分ぐらいの所にあ

　る。空港を一歩出るとそこには感謝を意味する横段幕を持った、雅江地区教育委員会の

　方々や学校関係者が出迎えてくれた。一行はいったん宿泊先となるホテルヘのチェック

　インをすませ､そこで日本より持参した文房具やタオル､石鹸等を、「ＡＭＤＡおふくろ」

　に振り分けて入れる作業を午前中いっぱいかけて行った。この日の午後、目的の一つで

　ある大地震によって被害を受けた雅江地区拉市小学校へと到着した。校庭には夏休みに

　もかかわらず１ ５０名程の生徒が集まっており、日本からの視察団を歓迎してくれた｡学

　較の状況としてはコンクリート製の校舎が一棟残っていいるだけでその他の校舎は全壊

　もしくは半壊している状況であり、全壊の校舎跡地にバラックのような小屋をたてて、
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１、２年生は授業を受けている。２０名ほどの先生運もテントを校庭に張り、そこで生

活をしながら学校を運営している。ここで、学校再建のプロジェクトを行う意義は３つ

あると考える。一つは当然のことであるが雨風によって大きく影響を受けてしまう今の

教室では十分な授業は行えないという点である。もう一つは今もしばしば起きる余震へ

の近隣住民の方の不安は大きく、耐震性の高い校舎の災害時避難所としての役割があろ

う。最後は学校内に保健室を置くことによって、生徒はもちろんのこと、近隣の方への

衛生指導ができるようになるということである。７月２４日、笹山氏やＡＭＤＡ昆明ク

ラブのメンバーのご尽力によりついに校舎建設工事が着工し、ツアー一行が小学生や近

所の方たちと交流会をおこなっていたすぐ横では土台づくりのための穴掘工事が行われ

ていた。

　初めのうちはお互いが一定の距離をおいて交流していたツアー参加者と現地小学生た

ちであったが、時間の経過とともにその距離が縮まり、筆談やボディーラングージによ

るお互いの情報交換もできるようになっていった。夕方近くなり、あいにくの雨となっ

てしまったが、生徒一人一人に「ＡＭＤＡおふくろ」を手渡し、名残惜しい別れをおこ

なった。翌５日には、もう一度学校に戻り、前日の雨のために中止になった青松の記念

植樹をおこない麗江をあとにした。

　ここからバスで２日がかりで昆明に向かうこととなった。大変な長旅であり、途中の

景色はすばらしいものの身体の調子が悪くなる参加者も出るであろうと予想されたが､数

人がお腹を軽く壊した程度で、参加者の体力の強さに逆に驚かされた感もあった。７日

には２つ目の目的である、震災孤児の趙君をお見舞いをおこなった。彼は、４才の幼い

身体で既に４回の手術を乗り越え、気力と持ち前の明るさで、まだ片足を引きずるよう

な感じではあるが、一人で走り回ることができるほどに回復していた。彼の入院する昆

明中医学院第二付属病院のドクターのお話では、今後もリハビリテーションを続けてい

くが退院もそう遠くないとのことであった。現在、趙くんの世話をしている叔父である

趙雄氏とともに新しい生活が始まるのもそう先の話ではあるまい。この日の内に飛行機

にのり広州へ戻った。８日は広州市内を視察の後、笹山氏をはじめ広州におけるＡＭＤ

Ａ関係者のみなさんによって送別会を開いていただき、あっと言う間に過ぎてしまった

感のあるスタディーツアーも終了となった。

＜終わりに＞

　スタディーツアーを終え、今、参加者の方たちの報告書をまとめる作業を行っている

が、参加者からはもっと麗江の小学校に長くいたかったという声が聞かれた。現、麗江

では、現在も余震が続いており、いつ次の大地震がきてもおかしくないという状況と、

２５００Ｍ級の高度の身体への影響を配慮し、１泊の滞在となったが、参加者のみなさ

んの熱意には心より敬服いたします。最後になりますが、このツアーに向けて文房具等

のご寄付をいただいた岡山市内の小中学校の皆さま、「ＡＭＤＡおふくろ」を縫製して下

さったボランティアの皆さま､そしてこのツアーを実施するために多大なご尽力を頂き、

このツアーの間、同行して下さるなど、お世話して頂いたＡＭＤＡの広州事務所の皆さ

ま、ＡＭＤＡ昆明クラブのみなさんに衷心より御礼申し上げます。
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　中国スタディーツアー参加者からの報告書
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◆Ａ日程　茅ケ崎看護福祉専門学校２年　津森　綾子

　ＡＭＤＡの中国支部の笹山さんをはじめスタッフの皆様今まで生きてきた中で経験し

たことのないことをさせて頂き本当にありがとうございました。笹山さんには沢山のお

話を聞きとても勉強になりました｡事務所のスタッフの皆さんはとてもとても親切な方々

で感動しました。

　次回中国へ行く時は、語学、文化的背景を知り、立派な看護婦になって行きます。あ

りがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　◆Ａ日程　岡山マツダ自動車（株）中田　圭二

　〈学校について〉

　午後、粒子郷の海東・完心小学校へと、一路狭い道も山道も走りに走って、市内より、

約20分ぐらいで小学校に着きました。車から降りてぬかるんだ道に足を取られながらあ

がって行くと、左手に写真で見覚えのある仮校舎がありました。

　頭でわかっていたつもりでしたが､見るも哀しい建物に胸の詰まる思いが致しました。

ここで､子供達が紛れもなく勉強していると言う事実であります。トタン囲いの仮校舎、

使用不能の校舎、辛うじて残った一部の建物を見て回って思ったことは、桂と柱の間に

有るのは土を乾燥させたブロック状を、積み重ねただけのものであって斜めに有るべき

斜交いが無いことに、これでは、震度7より低い横揺れ地震でも絶えられない気が､素人

ながら感じられます。

　後に、市内を見て回る機会に恵まれました時も、やはり同じっくりが多く有り耐震性

構造物の建造が､今後､何時また起きるかも知れない余震に備えて必要と思われます｡特

に学校と言う場所は、一時の避難場所的存在と有るが同時に、児童が一度に集中する場

所で有り被害を最小限に押さえなければいけない為に、それ相当の資金援助が必要であ

り早急にお願いしたいと考えます。

　　　　　　　　　　　　　　　麗江拉市小学校　仮設校舎（１年生用の教室）
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　　　　　　　　　　　◆Ｂ日程帝京大学文学部教育学科教育学専攻岩岸　徹

　教室を見ていて気がついたのが、ゴミ箱がないということだった。よく見ると校舎の

外には、紙屑やバナナの皮といったゴミがそこらに散らかっている。どうやら「ゴミは

ゴミ箱に」という基本的な衛生観念がここではないようだ。「今度来るときはゴミ箱を送

ろう」と決めた。衛生のことが出たので、トイレのことも書きたい。　トイレはあまり衛

生的ではない｡地面に穴が掘っているだけの簡単なものだ｡水で流すようなこともせず、

ただたまるだけだ。ここから病気が発生するのではないかと思われたぐらいだ。 ＡＭＤ

Ａは学校に隣接して診療所を建設する計画なのだが､せっかく診療所で病気を治しても、

このトイレからまた病気になりそうだ。 ＡＭＤＡには是非トイレも近代化してもらいた

いと思った。

　　　　　　　　◆Ｂ日程　岡山県立大学保健福祉学部看護学科４回生　池崎　友紀

　〈趙君のいる病院を訪問して〉

　病院全体を見学できなかったのが残念だが、趙君のいる病棟だけを見学して、全体的

な雰囲気として廊下は暗く、臭いがある。臭いというのもトイレの臭いで、感じいいと

は思えない。病室は3人部屋のところが多いが､大部屋では９人もの患者さんが､狭そう

にベッドを並べていたり、部屋に入れない患者さんは廊下にベッドを並べていたことが

奇妙というか驚かされた。趙君は大勢の訪問に初め驚いていたようだが、皆の持ってい

るカメラのシャッターを押して喜んでいた。服の下の傷跡は痛々しいが、足を少しひこ

ずりながらも、元気に歩き回っていた。高校生の男の子達に遊んでもらって、とても楽

しそうにはしゃいでいた。写真で見る趙君よりも、実際会ってみるとやんちゃで元気な

子供の趙君に会えてよかったと思ったが、この訪問が趙君にとって果たしてよかったの

かと考えさせられた。みんながバスに向かう時の趙君の表情が忘れられない。今の今ま

でワイワイはしゃいでいた子が急に真顔になり、眉間にしわをよせ別れを察したのだろ

う「バイバイ」と口にした。あのさみしそうな顔は､せつないというか申し訳ないと思っ

た。何人もの知らない人が一気にやってきて遊んでくれて何時間もしないうちに去って

いく。両親を亡くしたばかりの子に寂しい気持ちを感じさせることはもう……。と辛く

なった｡子供ながらに感じている寂しさがあの表情に出てるのだと思う。見舞うことで、

趙君には、いったい何のプラスがあっただろうか……と揺られるバスの中で考えさせら

れた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆Ｂ日程　岡山県立玉野光南　服部　悟

　この旅は、僕にとって良い思い出になった。多くの人と出会いがあった。特に小学校

訪問はよかった。言葉が達っても、一緒に歌い、そして笑った。きちんとコミュニケー

ションがとれてよかった。雲南の地震で被害にあった人達や建物の再建を手伝うプラン

がなくなったのは残念だった。また中国と日本の文化の違いもよくわかった。これから

もこの経験を生かしていきたいし、外国のことをもっともっと勉強していきたい。

趙君との面会（昆明にて）
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気
持
ち
だ

け
で
は
な
く
、
（
阪
神
恣
覆

で
う
け
た
援
助
の
）
恩
返
し
の

つ
も
り
で
行
っ
て
ほ
し
い
。
大

い
に
交
流
を
瀕
め
、
活
動
を
広

げ
ら
れ
る
よ
う
頑
彊
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
一
行

は
二
日
午
前
に
関
西
空
港
か
ら

中
国
に
出
発
。
九
日
に
帰
国
す

る
予
定
。

　
雲
南
省
大
地
心
″
で
は
今
月
十

八
日
に
、
岡
山
市
の
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
摘
心
女
子
大
付
属
小
学
校

な
ど
四
小
学
校
が
学
内
で
集
め

た
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
な
ど
の
学

用
品
を
段
ボ
ー
ル
十
七
箱
分
、

寄
贈
し
た
。
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生徒だちとの交流会

拉市小学校

校長先生への

AMDAおふくろ贈呈式

嘩●

　jSlfll

申国･雲南雀

関係者来岡

學斤RiS･ふ１９９６年(平成8年)９月９日　　月曜日

震
災
復
興
状
況
を
報
告

　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
で
交
流
会

　
今
年
二
月
に
発
生
し
た
中
国

雲
南
省
大
地
震
へ
の
救
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
ア
ジ

ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
、
本
部
岡
山
市
楢
津
）
は
八

日
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
国

側
責
任
者
ら
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部

に
招
き
、
報
告
会
と
交
流
会
を

開
催
。
中
国
側
か
ら
現
地
の
状

況
が
報
告
さ
れ
、
復
興
支
援
に

協
力
し
た
岡
山
市
内
の
小
中
学

生
ら
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
同
本
部
を
訪
れ
た
の
は
雲
南

喝

省
衛
生
庁
の
楊
怒
生
庁
長
と
同

庁
外
事
井
公
室
の
解
宇
主
任
の

二
人
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
に
隣
接

し
た
老
人
保
健
施
設
で
、
小
中

学
生
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
高
校
生
会
、

県
華
僑
総
会
や
支
援
団
体
関
係

者
ら
約
百
人
が
出
席
し
て
報
告

会
を
開
催
。
菅
波
茂
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

代
表
が
「
お
互
い
が
助
け
合
っ

て
い
く
こ
と
で
相
互
理
解
、
信

頼
が
生
ま
れ
る
。
阪
神
、
雲
南

大
震
災
と
い
う
不
幸
を
乗
り
越

え
、
岡
山
と
雲
南
の
交
流
に
つ

報告会で雲南省大地震復興支援へのお礼を述べる

楊庁長（左）

な
げ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
楊
庁
長
は
現
地
の
状
況
を
報

告
す
る
と
と
も
に
「
震
災
後
の

一
番
困
難
な
時
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
お

よ
び
岡
山
市
民
か
ら
支
援
が
あ

り
、
大
変
有
り
麹
か
っ
た
。
感

謝
の
意
を
表
し
た
い
」
と
お
礼

を
述
べ
た
。
続
い
て
中
山
、
桃

丘
、
平
津
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心

女
子
大
付
属
の
四
小
と
福
浜
中

の
代
表
に
感
謝
状
を
賜
っ
た
。

　
雲
南
害
で
は
今
年
二
月
三

日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）

７
の
大
地
震
が
発
生
、
死
者
が

三
百
六
十
人
に
も
上
っ
た
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
は
直
後
か
ら
医
療
チ
ー

ム
を
派
遣
し
緊
急
医
療
支
援
を

実
施
。
さ
ら
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
高
校

生
会
の
募
金
、
市
内
の
小
中
学

生
、
県
華
僑
総
会
な
ど
か
ら
の

寄
付
が
大
け
が
を
し
た
子
供
の

治
療
や
現
地
の
小
学
校
再
建
な

ど
復
興
に
役
立
て
ら
れ
た
。

　
楊
庁
長
ら
は
九
日
に
は
県
保

健
福
祉
部
、
岡
山
市
国
際
課
を

訪
問
す
る
予
定
。
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ＩＮＮＥＤ活動報告

●

１

中間報告（１９９６年１月～８月）

　　　　　　　　　　　　　ＡＭＤＡ事務局　森　紀代子

　平成７年度に「’９４おかやま国際貢献ＮＧＯサミット」において構築されたネット

ワーク　”ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ ＮＧＯＳ ＮＥＴＷＯＲＫ　ＦＯＲ　ＥＭＥＲＧＥＮＣＩＥＳ　ＡＮＤ

ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴ”（ＩＮＮＥＤ）の活動の一環として､下記６地域で遂行されている緊急事

態対応体制整備事業の中間報告です。

◆インドネシア国地域保健教育事業報告（ジャワ島）

カウンターパート：ＹＫＰ

地域共同体

Ａ．基礎組織

１、ネットワーク作り

　　緊急事態に連携して対応するためのネットワーク作りの一環として､地域役所幹部、

　　家族計画指導員、地域保健指導員のこのプロジェクトの遂行に協力することの同意

　　を得た。

２、実施村の選択

　　緊急に改善されるべき問題点が多いという観点から、次の４村を選択

　　Donohudan､Ngesrep､Giriroto､Ngafgorqjo

3、地域役所との連携

　　地域役所がカウンターパートであるヤヤサンクリダパラミスタ(YKP)の当プロジェ

　　クトを承認し協力を確約した。

4.活動デザインの作成

　　保健指導員研修／村落調査研修／住民参加型研修／保健指導団体の改善強化

Ｂ．事業実施

１、指導者の会合

　　第１回指導者会合：１月／４４人参加

　　　Ngemplak地域におけるネットワーク設立のための会合が４４人の参加のもとでも

　　　たれ、地域部会が発足。

　　　・当初から参加することによって参加意識が生まれている。

　　　・１年間の実施計画を作成（資料１参照）

　　第２回指導者会合：３月／２６人参加

　　　。保健指導員のネットワークの目的を理解

　　　。行政とYKpが地域保健指導を強化遂行していくことに合意。

　　　・保健間違政府団体の協力

　　　・家族計画指導員の協力を確約
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　　第３回指導者会合：７月／５５人参加

　　　・保健指導員ﾈｯﾄﾜｰｸ規約作成

　　　・Ngesrep村の実施場所を選定

2、AIDS対策研修

　　７月　Boyolali保健課より適切な研修方法について指導を受ける。

　　８月　政府宗教局とAIDS対策を実施することに合意

　　AIDSに対する関心を喚起／宗教面からみたAIDS /技術的AIDS指導

　　AIDS対策計画作成

３、保健指導員強化

　　７月／５５人参加

　　植林、家庭用薬草栽培

４、広報誌発行

　　１０００部

　　保健衛生の重要性／保健指導員の役割／母乳／発熱／栄養／下痢

　　次回の発行準備

　　村落調査／保健指導員の役割／防災／住民参加型／自助努力

村　落

Ａ．基礎組織

１、村の指導者に当プロジェクトについて説明し、協力を要請する。

Ｂ．事業実施

１、保健指導員の会合

　　各村落毎に毎月１回、保健衛生に関する会合がもたれた。

　　参加者、各村15～50人、１月～８月

　　保健衛生の重要性が理解されはじめている。今後は行政保健担当者や地域共同体の

　　役人を呼び、保健指導員の質疑応答に応えられるようにする。

２、保健指導者研修

　　４月、各村にて２日間ずつ実施。参加者計１ ２４人

　　保健指導員の知識を増強。行政担当者もＮＧＯの活動を評価し、今後地域行政と巡

　　携したプログラムを計画。収穫時期と重なったための不参加者には、引き続き今後

　　も働きかけていく。

　　保健指導者のネットワークを形成／行政担当者、地域診療所、家族計画担当者も参

　　加。

３、村落調査研修

　　５月６月、各村にて２日間ずつ実施。参加者計１ ０７人

　　保健指導員は意欲を示し、具体的な活動計画が保健指導員自らによってなされた。

４、村落調査実施

　　６月４村において調査を実施。 １５１人の指導員が参加。

　　それぞれの環境状況を把握。村役人からの理解や協力が得られた。
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５、住民参加型計画

　　４村にて実施。

　　家の床／健康／太陽光線の重要性／換気／便所／経済発展／家族計画、母子保健衛

　　生／飲料水／環境衛生

６、栄養指導／補給

　　５才児とその龍対象。４村にて毎月１回実施、

　　参加者計子供－４４９０人、龍一３９５７人

７、衛生改善クレジット

　　衛生状態改善の必要性／便所、井戸改修のためのクレジット

８、植林、薬草栽培

　　薬草栽培展示場計画を立案し、政府機関、村に場所の提供を要請。９月に開設予定。

◆バングラデシュ国緊急事態対応体制整備事業報告

一　　　　　　　　　　　　カウンターパート：ＡＭＤＡバングラデシュ

　レ緊急事態対応チームの編成

　　医師　５名、看護婦　７名、ロジスチック　８名　　計20名

　２、緊急事態対応研修

　　７月　７日間

　　上記緊急事態対応チームにトレーニングを実施

　　医学的応急処置法／輸送手段の確保／政府及び他の団体との連携

　　被害の迅速なる測定と被告人（戸）数の調査方法

　３、巡回診療チームの派遣

　　医師２名、看護婦２名、ロジスチック（ドライバー）１名の５名からなる診療チー

　　ムを毎週１回派遣

　　ダッカ市郊外のスラム（Banani､Mogbbazaf､Budda､G匈aria）を訪問

　　日常的な診療活動を行う中で、地域の人々との信頼関係を築く。

　　住民に救急治療法の研修を実施する。

　　緊急事態に備えた連絡方法を確立する。

　　住民に緊急キットを供給（予定）

　４、バングラデシュＡＭＤＡ事務所に緊急用医薬品を備蓄

５、保健衛生協議会（ＣＯＮＣＯＰＨ）と緊急事態発生時には、協力して活動すること

　　に合意し、契約を　かわした。北部バングラデシュに緊急事態が発生した場合は連

　　携して派遣する。

６、ＡＭＤＡ医師団派遣

　　５月１６～２４日、医師３名、看護婦１名、調整員１名、竜巻、緊急救援活動

　７、ＡＭＤＡ事務職員派遣

　　　８月１８～２１日、山本睦子
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　（問題点）

　バングラデシュにおける政治の不安定さから、政府の対応が遅く、政府ＮＧＯ局のこ

のプロジェクトの認可が遅れたため、事業遂行が予定より遅れがちである。

　（今後の計画）

・訓練をつんだ緊急事態対応チームを緊急現場に派遣

・医師２名、看護婦２名、ロジスチック（ドライバー）１名の５名からなる緊急事態対応

　チームを学校、病院、警察、消防所等に派遣し、保健衛生教育、救急トレーニングを

　実施。

・関係諸団体と連絡をとり、連携を図る。

◆インドネシア国緊急事態対応体制整備事業報告 スラウェシ島）

　　　　　　　　　　　　　　カウンターパート：ＡＭＤＡインドネシア

１、緊急体制整備

　　緊急医療用機材を購入し、病院関係者にトレーニングを行うと同時に、緊急事態

　　発生時の派遣団を編成する。

　　実習用人体・緊急用エアバッグ・フェイスマスク・咽喉用顕微鏡・挿管治療用器

２、上級者用外傷研修

　　８月　３日間　　参加者　医師　20人

　　南スラウェシ・北スラウェシ・南東スラウェシ・中央スラウェシ・ジャワ島の医師

　　を中心に研修を行う。

　　内容：気道確保・ショック管理法・胸部外傷・腹部外傷・頭部損傷・脊椎損傷・手

　　脚外傷・緊急管理・小児外傷・妊婦外傷・輸送

　　緊急事態に備えた連携体制を確立。

３、ＡＭＤＡ調整員派遣：２月２９～３月５日、菊池和雄

　(問題点)

・地方の参加者の緊急医療についての専門的知識が不足している。

　(今後の計画)

・訓練をつんだ緊急事態対応チームを緊急現場に派遣

・緊急事態対応チームを学校、病院、警察、消防所等に派遣し、保健衛生教育、救急ト

　レーニングを実施。

・関係諸団体と連絡をとり、連携を図る。

◆フィリピン国緊急事態対応体制整備事業報告

　　　　　　　　　　　　　カウンターパート：ＡＭＤＡフィリピン

【第１期】データ収集

１、組織作り

　　第１回・第２回会議　１月・２月
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　　　ＡＭＤＡフィリッピン会員による会議がもたれプロジェクト方法論に関して討議さ

　　　れた。

　　　・トレーニング内容に関しては被災地、被災民の感情を考慮しなければならない。

　　　・基礎的なトレーニングの方法については、常識や災害救援活動経験者によって準

　　　備されうるので、調査の結果を踏まえてそれを補足すればよい。

　　　・財政についてはケネス医師に一任することに決定した。

　　　・プロジェクトスタッフの決定

　　　・異なる地域から３０人の参加者をトレーニングし、各々が各地域で住民をトレー

　　　　ニングする方式を採用する。

　　　・実施地域を選定

　　　　南ルソン地域(Cavite､Laguna､Batanngas､Rizal､Quezon)

　　　　地方で産業が発達している区域を選定

　　　　(実施上の問題点)

　　　・予算が限られている。

　　　　(今後の計画)

　　　・ＡＭＤＡフィリピン以外の他のネットワークも活用してプロジェクトを進めてい

　　　　く。

　　　・トレーニング教材を準備するにあたって、適切な専門家を選ぶ。

　２、調査とデータ収集

　　　・調査用紙を作成(資料１参照)多少の修正で承認を得、現地語であるタガログ語

　　　　に翻訳された。

　　　　(実施上の問題点)

　　　コミニケーションの遅れから当初の計画にあったＨＡＭＩＳのネットワークの使用

　　　が不可能になり、新たにＳＭＢＫなどのネットワークを利用することに変更した。

　　　・３月に調査を約１ ００の地域で実施した。

　　　　(実施上の問題点)

　　　１００件の調査依頼の内、７件しか回答がえられなかった。反応が遅い。ビサヤ語

　　　に翻訳されていない。

　　　・トレーニングを受ける参加者の名簿作り

　　　・ＰＲＲＭというＮＧＯとの連携を図る。

　　　　(今後の計画)

　　　・調査を完成させる。

　３、トレーニング教材・内容の開発

　　　・各地域で起こりうる問題点を提起

　　　　救急医療・地域災害における心理的問題・救援活動／避難民センター・火災・洪

　　　　水／台風／　地震・交通事故・地滑り／火山噴火・飲料水の確保づﾋ学薬品漏れ

　　　　管理・基本的コミュニケーション／教授法／組織力・チーム編成

　　　・ワークブック作成準備

　　　　執筆者と検討しながら作業を進めている。

　　　・テキスト作成準備
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　　執筆者と交渉中、正式に契約を交わす予定である。

　　かし、執筆者の中には返事のこない人もいる。８月末まで待っても反応がない場合

　　は代替者を検討する

【第２期】トレーニング

４、トレーニングのワークショップは９月に開かれる予定であったが、１０月に日本国

　　際医学研究センターの協力でフィリピン大学において開かれる「災害と保健に開す

　　る国際シンポジウム」に会員の多くが参加するため、１１月１４、１５、１６日に

　　変更。シンポジウムの成果をふまえて、開催する予定。

◆ボリビア国緊急事態対応体制整備事業報告

　　　　　　　　　　　　　　　カウンターパート：ＥＭＧＲＵＰ

１、基礎的蘇生術研修

　　４月　　医療従事者６人

　　被害者の有意識・無意識の査定

　　人工呼吸法

　　窒息蘇生術

　　心肺蘇生術

２、救急治療研修

　　４月　　航空救助隊　４人

３、基礎的蘇生術研修

　　４月　　医学生　２７人

４、患者の固定と輸送法研修

　　４月　　医学生　２７人

５、基礎的蘇生術研修

　　４月～５月　　心肺蘇生術指導者　１８人

６、基礎的蘇生術研修

　　４月　　医学生　２０人

７、患者の固定と輸送法研修

　　　４月　　医学生　２０人

８、外傷治療研修

　　６月　　内科医　８０人

９、基礎的蘇生術研修及び救急治療研修

　　５月～６月　４日間　初動スタッフ　１２人

10、基礎的蘇生術研修及び救急治療研修

　　５月　４日間

　　内科医　２０人・医学生　１０人・看護婦　３０人

II、包括的外傷研修

　　６月　内科医　６０人

国際医療協力vol.19 N0.9 1996　29



12、入院前研修

　　７月～８月　内科医　１２人・開運医療チーム

　　緊急事態対応研修

　　心臓緊急治療研修

13、心肺蘇生術

　　８月　ボリビア自動車協議会　８０人

　　外傷患者の固定と輸送法研修

14、防災ワークショップ

　　８月　内科医　３０人　　看護婦　１０人

15、心肺蘇生術

　　８月　航空救助隊　５０人

　　外傷患者の固定と輸送法研修

警察官　２人

◆ブラジル国緊急事態対応体制整備事業報告

　　　　　　　　　　　カウンターパート：ＡＭＤＡブラジル

消防士　２人

１、栄養不良児のための医療プロジェクトに参加し連携して、乳幼児の世話をする際の

　　有効なかかわりかたの研究をすすめている。フィールド調査のための人員のトレー

　　ニングを開始した。

２、サントス医科大学で行われた新生児生存のための医療プロジェクトに参加し協力し

　　て、母子保健に関するプロジェクトをすすめている。

　　特に冬期に流行する感染症に関する生化学・細菌学検査室の準備をサントス医科大

　　学と共同で検討中

３

このプロジェクトを遂行するにあたっての、法的な手続きを申請中。しかし、認可

がおりるまでには時間を要する。

４、インターネットにホームページを開設し、緊急事態に関する情報の共有化を図るた

　　めの準備をすすめている。
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　　　　　旧ユーゴスラビア物資支援のお願い

日頃からＡＭＤＡの活動に対し暖かいご支援をいただきまして有り難うございます。

現地より支援物資のリクエストがありましたので皆様のご協力をいただけましたら幸いと存じます。

どうぞよろしくお願い申しあげます。　　　　担当者：ＡＭＤＡ　竹林まで

物品名 プロジェクト 支援目的

1.空手着 生活改善 ゴラジュデ空手クラブを支援し、帰還難民の心身の健康を促進する

2.英語の医学雑誌 医療 紛争地域の医師、医学生支援のため

3.中古医療器具 医療 心エコー、腹腔鏡、経尿道的内視鏡を支援し、病院再建を援助する

　　　　　　　　旧ユーゴスラビアボランティア募集のご案内

　　平素よりＡＭＤＡの活動に御支援いただき誠にありがとうございます。

　　ＡＭＤＡではこの度クロアチア、セルビア、ボスニアにおいて日本中から集められた支援物資を現地で配布するため

のボランティアの方を募集いたします。参加希望の方は下の参加希望用紙にご記人の上、パスポートのコピーとともに

ファックスか郵送でＡＭＤＡ　林までお送り下さい。

　　詳細は以下のとおりです。

期間 募集人数 募集期間 ご本人負担費用

10月中でいつでも

10～14日間程度

人数制限なし

＊４～５人一組

でご応募下さい

随時 渡航費、海外傷害保検

現地生活費6000～7000円／日

現地交通費は全体で5000円

申し込み人数が少ない場合、中止になることもございますが、どうぞご了承下さい。

＊詳細はAMDA旧ユーゴ担当　林までお問い合わせ下さい。

＊＊航空券、海外傷害保険について

航空券は旅行社道祖神の池田さん（電話03-3446-0434）までお問い合わせ下さい。

海外傷害保険についてはAMDAでも扱っております。

航空券｡｡オーストリア航空ウィーン経由ザグレブ往復　14万5000円

　ご本人で手配される場合はＡＭＤＡにご連絡下さい。

　（ただしその場合は空港あるいは列車の駅からホテルまではご本人で移動していただきます。）

＊＊＊実施場所について　　現地手配の都合により決定させていただきます。

　詳しい案内については募集期間締め切り日の二日後に発送させていただきます。

実施についてのお問い合わせは締め切り日後にお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きりとりせん

参加希望用紙

氏名 氏名アルファベット表記（パスポート表記）

住所　〒

連絡先（自宅）

電話

ファックス

連絡先（職場）

電話

ファックス

参加希望（希望期間に○をして下さい。）

期間Ａ　期間B　期間Ｃ（　／　　～　　／　　）

AMDA会員番号 パスポート番号

航空券（どちらかに○をして下さい）

道祖神手配　　本人手配

海外傷害保険（どちらかに○をして下さい）

AMDA手配　　本人手配
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■ボスニア避難民救援医療活動報告

Ｂｏｓｎ
Ｉ
Ｉ

ａ救援活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医師　是次　順三朗

Gorazdeの位置的特徴

　Gorazde地方はボスニア内の東南に位置しSarajevoから東南東に約７５ｋｍの距離に

あるSerbia領内に取り囲まれたMuslem人の住む飛び地であり戦乱による激甚災害地区

とされている。

　Sarホvoからの交通を確保するための回廊（co�dor）が設けられている。

Gorazdeの人口　産業　経済

　人口は４万人を擁する大きな町である。そのうちセルビア人が百人ばかり在住してい

る｡戦前の共産国時代､町に導入された鉄鋼業と繊維産業は壊滅し失業率は80％である。

　主食の殆どは国連から配給によって支給され衣料品家電医薬品一般家庭用品などは

貨幣経済としては流通していない。僅かにたばこお菓子チョコレートパン類トマト

ピーマンなどの野菜類だけは手には入る。

　限られた食料品だけは市中の店でドイツマルク貨幣（１マルクフO円）で手に入れるこ

とができる。それでも人々の衣服には何処にも貧しさは感じられず戦前の衣服を大事に

持っているのかも知れない。もしくはSa珂evoで新たに手に入れたものかであろう。

Gorazdeの国民性気質教育文化言語

　ボスニア人全体の気質を語る自信はないがGorazdeの人々の気質は穏和で優しく人間関

係におけるお互いの信頼性や融和度が高く多くの人々に暖かい親しみの情をを感じる。

　例えば医師や看護婦が私の前を通り過ぎるときには決まって「ドクトール　ジュン」

（私の略称）と呼びかけて通り過ぎる。

　それは相手に対する尊敬や親しみや配慮を感じさせるに十分な語感である。

　Gorazdeの男性には愛妻家が多く病気や怪我でもすると大事な人を扱うような仕草で

病院まで付き添ってくる夫をよく見かける。それは西洋の文化に培われた紳士的マナー

ではなくもっと心情的なのだ。

　母親に対する孝行者が実に多い。だから母親を大事に診てやる医師は尊敬を集める。

おかげで私は多くの食べ物の差し入れを頂戴した。

　黙って仕事をする東洋的な男性像によく出会ったし女性も男性に対して極く控えめで

不要な自己主張をしない女性が多い。

　医師達の会合の場所でもパーティーの席でも女医が声高に議論に加わることがあまり

ない。

　そういう女性像をボスニアの社会では良俗として受け入れている感じが強い。

　それは戦前の日本の女性像でもあったが（現在ではない）そういう女性達にここ

Gorazdeにおいて出会った。
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こういう東洋的な民族性イスラム的な風習が混在している。（因みに姓名の書き順が日

本と同じく「田中太郎」なのである｡）

　米仏独伊から来ているＮＧＯの女医さん達と全く対称的なのが興味深い。ただひとり

私にことごとく反発する内科の女医がいてその理由を計りかねた｡何処の国にも例外的

な人間はいるものでこの話については次回の報告に譲る。

　小学校（８年生）は４校（合計約6000人）高校が１校あり　就学率は90％。親の教育熱

は高い先進諸国に見られるような非行化傾向は生じていない。生活水準が高く豊かで

あるからこそ発生する先進国の青少年問題について改めて考えさせられる。

　日本の空手がとても盛んで日本人の私を見ると空手の格好をしてみせる子供が多い。

音楽を愛し系の音楽が家の窓から流れてくる。

100人近くの生徒数を持つダンス教室の先生にも出会った。

Gorazde病院の沿革と実態

　Gorazde cantonの中核医療機関として戦前より大きな役割を果たしたがそれと同時に地

方には５９所の診療所が配置されていた｡戦争勃発と共に診療所は機能を失いGorazde病

院も人材医薬品が調達困難となり荒廃して行く。

　現在医師25人医療スタッフ20人ということになっているが平日でも散人の医師を

見かけるだけ｡日曜日ともなるとたった一人の当直医も姿を見せないことがあり私を不

安にさせた。

　私は宿舎に帰らず毎日病院に泊まり込んだのでこういう診療機能の麻庫状態をつぶ

さに目撃することになった｡まともに診療が行われているのは産科と小児科で産科では

常時４－５人の妊姉達がお産を待って入院していた。

　小児科はフランスからの女医が外来診療に当たっていた。この女医の診察室の前には

いつも山のような患者の群がありこの患者群を医師一人で処理するためには一人3分程

度の診察で終わらないと無理だろうと思われる。そのフランスの小児科医も９月で帰国

してしまいそのあと後継の女医がまもなく着任している。

　１階の老人病棟は高齢の末期患者が収容されているがほとんど看護婦が看護医療を

やっているだけのように思われる。

　２階は産科３階は外科病棟であるが入院患者はごく少数である。

Dr,Emir Frasto の人物像

　その中にあって正義感が辰り男らしく無口な医師がいた。

Gorazde病院の名誉にかけてもその医師について少し書かねばならない。 Dr.Emir Frasto

（spe.opste medicine）は1954年生まれの42歳　14歳と11歳の女の子がいる。Beograd大

学医学部卒一般内科専攻専攻とはいえ大抵の外科的な処置はこなす。

地元出身の医が次々と離れて行く中で古里の人々を愛した被は廃墟と化したふる里を捨

てなかった。

戦争の激しい最中は午後の２時間の間に８人の下肢の切断術をやったという麻酔薬がな

いのでBosniaの国家を周囲の看護婦に歌わせながら切断術を施行した至近距離で被爆し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際医療協力　vol.19 N0.9 1996　33



た重症患者が次々と運び込まれ救急室の床は血の海となり電気がつかないので救急車

のバッテリーで電気を部屋まで引き夜の床を照らした。

　救急室の床は重症患者で埋まり大人も子供も次々と為すすべもなく死んでいった。

戦争初発時は(1992年)118kgあった体重が1993年には81kgに減ったという。現在182cm

/87kg医師としての能力も技術も優秀で性格もまことに温厚で優しく大怪我の患者が

運び込まれても冷静沈着に対応する。周りの看護婦も彼を本当に尊敬しているのが伺え

た。　チトー大統領が死去した1980年頃の平和と繁栄を享受したユーゴスラビアをしき

りに懐かしむ。

疾病別と外来患者数

　一般内科の患者は感染症心臓病脳卒中糖尿病腎臓病などであるが日本に比べて脳

卒中心臓病の患者の数が多いのに気づく戦争中の４年間に未治療放置悪化の患者が増

え続けているものと推定されるそれに甲状腺疾患の患者（橋本病を含む）が非常に多い

のは何故だろうか。今後の課題の一つとして残る。私は６月17日の診療開始日７月１日

までの14日間に延232人の患者を診察した。

　その他内科外科など他科から紹介されてくる神経疾患の患者を診察した。

精神障害の患者の特徴

　戦火の中をくぐり抜けた人々の戦争外傷は未だに傷が深い。

　夫をセルビア人に射殺されるのを目の前で目撃している妻達はその後遺症が深い。

母親がレイプされるのを目の当たりにした子供はいまでも対人関係に障害が残っている。

不安神経症、不眠、頭痛、食欲不振、原因不明のふるえ、めまい、感情過多、被害妄想

などに重症者が多い。

　分裂病患者は戦争中放置されていたこともあって思考感情の異常が極端に先鋭化し

て自殺などの悲劇を生んでいる。

催眠療法の症例

　Trgo Azina 1964年生まれの32歳　家庭の主婦夫35歳

　長男:Eldina lly 将来電気技師志望　長女:Marima　人形がほしい。

　父53yにて死亡（肺癌）母健在

　病歴４年間の戦争で夫の戦死の恐怖に怯えて一睡もできなくなった。

　現症睡眠障害呼吸困難食欲減退頭痛肩凝　不安。

　①催眠療法（6/21）2時間呼吸法から開始し生命の尊とさや呼吸の仕組みなど説明。

　　容易に覚醒しやすく仲々人眠状態に入らない　覚醒の暗示なしに覚醒してしまった。

　②催眠療法（6/22）深度３に違する深い催眠状態。

　③催眠療法（6/24）四肢の脱力が伸々得られなかったが場所移動の催眠誘導に切り

　　替えた。

Cengic　Sahjiyo

　現在の主な症状：頭痛、呼吸困難、食欲不振、自殺願望、妄想
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　母親は患者が4歳の時死亡

軍医仲間の間で勇敢な女性と

た。

　戦時中は救急車のドラ

して知られていた。本人

イバーとして戦火の中を活躍した。

も戦争はさほど怖いとも思わなかっ

　戦争中父親は他の女性に走って別居を始めた。

　ドイツに難民として移住した姉が幼児から母親代わりの役割を

いる姉を慕い催眠中にも「お姉さん、お姉さん」と叫び続ける

会いたい」流言のように云って泣き始めた。

してきたのでドイ

催眠中に「お姉さ

　33歳の弟は無職で家にぶらぶらしているだけで頼りにならない。

弟の話では「お母さんはまだ生きている」言い出すということである。

ツに

んに

未婚の母

　スウェーデンのソーシャルワーカーから紹介を受けた17歳の少女。 19月の幼児を抱

えボーイフレンドが介抱している。4人の男から暴行を受け産婦人科医も相談に乗って

くれぬまま出産を迎えた｡現在の36歳のボーイフレンドはレイプの相手ではないいつま

で付き添ってくれるかも不明。

　精神科医の私を極端に警戒して伸々馴まなかったが段々話に応じるようになった。

児童相談の担当者にも学校にも連絡を取ったが返事が返ってこない。

（第3槽郵便物認可）　　　　-　毎　日　新　聞　-

　　　　　　１９９６年（平成８年）９月１８日（水曜日）

　
内
戦
後
の
混
乱
が
続
く
ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
で
医

療
援
助
活
動
を
展
開
し
て
い
る

国
際
医
療
援
助
団
体
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
、

本
部
・
岡
山
市
）
は
援
助
の
一

環
と
し
て
、
現
地
の
若
手
医
師

４
人
を
日
本
に
招
く
。
‘
３
年
半

に
わ
た
っ
た
内
戦
で
世
界
の
医

学
界
と
の
交
流
や
最
新
の
医
療

機
器
、
医
学
書
な
ど
の
流
入
も

途
絶
え
、
高
度
医
療
に
立
ち
遅

れ
た
現
地
の
医
師
が
Ｉ
カ
月
か

ら
２
ヵ
月
、
国
内
の
大
学
や
病

院
に
滞
在
、
医
療
技
術
を
学
ぶ
。

戦
災
被
災
地
の
医
師
を
招
く
の

は
国
内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組

織
）
で
は
初
の
試
み
。
近
藤
祐

次
事
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局
長
は
「
与
え
る
だ
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の
援
助
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
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か
っ
た
。
発
想
の
転
換
だ
。
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ー
ズ
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あ
る
」
と
話
し
て
い
る
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来
日
す
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は
、
外
科
、
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環
器
内
科
、
泌
尿
器
科
、
精
神

科
の
2
0
代
～
3
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代
の
医
師
４

人
。
Ｈ
月
半
ば
に
来
日
し
、
琉

球
大
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沖
縄
県
立
病
院
、
信
州

大
、
北
海
道
旭
川
市
の
旭
川
厚

生
病
院
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ど
で
、
日
本
人
医
師

の
指
導
や
医
療
機
器
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研
修
な

ど
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受
け
る
。
渡
航
・
滞
在
費

は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
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地
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市

民
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プ
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負
担
。
現
在
、
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る
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Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
今
年
６
月
、
現

地
に
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
。
ゴ

ラ
ジ
ュ
デ
の
戦
争
病
院
な
ど
で

医
療
援
助
に
あ
た
っ
て
い
る
。

現
地
は
、
３
年
半
で
死
者
2
0
万
、

難
民
・
避
難
民
２
８
心
万
人
を

出
し
た
内
戦
が
昨
年
１
９
一
月
に
終

息
。
今
月
1
4
日
に
統
一
選
挙
が

実
施
さ
れ
た
が
、
民
族
対
立
の

根
は
深
く
、
依
然
混
乱
が
続
い

て
い
る
。

ＡＭＤＡ

若
手

４
人

内
戦
の
地
に
医
の
連
帯
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■カンボジア救援医療活動報告
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カンボジア精神医療プロジェクト

　　いよいよ精神科病棟改修終了！

　　　　　　　　　カンボジア精神医療プロジェクト委員長

　　　　　　　　　　　　　　　　　医師　桑山紀彦

　カンボジアで行われた今回の式典は、ＡＭＤＡカンボジアプロジェクトにおいて一つ

の大きなマイルストーンであった。

　９４年に着手した精神医療プロジェクトは「ＮＧＯと精神医療」という一見あまり結

びつかないもの同士のようにも思われたが､今回の式典を持ってして、一つの「しるし」

をＡＭＤＡとして持てたと思う。

　８月２４日土曜日、午前８時。カンボジア保健大臣、駐カンボジア、内藤日本大使来

所。一気に式典ばそれらしぐなっていく。この日のために最大の努力を続けてきた

のはＡＭＤＡカンボジアのローカルスタッフである。特に精神医療プロジェクトに関し

て現地スタッフを代表する動きを日ごろより見せているヒアックは非常に緊張している。

何といっても今日の司会進行の通訳をするからである。前日からＡＭＤＡカナダ代表で

カンボジアプロジェクトのプノムスロイ群病院を担当するウイリアム医師に英語の発音

を習ってはぴりぴりしていたが、保健に関しては国のトップが目の前に出席するような

式典をＡＭＤＡとして開催できることは誰でもよろこびひとしおであろう。

　そもそもこのシハヌーク病院を舞台にした精神医療プロジェクトはさまざまな可能性

を秘めていた。まずカンボジアにほとんど精神医療というものが存在していなかったた

め、最初からＷＨＯ、カンボジア政府という所属単位の人々と試作を練ることに参加で

きてきたこと。オスロ大学との協力関係が得られていること（そのおかげで桑山はオス

ロ大学に留学している）､心の病がカンボジアにおいても拡大し始めている時期であった

ことなどである。９４年から始まっているこのプロジェクトはますますその重要性を高

めながら継続されているが、日本のＮＧＯとしては非常に珍しい「精神医療」の分野で

のＮＧＯ活動に注目は集まっている。

　現在ＡＭＤＡは年間１７００人あまり（９５年）の外来新患患者とその数倍の再来患

者の診察を支えるべくまず薬剤費の提供を行っている。また、精神科看護婦の養成もこ

れまで担当してきた。そして事務部門の担当者としてヒアックにれまで随分このニュ

スレターを書いている、現地ローカルスタッフである）に働いてもらっている。 １０人

の精神科医の養成を行っているオスロ大学と役割分担をし、いい協力関係である。

　　さて、式典は順調に進み、桑山のスピーチのあと、保健大臣、内藤大使のあいさつが

　続いた。内藤大使は経済協力局にいた人物で経済協力については専門家であり、かつ現

　在はＮＧＯ研究に凝っていらっしやるとのことで、今後のＡＭＤＡカンボジアとの協力

　関係が大いに期待できそうである。今回の草の根無償資金援助ももちろん大使をはじめ
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日本大使館の方々の推薦あってのことである（それにしても北大路欣也系のダンディな

内藤大使の容姿には少なからず驚いた桑山であった）。

　この日はカナダからウイリアム､オスロから１年間の派遣できているエドワード･ハッ

フ（ノルウエー人精神科医）、日本の多くのＮＧＯ関係者がそろい、ＡＭＤＡが現在して

いることを知ってもらうにはたいへんいい機会であったと思う。今後、この精神医療プ

ロジェクトは継続されていくが､この現場を通じて日本の中の精神医療従事者がこういっ

たＮＧＯ活動に興味を持っていくことを期待しているし（多くの精神医療従事者は自分

達が国際保健医療に関われるということを知らないと思う）､ＡＭＤＡが今後カンボジア

でどのような形でＮＰＯ（非営利組織）としての自立を可能にしていけるかの大きな原

動力になることを願ってもいる。

　現地駐在の岩間は既にこの夏でカンボジアに赴任して２年である。精神医療に関して

は全く素人であった彼は、既にこの分野では多くの知識を集積し、さまざまな側面を多

角的に見れるほどに「専門家化」している。これからのカンボジアプロジェクトは「Ａ

ＭＤＡホスピタル構想」「ＡＤＢ（アジア開発銀行）関連プロジェクト」など、多くの懸

案事項と可能性を秘めているが、それらを可能にするための人脈、信頼性、実績などを

今回の記念式典は、少しではあるが得たことになるのではないだろうか。

　今後とも、カンボジアプロジェクトはこのような確実なマイルストーンを置きながら

進んでいきたいと思っている。

スピーチを読み上げる桑山医師

AMDAメンバー

右から２番目　ヒアック女史

３番目がウィリアム医師（カナダ支部）

新病棟のテープカットをする内藤日本大使
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■カンボジア救援医療活動報告
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コンポンスプー刑務所医師派遣プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　Dr.SENG　RITHY、AMDA　Cambodia

　今年の４月よりＡＭＤＡは、これまで活勤してきたコンポンスブー州にある州
刑務所に週１回医師を一人派遣し、収容者及び刑務所職員の診療を担当すること

になりました。これはLrCADHO（Cambodlan League for Lhe Prom（ltion an
d Defence of Human Rights）というカンボジア･のＮＧＯからＡＭＤＡに対して要
請があったものです。
　ＬＩＣＡＤＨＯは海外に住んでいるカンボジア人が中心になって設立された団

体で、人権擁護のための活動を主としてカンボジアの半分以上の州で活動を展開

しています。　その彼らの活動の中に刑務所への医療チームの派遣があり彼ら自身
医療チームを持っているのですが、人員数や予算に限りかおりこれまで手が回ら
なかったコンポンスプー刑務所での活動に際して、ＡＭＤＡに協力を要請してき
た次第です。

　以下は４月２４日から７月３１日までの間の統計です。

｡
4

C
X
I
C
y
）

ｅ
一
一
一

総
総

疾

収
診

患

容

療

統

者
数
計

数

---〃･
２

１

６

００人前後（人退所者による増減あり）
８件（男性２３５件、女性３３件）

疾患 診療数

１

２

３

４

５

神経病
・脚気

・神経衰弱
・神経痛

（Preumopathy）
・結核の疑い

・（Tuberculosis　int.er　costao
・急性気管支梢炎

・慢性気管支炎
・喘息

・（URTj）
・（UTI）

（ORL）
・耳炎
・咽頭炎

・扁桃腺炎

胃腸疾病
・胃炎
・胃潰瘍
・急性胃腸炎

・腸チフス
・嬬虫

・痔核

心臓病
・脚気心臓
・（HTA）

５６

２０

　２

１０（うち陽性１）

　４

１　３

　９

　１

　８

　７

　３

　７

　１

　６

　１

　５

　２

１０

　１

　３

　１
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１０

１１

１２

１３

１４

１５

骨関節疾患
・捻挫
・多発関節炎
・骨炎
・損傷
・フルンケル

尿路病
・急性糸球体腎炎
・尿感染症
・膀胱結石症

眼病
・結膜炎
・涙液閉鎖症

伝染病
・マラリアの疑い

皮膚疾患
・皮膚病

性感染症
一白帯下
・ケイトウ

内分泌病
・低血糖症

血液病
・貧血

ロ内病
・歯肉炎
・虫歯

外科
・ヘルニア

４：コンポンスプー州病院ハの移送
・外科　３件（ヘルニア、結核腫、
.･抜歯　２件

・皮膚病　２件
・超音波検査　１件
・結核　１件
・義足　１件

ケイトウ）

※８０％の患者が同じ病気で２、３回診療を受けました。

１
７
７
Ｑ
）
『
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

［
ａ
ｌ
ｌ

ｑ
）
Ｒ
）

１　１

１１

４
３

１４

１

―
―

４
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・ルワンダ難民救援医療活動報告（ザィール）
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痘痕患者治療報告

看護婦　大谷敬子

　カレヘキャンプは、人口約17300人のザイールのキブ湖に面している難民キャンプで

す。ゾーンは大きく２つに分かれており、1994年の７月にルワンダ難民がザイールに来

た最初の時期に作られたキャンプをカレヘＩ（人口約7000、ZoneA、B、C、D）、1995年

9月ホンゴーキャンプで強制送還が行われ､その際に逃れた難民遠の為に新しく借りられ

た土地をカレヘＨ（人口約1000、ZoneE、F、G、H、I、J）と呼んでます。

カレヘｎの人達の生活が落ち着いてきた1996年１月頃より、カレヘＩ・Ｈの両方のゾー

ンから疹癖の患者が増え始めてきました。

　疹癖とは、ヒゼンダニが人の体に寄生して起こる疾患で、激しいかゆみと紅色丘疹を

特徴とする皮膚感染性疾患です。細菌の二次感染を伴うことが多く、接触によって人か

ら人へ容易にうつります。

　1996年２月～3月にかけて各コミュニティー・ヘルス・ワーカー（＊ＣＨＷ）から疹癖

の患者が増えてきたとの報告があり、今回のキャンペーンの実施を計画しました。

目　的

　カレヘキャンプの疹痕患者の増加を止め患者数を減少させること、患者の家族に疵痕

と衛生についての教育を行うことです。

疵痕の患者を個別に治療したとしても、家族、隣人に治療を受けていない患者がいれば

再感染をする可能性があります｡そこで､地域ごとに集団で治療と教育をすることによっ

て、その効果をあげようと考えました。

方　法

　第１段階（1996年４月１日より開始）

　１．ＣＨＷが受け持ち地域の患者数を調査しました。

　２．各地域ごとに、患者とその家族をディスペンサリーに集めました。

　３．テント番号（住所）と患者数を記録しました。

　４．疹癖と衛生保持についての教育を行いました。

　５．石鹸の配給をしましたにれは以前に本部から送られた予算で購入した石鹸です｡）

　６．患者と、家族に体を洗ってもらい、持っていれば新しい（洗濯された）服に着替え

　　　てもらいました。

　７．患者にベンジル・ベンソイト（疹奮の治療薬）を塗布しました。

　　第２段階（1996年５月20日～6月17日に施行）

　　１．治療の約１ヶ月後、各テントを訪問して薬の効果を評価しました。

　　２．治癒した患者、状態が変化しなかった患者、悪化した患者数を記録しました。
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　治癒した患者の中には、一度改善したけれど、再度症状がでてきた患者と、まだ完

　全には治癒していない患者も含まれています。評価は患者からの聞き取りと、皮膚

　の丘疹の状態を観察しました。

３．全地域の効果を計算しました。

結　果

　今回は、カレヘＨのE-J地域より７人のＣＨＷと共に行ったので、その地域を中心に報

告します。

表：疹歯患者の治療効果　Ｅ地域-H地域

地域
登録された

　患者数

治癒した患者数 変化しなかった

　　患者数
悪化唇者数

追跡不可能な

　　患者数改善患者数 再発患者数

E、F（1区） １ ２１ ７３ ２３ １０ １１ ４

F（2-3区） １１６ ７６ １１ ２０ 一 ９

F（4区）Ｇ ３３０ ２２１ １６ ２４ ２ ６７

Ｉ（１４区） １２ ７ ８３ 一 ２ 一 ４２

I（5）

J（1-2区）
１２ １ ７６ ５ ８ 一 ３２

Ｈ（１４区） １５４ ７３ - ７７ - ４

Total ９６９ ６０２ ５５ １４１ １３ １５ ８

パーセント ６７．８％ １４．５％ １．３％ １６．３％

　1996年４月から26日間に969人の患者を治療しました。使用したベンジル・ペンソイ

トの量は17.25リットルでした。

治癒した患者の中の1/8は再発しており、1/3は状態はよくなっているけど、まだ完全に

よくなってないケースです。変化しなかったという症例は、聞き取りが中心になってま

す。また、悪化したケースについては、以前は丘疹だけでしたが、治療後に細菌の二次

感染を起こしたケースを数えました。

考　察

　上記の結果（治癒した症例67.8％、変化しなかった症例14.5％、悪化した症例1.3％）

により、このキャンペーンは効果的であったと言えます。実際、Field調査の間、以前に

比べ､疹奮の症状を訴えてくる患者の数がずっと少なくなったことは確かです。もし､今

後もこのキャンペーンを続けていけば、患者の数を少しずつ減らせて、疹癖が蔓延する

以前の状態に戻すことが出来るかもしれません。

　問題は薬の配給が不十分で、また、現地の薬局でも購入できないことがある為、再三

キャンペーンが中断されて、未だに全ての地域が終わってないことです。また、キャン

ペーンが長引いたことによって、キャンベーンの期間中に終わった地域から、再度患者
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が増え始めている傾向が見られるということです。今のベンジル・ベンソエイトの配給

状況からこのキャンペーンを続けていくことは、かなり困難です。

8月中旬までは、まだ終わってない3つの地域を終了させて、このキャンペーンを終える

予定です。今後の方針については、ＣＨＷと相談し、検討していくつもりです。

おわりに

　今回のキャンペーンを通じて、全ての配給（薬だけにかぎらず、石鹸、服、毛布など）

が十分でない中で､効果的な治療をすすめていくことの難しさを痛感しました。また､事

前の計画の全体像が、不十分だった為、予想外にこのキャンペーンが長引いてしまった

ことを反省しています。集団治療は個別に治すよりは効果的で、教育についても患者自

身に直接行えるからよいのではないかと考えていましたが、このキャンプの厳しい状況

を少し軽視していたように思います。体を洗い、衣服や毛布を変えて清潔を保つように

指導したところで､石鹸も着替える服もなく、毛布も十分ではない（家族に1～2枚程度）

のが現状です｡その為､疵痕の患者と毛布を共有すれば感染することは当然のことであっ

て、再発してディセペンサリーに来た患者に、体をもっとしっかり洗うよう指導してい

た自分が、恥ずかしくなることがあります。

　そんな中、今後どうしていけばいいのか考えていくことは、正直な話、本当に頭の痛

い問題です。命に直接関わる問題でないため、軽視されがちになるけれど、掻岸感が強

いため夜間眠れなかったり、治療されずに放置していたため発熱するほどの細菌感染を

起こすケースも少なくありません。キャンプの密集した住環境も疵痕蔓延の原因の一つ

です｡ ＣＨＷの一人は以前は流行病だったが､今は風土病になってきていると言っていま

したがその通りです。問題は、私たちに援助しきれない範囲にありますが、せめて患者

数が今以上に増えていくことのないように、私たちに出来る方法を考えていきたいと患

います。
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■ルワンダ難民救援医療活動報告（ザィール）
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リハビリテーション活動報告　－2報－

看護婦宮本　圭

１　はじめに

　土埃の舞う中ドライシーズンであることをしみじみと感じながら、私たちのランドク

ルーザーはキャンプヘと走ります。

リハビリテーションを開始してから､かれこれ2ヶ月です。リハビリテーションを受けて

いる少女は､誰よりも早くに私たちの声を聞き分け､声を上げて喜んで迎えてくれます。

彼女の身体もこの様に喜びの声を上げてくれているのでしょうか。以下に、簡単な経過

を報告いたします。

２　経過

　１）対象者数：２名（8才女子１名、８才男子１名。活動開始時期より変化なし｡）

　２）実施者:CHW（Community Health Worker ）2名

いつ　　毎日、１回20分～30分前後

どこで　各テントの外に奘屋を敷いて行います。

実際　ｉ）基本的な10のトレーニングを毎回行います。

　　　ii）約2週間目よりトレーニング回数を徐々に増やしまし

　　　　　た。

　　　iii）約4週間目より個々に必要なトレーニングを選択する

　　　　　と同時に、トレーニング回数も増やしていきました。

　　　iv）（iii）とほぼ同時期より）それぞれの子供に合わせて、

　　　　　ＣＨＷ自身が新しい運動を追加し、拘縮の残っている

　　　　　関節に集中的なトレーニングが続けられています。

３　まとめ

　私たちはこの2ヶ月という短い経過の中にも2つの良いサインを見つけることが出来ま

す。１つめには、子供達は完全に喜んでリハビリテーションを受けるようになったこと、

そして今まではどの運動の際にも殆ど痛みを伴わなくなったということです。このこと

は勿論、彼らの関節拘縮が徐々に解きほぐされてきていることを意味します。少年は今

では痛みなしに壁によりかかって一人で座ることが出来ます。少女は時折自力で立ち上

がり、数秒間立ち続けられます。これらのことは、彼らに大きな自信を与え、尚一層リ

ハビリテーション好きにさせているようです。

　2つめには、ＣＨＷがリハビリテーションに対して自主的かつ根気強く取り組めるよう

になったことです。活動当初からは今の姿は全く想像が出来ません。何より子供達の身
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体が示す良いサインが彼らにリハビリテーションの効果を納得させてくれたようです｡今

では私の数倍も子供達の身体の状態を知り、どのような援助が必要なのかを的確に捉え

つつあります。テキストには載っていないようなトレーニング方法を編み出していくの

もなるほど頷けます。なんとか初めの一歩は踏み出せたようです。

４　今後の課題

　さて、この次に私たちの目標となるのは何でしょう。そう、家族への指導です。すで

に両家族ともがリハビリテーションの効果を認め、大きな興味を示していることは明ら

かですが、このまま実践も上手くいくかどうか､私には確信が持てません。焦らず、ゆっ

くり続けていくことの大切さをＣＨＷを軸に自ら示しつつ､活動を継続していくことが唯

一最善の方法と考えています。

　但し、ここで私たちの邪魔をするものがあります。少しずつ起立・歩行練習を始めつ

つある今、十分かつ適当な空間が必要です。傾斜がきつかったり、大きな段差があった

り、テント同士が寄り添い合って建つところでは、とても歩行練習は出来ません。ＡＭ

ＤＡのDispensaryに連れてきてもらうことが現時点で考える解決策ですが、では誰が

Dispensaryまで連れてくるのでしょう。日中は大人達は働きに出かけることがあり、残っ

ているのは、年老いた祖母や他の子供達だけです。彼らにDispensaryまで８才の子供を連

れてくることが出来るでしょうか。そして、歩行練習に必要な補助バーも、良肢位を保

つために必要な装具等も一切ありません。これも考慮しなければいけません。何をする

ときでもこうした物不足という大きな敵が私達の前に立ちはだかります。が､諦めずに、

落ち着いてよく考えてみましょう。きっと何か方法はあるはずです。明日、もう一度

Dispensafyの中を見渡し､使えるもの全て拾い上げてみましょう。数日後にはきっと歩行

練習用の補助バーができているでしょう。

　　　　　　　　覆‐馥謳鸚謳謳皿言言皿回言朧｡謳鸚……皿………尚々肖'|朧朧゛･･･ヽj･｡尚更"｡｡謬荷゛゛IE､|皿

子どもの診療にあたるラメッシュ医師（AMDAネパール）と宮本看護婦
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・スーダン避難民救援医療活動報告

-
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●

スーダン看護婦研修

期間　平成８年　５月７日～7月７日

看護婦　荻原　陽子

　アフリカはスーダンに行った。ナイル川がﾌﾞルーとホワイトの二手に流れるカルツーム

はベージュ色の乾いた街。木陰をたどり歩く山羊やロバがいる。街角で人々は「サラマ

リコン」と握手し、家族、今日の出来事、楽しみなど、陽気なおしゃべりが続く。

この国の医療の一部をＳＩＭＡがまかなっている。貧しい人にも医療の手が行き届いて

いる。

今回、私はＳＩＭＡの活動に参加し、ＳＩＭＡクリニック等で研修した。

【ＳＩＭＡでの活動】

ポリオワクチン経口投与

　ボランティア７～８名が集い、トラックの荷台に乗り込みがたがた道を行く。

Engaz cityという村につく。そこは避難民の村である。すすけ顔や素足も砂で汚れたまま

の子どもたちが後から後からついてくる｡そんな山なりの子ども遠の中から名前と年齢、

1ヶ月おきに２会実施しているかどうかをチェックして､ポリオワクチンを２滴づつ経口

投与する。

　砂凰が舞い、酷暑なる中を、ボランティアとともに歩き、ドアを一件、一件たたく。

戸々では子どもが子どもの世話をする。小さな子どもほど、恐がり戸口を閉じるが、

スカ（砂糖）といい、うまく口の中に入れたり、吐き出さないよう飲み込むまで見届け

る。村を歩いているとＳＩＭＡの他のボランティアと会う。

　このときは２日間行い、３５０名に実施した。

クリニックでの活動

　カルツーム２ヵ所とオンドルマンのサウラクリニックに行く。地域により、患者数が

違い、診察時間もまちまちである。クリニックは夕方から始まるが、サウラクリニック

は夜の１１時近くまで開いている。患者が４０～５０名もいるからだ。このクリニック

は医師１名、検査技師１名、シスター（看護婦）１名と薬品会社４～５名のスタッフで

ある。

　待合い所には女性と子どもが目立つ。私はDr.ヨゼフの傍らで患者をみたり、消毒や点

滴などの処置をした。 Dr.ヨゼフは「貧しい人ばかりで､､」とぼやくが、疲れても患者の

訴えを傾聴し、丁寧に聴診器を傾け、血圧を測る姿は立派であった。

気管支感染、呼吸器疾患、心臓病、癌、皮膚疾患、更年期障害、分娩後検査など。
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裂傷の手当もする。クリニック内はベッドが無いので近所の家を借りて点滴する。月明

かりのもと大家族に見守られて、患者の血管に集中する。ふとアラーの紙に祈りたい気

がよぎるとき、土地の人は「ピシャラ」と言う。駆血帯が無いので手で縛る。コットン

を引きちぎって消毒する。物品が無いなりに、工夫するやり方が有効だ。

　この日のマラリア疾患は２名であった。どのクリニックでも、まず血液をとり、マラ

リアかどうかの検査を実施する。これはマラリアコントロールの４つの柱のうちの１つ

早期発見に努めている例と言えよう。

　ＡＭＤＡではこれらのクリニックに対し、医療機材、顕微鏡を送る支援を実施してい

る。

イブンシナ病院

　この病院は日本政府が建てた物で以前は青年海外協力隊が来ていた｡看護婦はシスター

と呼ばれ､何年に卒業したか､ジェネラルかプロフェッショナルか問われる。プロフェッ

ショナルは卒業後、１０年ぐらい病院でのトレーニングが必要である。賃金は安く、「お

金は食べ物だけ。だからこの国は厳しい｡」と言い、２～３の病院を兼ねている。

　暑さが過酷なので、働くにも身体に厳しいと身を持って、体験し、長くは生きられな

いと感じた。

　現地では日本大使館、ＳＩＭＡの方々ほか、多くの人達にお世話になりました。

加えて、貴重な体験をさせていただいたＡＭＤＡの皆様にもお礼申し上げます。

写真１　ポリオワクチンの経口投与／子ども達と

国際医療協力Vol.19 N｡｡9 1996 47



■ネパール難民救援医療活動報告

AM D A -Nepal派遣報告

　AMDA-lndiaのDr. LOlage は、７月１日にインド

を発ち、午後にはカトマンズに到着。 ＡＭＤＡ－

ＮｅｐａｌのDr.Dulal の暖かい出迎えを受けた。そし

て、カトマンズのＡＭＤＡオフィスを訪ね、そこ

でDr.KoiralaヽDr. Saroj、そしてDr.Regmiから歓

迎を受けた。翌日、彼はPokhraへと向かった。

Pokhraには一泊し、田舎の医療施設を訪ね、それか

ら、更に３日目の午後は、陸路DamakのＡＭＤＡ－

　Nepalセンターに向かい、４日目の朝、目的地に到　AMDAﾎｽﾋﾟﾀﾙ院長D｢.K.c.(左)とDr.Lolage(右)

　着した。そこでは、Ｄａｍａｋ ＡＭＤ Ａ病院のゲストハウスに宿泊した。

　　７月４日、Dr.Lolageはその病院で一日中Dr.K.C.Balkumarと共に診療に当たった。 Dr.

　K.C.Balkumarは、院長で眼科専門であり、手術の間ほとんどすべての責任をあずかって

　いる。病院の管理者の事務局のチーフ、Mr.Yamnathがサポートしている。

　ＡＭＤＡのDamak病院は２階建てのビルで、絵のように美しい地区にあり、そこには人

　院設備や外来病棟のような必要不可欠の部門のほとんど全てが建ち並んでいる。ベッド

　数は35で、そこではどんな病気の患者でも看護を受けられる。病院は実際にはDamakに

　定住したブータンやチベットからのおよそ65000人の難民に対し､無料の医療サービスを

　行えるように、と建てられたものだった。しかしながら、地元の人々もまた、無料で、又

　は病院運営のためという名目で、わずかばかりの料金で医療サービスを受けることがで

　きる。

　　婦人科部門では、Dr.Huzdarが､帝王切開を始めとしてほとんどすべての仕事をこなし

　ている。白内障の手術やお金に余裕のある患者にはさらに水晶体の移植手術を行ってい

　る。(但し難民は対象外｡)この病院専属の外科医Dr.Muktiが虫垂炎、前立腺切除などの

　主要な手術のほとんどを行っている。

　　薬局部門は、Dr.Bhutaniが取り仕切っている。そこには、ＡＭＤＡ当局から無料で医

　薬品が供給されている。この病院はまた、患者用の救急車や、医師・スタッフ用のジー

　プを備えている。他のＮＧＯから提供された車も使われている。

　　一般外来は、１日に80～100人の患者を診ている。週に２回行われる婦人科外来には、

　週に45～75人の患者が訪れ、出産は月に5～10人。眼科も80～100人の患者が訪れる。報

　告されているように､毎月5～10人が白内障の手術を受けている。この病院は血液バンク

　のような他の施設も持っており、そこではわずかな費用で血液が患者に供給されている。

　(国際赤十字の協力のもと｡)

　　この施設における教育体制も､病院が看護婦の養成プログラムを実施しはじめてから、

　急速に進んでいる。 A M D A -Japan は、医薬品やスタッフ、給料、建物のメンテナンス

　などの支援を展開している。毎年およそ40人の看護婦が2年間のコースで養成されてい
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る。アシスタント検査技師コース（1年コース）も開校されており、毎年20人の生徒が

養成されている。

　一般病棟とは別に、この病院には殺菌消毒のための施設や、レントゲン部門などもあ

る。レントゲン部門では、据え付け型とポータブルの２つのタイプの機械がある。

この病院で最も困っていることといえば、今のところ麻酔科医がいないことである。あ

とのことはすべてうまく運営されている。実際、この施設は、多くの難民や貧困者に援

助を差しのべている。 ＡＭＤＡ -Ｎｅｐａｌ及びAMDA-Japanの行っているこの偉大な事業

は正に賞賛に値するものである。

　この訪問のあとさらに、７月５日には、Dr.LolageはDr.Yamnathと共にブータン難民

キャンプを訪れた。 ＡＭ ＤＡ -Ｎｅｐａｌの医師たちによって医療サービスを受けているキャ

ンプは全部で４つある。５日の夕方、Dr.Lolageはカトマンズに戻り、そして、７月６日に

は、ＡＭＤＡのThankotクリニックを訪れた。外来診療だけである。この施設はクリニッ

クは予防接種や母子保健を含む通常のヘルスプログラムを行っている。 Dr.KoiralaとDr.

Dulalが､週一回、それぞれ違った日に診察し、眼科を含むすべての病気を治療している。

ここでの診療は１日に70～80人である。ヘルスワーカーとその奥さんが、必要な際に備

えて24時間体制でこの病院に宿直している。

　７月７日、Dr.Lolageは、カトマンズにある国立の病院を訪れそこでの診療状況などを

視察した。全体的にみて、ＡＭＤＡ施設での診療状況は、他の大きな医療施設における

それと比べて何ら劣ることなく、むしろ、ずっと優良なものであり、またより人間的な

暖かいものであることが分かった。

　７月８日朝、Dr.Lolageは、ＡＭＤ Ａ -Ｎｅｐａｌの伸間たちとの素晴らしい思い出を胸にボ

ンベイヘ帰り着いた。

ＡＭＤＡ－インド事務局報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dr.V.S.Chauhan

　7月13日、インドボンベイ総領事館のMr.A.Nakata（経済担当）がＡＭＤＡインドの

オフィスを訪問されました。これは、ＡＭＤＡインドのDr.Chauhanの総領事館訪問の際

の招待に応じられたもので、今

年のＡＭＤＡインドの地域保健

医療プロジェクト全般のブリー

フィングを受け、その活動を評

価していただきました。他のＡ

ＭＤＡインドのメンバーにも

会って、昼食を共にされまし

た。
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■ロシア連邦サハ(ヤクート)共和国
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●

　　　　　　　　　国連ボランティア派遣事前調査報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　AMDAJapan:市立札幌病院救急医療部　早川達也

　　1996年５月、国道ボランティア計画事務局(ジュネーブ)から、ＡＭＤＡに対して現地

　の外科医師への教育・指導を行うことを目的に、Russia連邦Sakha(Yakutia)共和国への

　日本人医師の派遣依頼が寄せられた。

　　この依頼に対してＡＭＤＡ本部は、派遣医師の人選にあたるとともに、派遣に先立っ

　て、受け入れ先の現地調査を行うことを決定した。併せて、今後の同国の医療分野に

　おける支援方法についても検討することとした。

　　調査期間:1996年７月29日-8月８日

　　　　　　　　　　　　　　1.Sakha(Yakutia)共和国概要

　極東のSakha(Yakutia)共和国は、旧ソ遠の７分の１、日本の8.4倍の広大な国土を持つ。

　このうち４割は北極圏にある。人口は1995年で1､035､800人、このうち都市に居住するも

　の688､500人であり、地方に居住するものは367､300人である。尚、首都Yakutskの人口

　は223､000人である。 14才以下の人口は約30万人、出生数は年々減少しており、1992年

　は約18､000人であったが、1995年には15､730人となった。出生率は、15.2(人口千対)で

　ある。尚、Russia連邦では、9.4(1995年)である。１才未満の小児の死亡者数は、1992年

　では392人であり、1995年には314人となった。乳児死亡率は、それぞれ21.7、19.9(出

　生千対)と高値である。尚、日本の乳児死亡率は4.4(1992年)である。このうち65％が、

　新生児期に死亡している。死因は分娩時低酸素・窒息(47.1％)、呼吸不全(20.5％)、先天

　性奇形(11.4％)、分娩時外傷(6.7％)である。新生児期の集中治療設備の不備が原因とさ

　れている。医療従事者は新生児期における蘇生・集中治療手技、看護技術に習熟する必

　要がある。妊産婦死亡率も依然高値である。 1994年では、83.4(出生10万対)である。尚、

　Russia連邦では、60.2(1994年)である。これは特に地方での、屑屋期における妊産婦指

　導ないし治療が満足すべき水準にないことによる1)とされる。死亡率は、近年上昇傾向

　にあり、1990年では、6.8(人日子対)であったが､1994年には、9.7となっている。平均

　余命は1993年で、男性58.2才、女性70才、平均63.6才である。因みにRussia連邦では、

　男性58.9才、女性71.9才、平均65.1才となっている。尚、平均余命は、近年短縮傾向に

　ある1)。死亡原因は、心疾患、不慮の事故、悪性腫瘍の順で多い。

　　罹患率が最も高いのは、呼吸器系疾患であり、次いで中枢神経系、不慮の事故となっ

　ている1)｡精神障害を有するものも多く、特にアルコール中毒患者の増加と若年化は､危

　機的状況とされる。また不慮の事故に伴う要介護者の増加も問題である。結核患者の罹

　患率が高く、1994年では、55.9(人口10万対)となっており、特に農業従事者に｡ついて

　は、他の産業従事者に比して罹患率が高い1)。また小児の罹患率の上昇も指摘されてい

　る。ウイルス性肝炎の罹患率は、Russia連邦内でも高率であり、特に14才以下の小児の

　罹患率は、3-8倍に上る。また農村地帯の罹患率は、都市に比べ2-3.4倍である。多くは

　Ａ型肝炎である。これらは、飲料水の供給に問題があるためである1)｡悪性腫瘍の罹患率

　は、1994年では、170.0(人口10万対)となっている。内訳は、肺癌32.6％、胃癌22.2％、

　食道癌14.0％となっている。小児の罹患率は、依然として高い。呼吸器系疾患、感染症・

　寄生虫疾患、中枢神経系疾患の順で多い。また近年、悪性腫瘍、血液系疾患、気管支喘

　患も増加傾向にあるという。医療機関の総数は754ヵ所であり、医師は3531人(1995年)、

　34人(人口10万対)である。ただしポストの充足率は68.3％にとどまる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　2.医療機関視察

I.Yakutsk市内の医療機関視察から

　National Medical Centre（7月31日）

　Deputy Director GeneralのE.N.Makarov医師によると、ここは1992年にAustriaの支援

のもとに設立された、高度先進医療も含めた外科専門の中核医療機関であるという。外

科、脳外科、胸部外科、ICU、透析室等８部門18診療科210床を有する。医師約150名、

看護婦約200名、パラメディックその他約300名を擁する。入院患者数は年間約4､000入、

外来受診者数は約60､000人であり、約3､000例の手術が行われているという。ただし開心

術は行われていない。CT、MRI、透視室、血管撮影室を備え、ICUにも人工呼吸器が十

分に配備されていた。しかし先天性心疾患症例については、年間200-250例が手術のため

にMoscowに送られているという。重症症例に対する自力での手術施行が課題である。高

度医療を提供出来るように、との意気込みは伝わってくるが、予算の目途はたっていな

いという。

　Child Republican Hospital（8月１日）

　250床を有する小児専門の総合病院である。外科、NICU、神経内科等９部門の病棟お

よび外来部門からなる。医師130名、その他看護婦、パラメディック、あわせて約350名

を擁する。 Chief Medical Doctor のY.M.Tarasov医師によると、入院患者数は年間4､500人、

外来患者は22､000人であり、このうち5％程度が重症故にモスクワ等へ送られているとい

う。特に手術適応のある先天性心疾患の治療は当地では不可能とのことであった。また

1995年に12名見られた白血病に対しては、診断、治療とも機器、薬剤が供給されず、困

難であったという。施設は古く、手狭である。神経内科病棟では、30床の枠に対して42

名が入院している。各科内視鏡、NICUのモニタリングシステムといった診断・治療機器

の不足が問題である。

　City Hospital（8月１日）

　Chief Medical Doctor のN.N.vasihev医師によると、ここは重症患者専門の、150年の歴

史を誇る総合病院であるという。心疾患専門（循環器内科）病棟、産科病棟、感染症病棟

等900床を有し、医師200名、看護婦400名、パラメディック600名を擁する。現在80床

からなる外傷センターを建設中である。入院患者数は年間約23､000入、外来受診者数は

約51､600入である。看護婦の不足が問題となっている模様。産科病棟は、120床を有し、

年間の分娩数は3､950例である。乳児死亡率が高いのは、地域格差による搬送の問題が大

きく、さらに医療機関の設備の不備が原因であるという。循環器病棟は、120床からなり、

このうち12床はICUである。年間約700例の入院患者がある。このうち虚血性心疾患は

240例を占め、その他高血圧、不整脈、心筋炎、心筋症等となっている。近年、虚血性心

疾患の若年化が進んでいるという。また虚血性心疾患については、血管拡張剤投与が行

われているのみで、interventionは行われていない。 ICUで3-6日間治療を行った後、後方

病棟へ移り、リハビリ等を行う。ここには超音波検査器は１台あるが、ここも除細動器、

モニタリングシステムといった機器の不足が問題となっている。 12誘導の心電計が日本

から寄贈されていたが、記録用紙の補充がなく今は使われていない。感染症病棟は、120

床からなり、年間約1､800例の入院患者がある。 1993年以来ジフテリアが増加傾向にあ

り、1995年には150例認め、そのうち11例の死亡をみたという。ウイルス性肝炎は328

例認め、特に地方の少数民族の間で広がっているという。

　CentraI Republican Hospital（8月５日）

　外科、婦人科、ICU他16部門818床を有するが、現在は改築中のため、10部門415床

に縮小中である。医師158名、その他看護婦、パラメディックあわせて576名を擁し、入

院患者数は年間約7､000入、外来患者数は約50､000人である。 Deputy Chief Medical Doctor

のY.N.Popov医師によると、救急部門の充実が特徴で、国内全域からの重症患者を年間

800例程度受け入れているという。虫垂炎から腹膜炎､外傷に至るまで様々な症例が対象

となる。また要請があれば、専門医が空路出動することもある。地方で手術等を行うこ
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　とによる教育効果も期待しているようだ。しかし空路搬送の場合、経費が非常に高くつ

　き、１時間当り800万ルーブル（1､600ドル）、年間70憶ルーブル（140万ドル）を要する

　という。 ICUは12床を有し、医師18名、パラメディック21名を擁している。 1994年の

　年間の人床者数は1167人、このうち治療の甲斐なく死亡した者は196人である。内訳は

　（O内は死亡例）頭蓋内病変113例（40例）、虚血性心疾患10例（8例）、腹膜炎103例（19

　例）、急性腎不全20例（11例）、敗血症26例（10例）、糖尿病性昏睡25例（8例）、外傷性

　ショック17例（4例）、薬物中毒13例（1例）等となっている。検査機器は、８台の超音波

　検査器を有するなど比較的恵まれているが、CTはなく、他聞に漏れず、予算、機器とも

　不足しているという。

　Oncologic Clinic（8月５日）

　外科、婦人科、化学療法部門、診断部門計85床からなる腫瘍専門病院である。 55人の

　医師を擁する。他に放射線治療部門が市内に存在する。入院患者数は年間約1200人であ

　る.Chief MedicaI Doctor のG.P.Upholov医師によると、原因疾患は、男性は、胃癌、肺癌

　の順で、女性は乳癌、胃癌の順で多いという。このうち、手術適応のあるものは、外科、

　婦人科を併せて年間500例ほどである。ここでも予算の不足から来る診断･治療機器の不

　足、研究費の不足が問題であるという。

　　NarcologicaI Dipensary （8月６日）

　　Chief MedicaI DoctorのP.A.Katishevskaya医師によると、アルコール中毒患者、麻薬中

　毒患者はこの国でも重大な社会問題となっているという。またアルコール中毒患者によ

　る犯罪も増加傾向にある1）。特に近年は政治的、社会的情勢の変化から患者数は増加傾

　向にあり、また若年化が問題となっている。尚、この地域にはケシが自生しており、麻

　薬類の人手は容易とのことであった。ここは3部門150床を有し、年間の入院患者数は約

　2､800人である。治療は薬物治療、ソーシャルワーカーによる生活指導等が行われている

　が、やはり予算の関係で治療水準の維持が困難という。

　　PsychoneurologicaI Dispensary （8戸６日）

　　Chief Medical Doctor のV.I.Nazafov医師によると、ここは国内で最大規模の精神病院で

　あるという。 580床を有し、27名の医師を擁する。尚、国内全域でも病床数は830床しか

　なく、専門医の数は56名のみという。入院患者数は年間約2､500人、外来受診者数は約

　4､000人である。精神分裂病が50％程度を占め、そううつ病がそれに次ぐという。

　H.Namski村近隣医療機関の視察から

　　Namski Central Regional Hospital（8月２日）

　　Chief Medical Doctorのvasiliy v.Makarov 医師によると、この地域は典型的な農村地帯

　であるが、厳しい気象条件の中で農業生産高も伸びず、都市部と比べて生活水準は非常

　に低いという。この地域の人口は22､000人、このうち14才以下の人口は6､000人である。

　この地域には１ヵ所の中核病院（Central Regional Hp.）と10ヵ所の診療所、10ヵ所の医師

　が常駐していないヘルス・ポストが存在し、全病床数は310床である。地域全体では、80

　名の医師が従事しており、専門医は小児科医10名、産婦人科医４名、外科医３名、耳鼻

　科医2名、眼科医2名、麻酔科医2名、歯科医５名等となっている。 CentralRegional Hospital

　は65名の医師を擁し、病床数は145床である。内訳は内科45床、小児科30床、産婦人

　科42床等となっている。入院患者数は年間約6200人、外来受診者数は年間約55､000人で

　ある。

　　臨床的な問題点としては感染症が挙げられる。肺結核は、1995年には87例みられ、こ

　のうち２例が死亡したが、診断、治療とも機器の不備により、思うにまかせないという。

　またここでもジフテリア、ウイルス性肝炎が最近目立ってきているという。肝炎につい

　てはほとんどがＡ型である。 1995年には、95例みられ、このうち50例が小児であったと

　いう。ただ肝炎については、自然の周期による増加とされ、問題視されていない。重症

　患者は、陸路または空路Yakutskへ搬送されている。比較的Yakutskに近いため、冬期で

　も円滑に搬送されているという。空路で搬送する場合の経費は、共和国政府の負担であ

　る。外来棟は、築後100年は経っていると思われる古い木造平屋建ての建物である。機器
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の老朽化も著しく、30年は経っているであろうと思われるものが多い。しかし、一方で、

30年前にこうした地方の一医療機関に様々な機器が揃っていたということは、当時のソ

道がやはり大国であったという証しではないだろうか。夏期は患者数は減るのが普通で

あり、小児科外来の受診者数は、１日2-30人である。冬期は１日100人ぐらいにはなると

いう。内科外来の内視鏡の使用頻度は１日10例以下であろう。

　Modut Local Hospital（8月３日）

　前日はNamskiに一泊し、Namskiから車で20分ほど走ったところにあるModutの診療

所を訪ねた。 E.Nickolaevna女史によると、ここの人口は913人。 10人以上子供のいる家

族が5世帯､４人以上子供のいる家族が22世帯あるという。 1995年の出生数は32人であっ

た。ここの診療所は、E.Afanasievnaによると、医師１名、パラメディック１名、看護婦６

名ほか計21名で構成されているという。入院患者数は1995年１年間で215名、外来受診

者数は3､990名である。老Afanasievna院長は内科医であるが、もちろん産科医の役目も

こなすことになる。検査は末梢血と尿検査のみ施行可能である。ここでは、飲料水の問

題からくる消化器系の感染が問題であった。全受診者数の22-24％を占めるが、これは水

道が完備されておらず､冬期は氷を解かして飲料水を確保していることによるらしい｡重

症患者は、電話でNamskiのCentral RegionalHp. へ連絡し、救急車を要請する体制をとっ

ている。 1995年１年間では、20名つまり入院患者のうち10％近くが搬送されたという。

自前の救急車を配備するのが､当面の課題である。また1年に何回かは専門医による検診

を実施しているとの事であった。診療所の中は整頓されており、スタッフの動きもきび

きびしていて気持ちがよい。老女医の心意気に頭が下がる思いであった。

　　　　　　　　　　　　　3.評価及び今後についての提案

まず現地の医療システムの問題点として、1）保険医療体制の不備、2）地域格差の存在が

挙げられる。

　現在、現地の医療費は無料であるが、これでは医療関係、特に高度先進医療を推進し

ようとした場合の予算の逼迫は明らかである。ある程度の受益者負担による保険医療シ

ステムの確立が必要であるが、当然これには行政、医療従事者、受益者の意識改革が必

要である。また、広大な国土とまばらな人口分布から地域格差の解消は、大きな課題で

ある。そして医療機関の偏在と搬送の問題を考えると、PrimafyHealthCareの確立と、地

方（北方）における拠点医療機関の整備及び地方（北方）への人材の配分が必要である。

また、実際の医療従事者は、どこに行っても、ともすればすべてを予算と機器不足の責

任にしようとする姿勢がうかがわれた。確かにこれらはシステムの問題として存在する

が､医療従事者として真近な問題意識を持つことが求められているのではなかろうか｡つ

まり、医療従事者の側から、問題点を洗い出し、改善すべき点を挙げて、彼ら自身によ

る解決プログラムの作成する姿勢が必要である。そして我々ＡＭＤＡや国連に対して具体

的に何を求めるのかを明らかにする姿勢が望まれる。この点について、Namskiの医師た

ちの姿勢は、大いに期待できるものではなかろうか。ただ、最近までソ連政府のもとで、

医療に従事してきた者にとっては、大きな発想の転換を迫られることになろう。

　一方、高度先進医療の需要も存在する。実際、現地から医療専門家（専門医）の派遣要

求がなされ、国連ボランティア計画としても、これを推進する方向で対応している。現

地からの要求は、周産期医療の充実である。具体的には、現在建設中のNational Matemity

Centreへの産婦人科医及び新生児集中治療も含めた小児科医の派遣である。これに応える

には、充分な協議と信頼関係の構築が不可欠である。

　一方、こうした支援については具体的な技術的な問題のほかに、派選者の日常生活の

保証と、コミュニケーションの保証が必要である。特に言語の壁は厚く、YaKutskであっ

ても医師たちの間にはほとんど英語を解する者はいない。もちろん現地は通訳を用意す

る旨回答しているが､医学用語の通訳は非常な困難を伴う。これらの評価が必要である。

幸い、現時点で既に経験豊かな外科医の派遣準備がなされている。
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ＡＭＤＡ国際医療情報センター使

○在日外国じÅへ外国語の通じる医療機関紹介、福祉制度案内を電話で行っています。

センター栗浪　〒１ ６０　東京都新宿区歌舞伎町郵便局留

　　　　　　TEL相談03-5285-8088事務03-5285-8086

　　　　　　FAX　03-5285-8087

対応時間／言語 　英語　中国語　スペイン語　韓国語　タイ語

　（月）～（金）９：００～１７：００

ポルトガル語（月）（水）９：００～１７：００

ピリピノ語　　（水）９：００～１４：０

ペルシャ語　　（火）９：００～１７：００
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センター房西　〒５５６　大阪府浪速区浪速郵便局留

　　　　　　　　TEL　06-636-2333　　FAX　06-636-2340

対応言語／言語　：　　　英語　スペイン語（月）～（金）９：００～１７：００

　　　　　　　　　　　　　　中国語（水）１０：００～１３：００

　　　　　　　　　　　　　　ポルトガル語　（金）１１：００～１７：００

　　　　　　　　　　　　　　ネパール語　ヒンディー語　不定期

ヱニふは

「今までどうしてお医者さんに行かなかったのだろう。又、行けなかっ

たのだろう？」

　ある電話がきっかけで私は最近強くこう思った。その相談は超過滞在

の方からで妊娠後期に入ってからの出産先についての相談だった。自分

の計算でいくともう来月が出産予定日だというが時間的、経済的な余裕

がなく、今の今まで医師にかかった事がない、出産費用もない、どこか

出産できる所を紹介して欲しいという相談だ。他の相談と同じように、

日本の福祉制度の説明や受け入れてくれる医療機関の紹介をしようと努

めるが他の相談と違って緊急性が高い為とても難しい。

　申請できる制度として「入院助産」かおるが、まずは最寄りの福祉事

務所に行き申請をし、指定された医療機関で出産をしないと出産費用は

公費負担されない。もうすでに妊娠後期で大きなお腹をかかえて相談に

出かけるのは大麦だと思うが、申請が通れば分娩費、入院費などが公費



『

１
’

１

　　｜

　　｜

　　｜

　　｜

　　｜

ｆｌｌ

　　ｉ

　　ｌ

負担される。しかし、この制度も実際に超過滞在の方からの申請がどれ

程受理されているのか疑問が残る。直接病院にと思っても、病院側も妊

娠後期だと病院のベッドの空きがないなどの物理的な都合と外国人の方

とはうまくコミュニケーションが出来ない、又、医療費に対しても不安

が残るという様な理由で断られる事が多く、紹介できる病院は限られて

しまう。

　何故、妊娠初期に「妊娠したら、流産又は、人工中絶しない限り、出

産が待っている」という事実を認識し、早いうちに自分なりに（本当は

自分達なりにだと思うが）計画を考えなかったのであろう。又、超過滞

在の方の場合、妊娠という事実がきっかけとなり否応なしに表面化する

様々な問題がある。例えば、未婚であれば婚姻問題、生まれてくる子供

のビザ、国籍問題、養育問題、それに伴う父親が日本人である場合日本

国籍取得にあたっての認知問題、子供の将来等様々な問題が自分の「オ

ーバーステイ」という身分にふりかかってくるのである。センターでは、

こういった問題にも早く対処するように相読者に助言している。

　もしかしたら相談者はただ単に診てもらえる医療機関を紹介してもら

おうとしただけなのかもしれない。しかし、実は様々な複雑な問題がこ

れから待ち受けているのだと気づくきっかけをセンターは同時に提供し

ているともいえる。厳しい現実に直面するというのは残酷な事だが生ま

れてくる子供の為にもやれる事、やるべき事をしておくのは大事だ。又、

問題提起の「きっかけ」というのは大事だと思う。私自身このセンター

で相談に関わることがなかったら前に述べたような疑問にもぶつからな

かったであろうし、現にこの相談がきっかけでこの文章を書いている。

これからも良い結果が得られるような「きっかけ」を相談者に提供して

いければと思うと同時に、こうした相談が今後減る事を願わずにいられ

ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（センター来京　　　cs）

こ

………_
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し
て
の
業
務
の
か
た
わ
ら
、
イ

開
業
し
ま
し
た
。
現
在
、
英
語
、

入
都
民
の
た
め
に
医
療
相
談
事

事
業
【
一
】
か
国
語
対
応
診

ン
タ
ー
関
西
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ

て
い
る
会
社
、
行
政
の
外
国
人

の
Ｉ
Ｉ
ガ
友
ヌ
．
″
｀
カ
も
し
か
ま
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せ
ん
。

　
小
児
の
相
談
で
は
、
予
防
接

種
、
育
児
な
ど
の
相
談
が
多
い

傾
向
で
す
。
な
か
で
も
特
に
目

立
つ
の
は
予
防
接
種
に
関
す
る

相
談
で
、
ど
こ
で
受
け
ら
れ
る

の
か
、
自
国
で
受
け
て
き
た
予

防
接
牲
と
の
調
整
を
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
、
予
防
接
種
の
問

診
用
紙
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い
、

費
用
は
い
く
ら
か
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種

関
連
の
相
談
は
、
学
問
的
内
容

に
答
え
る
に
は
専
門
家
の
知
恵

が
必
要
な
こ
と
、
予
防
接
種
に

関
す
る
制
度
が
地
方
自
治
体
に

よ
り
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

制
度
に
関
し
て
答
え
る
に
は
地

方
自
治
体
担
当
窓
口
に
問
い
合

わ
せ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
相
談
は
、
地
域
住

民
と
し
て
居
住
し
て
い
る
日
本

語
の
読
み
書
き
の
で
き
な
い
外

国
人
へ
の
対
応
、
す
な
わ
ち
地

域
の
国
際
化
が
相
変
わ
ら
ず
進

ん
で
い
な
い
実
態
を
示
し
て
い

る
と
と
も
に
、
外
国
人
の
定
住

傾
向
が
強
ま
る
な
か
で
ま
す
ま

す
増
加
し
て
い
く
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
費
用
に
関
す
る
質
問
に
的
確

に
答
え
る
に
は
、
母
子
保
健
関

連
の
医
療
・
福
祉
制
度
と
外
国

人
へ
の
適
用
条
件
に
つ
い
て
知

っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
予
防
接
種
は
、
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
人
な
ら
日
本

人
と
同
様
の
条
件
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
外
国
人

登
録
は
日
本
に
三
か
月
以
上
滞

在
す
る
資
格
の
あ
る
人
に
は
義

●
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
児

童
福
祉
法
第
二
二
条
（
出
産
に

対
す
る
助
成
制
度
）
は
在
留
資

格
の
な
い
外
国
人
（
不
法
滞
在

者
）
に
も
適
用
さ
れ
る
な
ど
。

正
常
分
娩
は
自
費
診
療
と
な

り
、
す
な
わ
ち
医
療
機
関
に
よ

り
費
用
が
異
な
る
こ
と
も
知
っ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険

の
掛
け
金
が
高
い
の
で
、
民
間

会
社
の
保
険
に
入
っ
て
い
る
と

い
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
民
間
会
社
の
保
険
で
は
分

娩
は
カ
バ
ー
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
と
、
出
産
後
、

三
〇
万
円
近
く
の
金
額
が
個
人

に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
も
、

け
っ
こ
う
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
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東京の訓練会場の様子を見る沢田医師

吉こ変

ＮＧＯのホームページ　ＡＭＤＡの場合

団体の提供するホームページの内容はさまざまで

す。参考例として、海外の災害医療の分野で活動

中のＮＧＯ団体、ＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議

会）のホームベージの概要を紹介します。

●ＡＭ［⊃Ａインターネットステーション

　http://www.amda.oｒ.jp/

公開情報
-
・活動目的

・活動内容（被災地の状況、救援活動、プロジェク

　ト内容などを映像と文で紹介）

　例）中国雲南省大地震緊急救援プロジェクト速報

・各種国際会議関連資料

・熱帯医学情報など

●

トで画像送信床厠琢］ツネ
Ｉ

　
岡
山
市
楢
津
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）

で
は
、
東
京
都
足
立
区
の
荒
川

河
川
敷
で
行
わ
れ
た
東
京
都
と

同
区
の
合
同
防
災
訓
練
に
約
百

六
十
人
が
参
加
、
広
島
空
港
と

岡
山
空
港
か
ら
医
師
、
看
護
婦

ら
八
入
を
会
場
へ
輸
送
し
た
。

　
本
部
で
は
、
阪
神
大
震
災
の

際
に
も
活
躍
し
た
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
ク
ラ
ブ
「
瀬
戸
内
Ｄ
Ｘ
ク

ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
か
訓
練
会

場
と
交
信
。
被
災
地
の
様
子
を

直
接
本
部
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
と
、
東
京
会
場
に
臨
時
の
総

合
デ
ジ
タ
ル
通
信
網
（
Ｉ
Ｓ
Ｄ

Ｘ
－
）
を
引
き
、
会
場
の
写
真
や

動
画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

乗
せ
る
試
み
も
初
め
て
行
っ

一

Ｅメール専用のポストボックスを設置

例）アメリカからの原因不明の疾病についての問

　い合わせに対し、長崎大学の医師かインター

　ネット上で診断、病名が解明した。

た
。
会
場
側
で
機
器
の
設
営
に

二
時
間
か
か
る
な
ど
、
予
想
外

の
事
態
も
あ
っ
た
が
、
写
真
六

枚
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
載
せ
た
。
狽
じ
た
沢
田

寛
医
師
（
三
五
）
昧
将
来
的
に
は
、

海
外
の
被
災
地
か
ら
画
像
が
送

れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
］
と

話
し
て
い
た
。

「地域防災民間緊急医療ネットワーク」を発足

・ＡＭＤＡ日本医師会と全日本病院協会とが共同で、

　国内に「地域防災民間緊急医療ネットワーク」を

　発足。災害時には、ネットを使い、民間の加盟病

　院のなかから活動拠点を決定、必要な医薬品や救

　援物資の要請も行う予定だ。
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AMDA国際医療情報センター所長

　小林米幸

韓
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
語
で
の
通
訳
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。

　
開
業
し
て
み
る
と
、
外
国
人

の
方
か
ら
数
多
く
の
医
療
相
談

向
け
相
談
窓
口
、
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

か
ら
の
相
談
な
ど
も
目
立
っ
て

S
S
I
l
i
i
　
％
‐
1
”
1
’
l
’
s
　
’
4
’
1
　
　
‐
Ｉ
　
ヽ
―
・
・
　
’
゛
’
‘
：

ボ
ジ
ア
語
で
の
通
訳
サ
ー
ビ
ス
　
　
行
う
よ
り
も
民
間
団
体
に
委
託
　
㈲
東
京
都
委
託
事
業
　
　
　
　
　
　
月
～
金
九
時
～
一
七
時
　
増
え
て
い
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
し
た
ほ
う
が
効
果
が
上
｀
が
る
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
中
国
語

開
業
し
て
み
る
と
、
外
国
人
　
　
で
は
な
い
か
と
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
　
　
　
　
　
電
話
医
療
・
医
　
　
　
月
、
火
　
一
〇
時
～
一
三
　
　
　
　
　
　
母
子
保

健
に
関

の
方
か
ら
数
多
く
の
医
療
相
談
　
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
に
接
触
　
　
　
　
事
相
談
業
務
へ
　
　
　
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
謳
　
　
　
　
　
　
８
　
す
る
相
談
件
数

ｆ
｛
之
乗
｝

い

エ
七
乗
ふ

ぁ
ま
り
に
相
談
電
話
が
多
く
て
、
　
も
及
ぶ
話
し
合
い
の
結
果
、
ポ

診
療
に
支
障
が
出
る
ほ
ど
で
し
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
医
療
・
医
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
　
　
　
　
相
談
へ
の
対
応
　
　
　
設
立
以
来
ヽ
一
万
件
を
超
え

た
・
そ
の
相
談
の
内
容
や
マ
ス
　
　
事
相
談
と
は
別
に
、
外
国
人
都
　
　
ン
タ
ー
東
京
‥
事
務
局
六
名
、
　

万
　

る
相
談
件
数
の
約
二
（
‥
一
％
が
母

コ
ミ
で
報
道
さ
れ
る
外
国
人
に
　
民
に
対
す
る
医
療
情
報
の
提
供
　
通
訳
約
七
〇
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
保
健
関
連
で
し
た
。
国
籍
別

関
す
る
医
療
問
題
の
多
く
は
、
　
事
業
や
救
急
通
訳
事
業
を
東
京
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
　
　
・
言
葉
の
通
じ
る
病
院
を
紹
介
　
　
に
み
て
も
こ
の
傾
向
は
共
通
し

ド
ー
１
１
に
、
。
’
．
ｉ
ｌ
ｌ
・
ｌ
ｉ
　
限
μ
ら
り
‘
Ｒ
陀
夥
裳
と
し
て
請
　
　
ン
タ
ー
関
西
一
事
務
局
二
名
、
　
　
し
て
ほ
し
い
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ

外
国
人
が
日
本
の
医
療
・
福
祉

制
度
に
関
す
る
情
報
か
ら
疎
外

さ
れ
て
い
る
た
め
に
起
こ
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
も

し
、
外
国
人
に
日
本
の
医
療
情

報
を
提
供
す
る
機
関
が
あ
っ
た

な
ら
ば
、
多
く
は
問
題
化
す
る

こ
と
な
く
避
け
る
こ
と
が
で
き

た
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
。
そ

こ
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
に

こ
の
よ
う
な
機
関
の
設
立
を
提

案
し
、
設
立
資
金
六
〇
〇
万
円

を
集
め
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療

情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
ま
し

た
。

都
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
請

け
負
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に

伴
い
、
平
成
五
年
三
月
に
新
宿

区
の
ピ
ル
の
中
に
移
転
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
平
成
五
年
一
二
月
に

は
関
西
新
空
港
開
港
に
伴
い
、

外
国
人
の
急
増
が
予
測
さ
れ
た

関
西
地
区
に
対
応
す
る
た
め
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
関
西
を
大
阪
市
に
オ
ー
プ

ン
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
昨
年
度
の
相
談
件
数

は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報

通
訳
約
一
五
名

　
な
お
通
訳
と
し
て
業
務
に
あ

た
る
外
国
人
の
方
に
は
、
一
定

以
上
の
日
本
語
の
読
み
書
き
の

能
力
を
要
求
し
、
さ
ら
に
実
際

の
相
談
業
務
に
携
わ
る
前
に
、

専
門
家
に
よ
る
日
本
の
医
療
制

度
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
事
項

に
関
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
　
　
絡
先
お
よ
び

告
示

　
　
応
時
局

　
関
東
、
関
西
を
中
心
に
そ
れ

ぞ
れ
一
五
〇
件
ず
つ
、
計
三
〇

〇
件
近
く
の
外
国
語
で
対
応
で

き
る
協
力
医
療
機
関
の
リ
ス
ト

が
あ
り
、
こ
の
中
か
ら
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。

・
日
本
の
医
療
・
福
祉
制
度
に

　
関
す
る
相
談

　
制
度
に
詳
し
い
事
務
局
員
が

通
訳
を
介
し
て
お
答
え
し
ま
す
。

さ
ら
に
詳
し
い
情
報
が
必
要
な

場
合
に
は
、
時
間
を
い
た
だ
い

て
調
査
を
し
て
か
ら
お
答
え
し

て
い
ま
す
。

・
病
院
に
行
っ
た
の
だ
が
言
葉

　
が
通
じ
な
い

業
を
開
始
す
る
計
画
を
も
っ
て

い
ま
し
た
が
、
東
京
都
自
身
が

行
う
よ
り
も
民
間
団
体
に
委
託

し
た
ほ
う
が
効
果
が
上
｀
が
る
の

で
は
な
い
か
と
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国

訳
数
名
で
、
電
話
で
の
無
料
医

療
・
医
事
相
談
を
開
始
し
ま
し

た
。
英
語
以
外
の
言
語
は
不
定

期
で
頼
り
な
い
態
勢
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
初
の
一

年
間
の
相
談
件
数
は
Ｉ
、
一
〇

四
件
に
も
達
し
ま
し
た
。

　
二
年
目
に
な
っ
て
東
京
都
衛

生
局
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
都
も
、
増
え
続
け
る
外
国

人
都
民
の
た
め
に
医
療
相
談
事

ン
タ
ー
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ

ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
日
本
支

部
が
在
日
外
国
人
の
医
療
問
題

に
取
り
組
む
と
い
う
国
内
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
に
、

平
成
三
年
四
月
に
東
京
世
田
谷

の
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の

一
室
に
オ
ー
プ
ン
し
た
組
織
で

す
。
セ
ン
タ
ー
設
立
を
企
画
提

案
し
た
の
は
私
自
身
で
す
。

　
一
〇
年
前
、
私
は
勤
務
医
と

し
て
の
業
務
の
か
た
わ
ら
、
イ

い
人
が
日
本
で
治
療
を
受
け
る

こ
と
は
、
ほ
ん
と
う
に
た
い
へ

ん
な
こ
と
で
す
。
当
時
、
日
本

に
住
む
外
国
人
が
急
増
し
、
外

国
人
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
医

療
問
題
が
新
聞
、
テ
レ
ピ
な
ど

で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
つ
つ

あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
後
、

地
域
住
民
と
し
て
日
本
人
同
様

外
国
人
も
受
け
入
れ
る
通
訳
付

き
の
小
林
国
際
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

開
業
し
ま
し
た
。
現
在
、
英
語
、

　
　
　
　
　
●
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
　
　
本
来
の
相
談
業
務
に
支
障
の

　
　
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
　
　
　
ン
タ
ー
東
京
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
　
な
い
範
囲
で
電
話
で
通
訳
を
い

　
　
療
情
報
セ
ン
　
　
　
３
－
５
２
８
５
－
８
０
８
８
　
た
し
ま
す
。

呆
　
　

・
英
語
、
中
国
語
、
ス
ペ
イ
ン

　
　
　
　
　
四

土

山
外
国
語
に
よ
る
医
療
情
報
の
　
　
　
月
～
金
九
時
～
一
七
時

提
供
（
電
話
無
料
医
療
・
医
　
　
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
　
　
　
　
　
　
当
初
、
外
国
人
か
ら
の
相
談

ｌ
［
目
灸
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
、
水
　
九
時
～
一
七
時
　
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
で
す

　
　
　
　
”
１
１
９
；
ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
　
　
　
　
。
。
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
東
京
三
、
一
八
五
件
、

　
　
　
　
　
ン
ド
シ
ナ
難
民
と
し
て
日
本
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
関
西
一
、
こ
一
七
件
、
計
四
、

士
　

来
た
人
ぴ
と
の
健
康
管
理
を
ボ
　

士
　
　

三
こ
一
件
で
す
。

　
　
　
　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
っ
て
い

ニ

作

／
″
に
よ
、
１
４
ｊ
ｘ
Ｆ
ジ
　
　
Ｊ
ｋ
μ
日
＆
・
で
治
療
を
受
け
る
　
員
二
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
通
　
　
３
　
医
療
情
報
セ
ン

　
事
相
談
）

咄
外
国
人
患
者
受
け
入
れ
に
関

　
す
る
日
本
の
医
療
従
事
者
を

　
対
象
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

　
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

即
外
国
人
医
療
に
関
す
る
出
版

　
事
業
（
一
一
か
国
語
対
応
診

　
察
補
助
表
、
九
か
国
語
対
応

　
服
薬
指
導
本
な
ど
）

㈲
東
京
都
委
託
事
業

６
－
６
３
６
－
２
３
３
６
ｊ

英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語

　
月
～
金
九
時
～
一
七
時

　
　
月
、
水
　
九
時
～
一
七
時

・
ペ
ル
シ
ヤ
語

　
　
　
　
火
　
九
時
～
一
七
時

・
フ
ィ
リ
ピ
ノ
語

　
　
　
　
水
　
九
時
～
一
七
時

●
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ

　
ン
タ
ー
関
西
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ

が
、
こ
の
二
～
三
年
は
外
国
人

が
通
院
ま
た
は
入
院
し
て
い
る

医
療
機
関
の
医
師
、
看
護
婦
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
、
保

健
所
の
方
、
外
国
人
を
雇
用
し

て
い
る
会
社
、
行
政
の
外
国
人

人
か
ら
の
相
談
の
ニ
ニ
％
、
同

じ
く
イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
の
二
三

％
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
か
ら
の
二
二

％
、
ペ
ル
ー
人
か
ら
の
二
五
％
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
か
ら
の
二
八
％
、

韓
国
人
か
ら
の
二
Ｉ
％
、
タ
イ

人
か
ら
の
Ｉ
ハ
％
が
母
子
保
健

関
連
の
相
談
で
し
た
。
例
外
は

イ
ラ
ン
人
で
、
七
％
を
占
め
る

に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

は
、
日
本
に
現
在
居
住
し
て
い

る
イ
ラ
ン
人
の
多
く
が
出
稼
ぎ

目
的
の
男
性
で
あ
る
こ
と
に
起

因
し
て
い
＆
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
相
談
内
容
を
、
妊
娠
・
出
産

に
関
す
る
も
の
と
小
児
に
関
す

る
も
の
に
分
け
て
み
ま
し
た
。

前
者
で
は
費
用
に
関
す
る
も
の
、

出
産
方
法
に
関
す
る
も
の
、
中

絶
に
関
す
る
も
の
、
産
前
母
親

教
室
に
関
す
る
も
の
な
ど
が
目

立
ち
ま
す
。
出
産
方
法
や
産
前

母
親
教
室
に
関
す
る
相
談
は
、

特
に
欧
米
系
外
国
人
に
多
い
傾

向
で
す
。

　
中
絶
に
関
す
る
相
談
は
、
中

国
人
に
多
い
印
象
を
受
け
ま
す
。

本
国
に
お
け
る
Ｉ
人
っ
子
政
策

の
影
響
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
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図

栃

回二匹

木

犬言言

便

朧言⑤

り

言ﾂﾞ 一岩井くにー

一海外出張右往左往－

　みなさん､お元気ですか？８月３１日から９月１日の総合防災訓練に参加された方､ご

くろうさまでした。私は訓練の中で、仙台空港からのボランティア人員輸送訓練に参加

したため、ほとんど空の上で過ごし、おまけに、めったに見られないというブロッケン

現象と、母校自治医大キャンパスを見るという幸運にも恵まれてしまいました。配属し

て下さったＡＭＤＡ事務所のみなさんにはもう感謝するばかりです。

　さて、私が今この原稿を書いているのは、住み慣れた（最近ホントに住んでいるのが

哀しい‥）自治医大記念棟７階の教室ではなく、インドネシアのジャカルタ市です。と

いいますのは「経済協力評価」の調査のお声がかかり、「行きます、行きます！！」と飛

び出して来ちゃったからなのです。

　この話が舞い込んだのは、７月末、夏休みに入ってほっと一息という頃だったのです

が、９月に２週間出張するために、私の夏休みはすべて繰り上がった仕事に費やされた

うえ、「海外出張許可申請」やら「旅行保険」やら種々の手続きに忙殺され、残りの日々

は「事前ヒヤリング」で東京がよいという、我ながらよく生きていたと思うようなハー

ドな毎日でありました。

　もう「寝て」「仕事して」「食べて」「仕事をちょっとして」「寝て」‥気がついたら朝、

なんて日が何日あったことか‥｡。このオフィスでは､誰かが円形の医局のソファーに寝

込んでしまうことが多く、朝起きると、反対側に男性が寝ているという状況がしばしば

生じ（相手の顔ぶれは毎日変わる）、「もうー！誰とでも寝ちゃだめじゃないですか！！

一゛’

？●

（何のこと？）」と言われるしまつ‥。でも、おかげで、すべり込みで仕事が終わり、真　　７●

夜中に成田空港のホテルに倒れ込み、ちゃっかり飛行機（なんと、自分の全では乗った

ことのない「executive class!」）で、睡眠不足をとりかえし、無事にジャカルタに着いた

のでした。

　あ～！思い起こせば､思い出したくもない仕事､仕事の１ヵ月。でも、「誰と寝ようが」

毎日朝まで快適な睡眠だったのは不幸中の幸いというものです。

これも「世界一安全な国」日本だからこそなのでしょうか‥。それとも？？
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累
萌
に
は
求
め
り
れ
る
し
、
初
期

に
や
る
べ
き
こ
と
は
火
災
畝
圧
、
救

出
搬
送
、
災
Ｗ
医
療
、
交
通
遮
断
の

四
つ
で
あ
り
、
こ
の
四
者
の
申
で
も

優
先
順
位
が
あ
る
。

　
災
害
発
生
後
の
初
期
四
十
八
時
間

は
、
官
も
民
も
な
く
、
現
場
剽
一
を

最
優
先
さ
せ
、
杜
ハ
齢
が
か
り
で
人

命
救
助
に
当
な
る
ぺ
き
で
あ
り
、
通

常
社
会
体
制
は
怜
止
し
、
異
常
体
制

に
移
行
す
る
と
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
通
常
と
ほ
異
な
る

t
i
i
l
l
i
’

4
f

a
9
4
4
S

徴
は
、
第
一
に
十
万
棟
に
も
瑞
す
る

家
屋
例
壊
乱
ｌ
徊
壊
に
よ
る
多
く

の
圧
死
、
第
二
に
三
百
件
に
上
る
火

災
の
発
生
、
第
三
に
高
速
退
路
、
新

幹
線
、
地
下
鉄
な
ど
の
土
木
・
一
盈

物
の
崩
壊
、
第
四
に
被
災
者
の
救
出

や
消
火
活
動
に
お
け
る
政
府
・
地
力

自
治
体
の
初
勣
体
制
と
茎
柵
報
収

集
の
大
幅
な
遅
れ
に
よ
る
被
害
の
増

幅
－
な
ど
β
葱
ｇ
れ
る
。

　
と
く
に
、
初
勤
体
制
の
遅
れ
は
、

防
災
対
策
の
ソ
フ
ト
面
か
り
み
な
大

き
な
特
徴
で
あ
り
、
我
々
に
防
災
対

詞
易
・
ｉ
１
Ｅ
Ｇ
荊
雲
Ｑ

手

ス
奏

所

一

期

主
任
研
究
員
小
林

企
業
に
お
け
る
地
震

対
策
の
決
め
手

地
霖
対
策
は
、
い
ま
や
経
営
の
Ｉ

部
と
し
て
認
識
さ
れ
つ
っ
あ
る
が
、

―
唇
環
認
の
受
信
シ
ス
テ
ム
②
危

機
□
理
の
シ
ス
テ
ム
企
画
―
の
二
つ

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
中
心
に
話
を
し
た

箆

位
の
端
異
国
で
あ
り
、
地
゛
に
よ
る

犠
牲
者
数
ｙ
発
生
県
霖
は
先
進
国
で

は
ワ
ー
ス
ト
・
ワ
ン
で
あ
る
。
阪
神
・

淡
路
大
Ｓ
災
は
、
未
齢
有
（
み
ぞ
う
）

の
大
災
岑
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

日
本
は
中
国
に
次
い
で
世
界
第
．
一
の
大
震
災
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
笛

異
香
時
に
お
け
る
輸
送
力
の
機
縁
と
安
兪

幹
線
輸
送
と
集
配
を
支
援

奏

ｌ

の
糎

　
運
輸
省
の
防
災
業
務
は
、
本
省
各

恥
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
ご
と
に
防
災

対
策
を
刄
施
し
、
技
術
安
全
抑
が
収

り
ま
と
め
役
と
し
て
騨
整
の
窓
口
業

蔡
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
他
力
支
分

節
局
の
取
り
ま
と
め
は
運
輸
局
企
‐
画

-一一
｜

運
輸
省
運
輸
政
策
局
技
術
安
全
霖

　
安
全
防
災
対
策
官
村
山
　
伊
知
郎
氏

部
が
担
当
し
て
進
め
て
い
る
。

　
現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る
防
災
業

務
紙
支
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
復

旧
②
緊
急
輸
送
、
代
桝
輸
送
③
被
災

者
の
支
援
－
な
ど
で
あ
る
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
鉄
退
、
港
湾
、

空
港
の
二
分
野
に
お
い
て
、
耐
霖
補

強
と
寿
湾
で
の
防
災
拠
点
整
備
を
行

っ
て
い
る
。

　
②
に
関
し
て
は
、
睦
・
海
・
空
の

各
分
野
の
運
送
菜
者
と
協
力
（
依
頼
、

闘
の
体
制
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
関

係
各
機
関
の
位
置
付
け
は
「
防
災
基

本
計
画
」
（
災
害
対
策
基
本
法
）
に

帑
づ
き
、
地
力
自
治
体
は
応
急
対
策

の
一
次
的
実
施
機
関
、
国
は
自
治
体

能
力
を
齢
え
る
場
合
に
応
急
対
策
を

支
援
す
る
。

　
ま
た
惹
策
業
者
は
自
治
体
、
国

な
り
の
輸
送
依
嘱
（
あ
る
い
は
命
令
）

岑
受
け
て
活
動
す
る
。
こ
こ
で
は
地

方
自
治
体
と
逓
送
巣
業
者
と
の
密
接

な
連
携
を
帚
保
す
る
こ
と
が
重
．
ｅ
で

あ
り
、
こ
の
た
め
、
運
球
事
業
者
を

災
対
法
の
指
定
地
力
公
共
機
関
に
指

定
し
、
防
災
行
政
無
線
端
末
を
導
入

す
る
な
ど
の
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　
緊
急
翰
返
実
施
期
間
の
役
割
分
担

は
、
輸
送
要
農
の
発
出
は
地
力
自
治

体
、
実
際
の
輸
送
は
国
、
地
力
自
治

体
’
S
S
l
l
a
S
l
j
’

l
e

一
蜃
は
国
（
政
府
対
策
本
部
、
運
輸

省
）
が
担
当
す
る
。
ま
た
、
退
路
の

復
旧
は
遠
路
管
理
者
、
退
路
規
制
は

I
S
’

l
i
S
I
S
S
S
S
r

空
港
の
復
旧
は
習
等
即
者
、
鉄
遊

の
煤
ｕ
は
鉄
遡
管
理
者
が
そ
れ
ぞ
れ

計
画
の
習
熟
、
訓
練
を
充
実

命
令
）
し
て
緊
急
輸
送
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
海
上
保

安
庁
の
船
舶
、
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
な
ど
も
動
員
し
て
被
災
し

た
交
通
機
関
の
代
将
輸
送
の

調
整
を
行
う
。

　
③
で
は
、
運
輸
省
所
轄
の

上
地
を
仮
設
住
宅
用
と
し
て

拠
供
す
る
ほ
か
、
ホ
テ
ル
、

旅
館
、
フ
ェ
リ
ー
な
ど
に
よ

る
被
災
者
や
救
援
者
の
収
容

に
つ
い
て
一
幣
業
務
を
行

う
。

し
、
激
裂
地
を
い
ち
早
く
特
定
し
て

支
援
部
隊
を
派
遣
す
る
体
制
を
整
備

対
処
す
る
布
陣
を
と
っ
て
い
る
。

　
輸
送
ル
ー
ト
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
各
地
力
公
共
団
体
に
お

い
て
、
地
域
の
物
流
拠
点
、
幹
線
進

路
、
懲
岡
、
ゆ
巌
な
ど
の
整
備
状
況

岑
套
輝
に
緊
急
輸
ぶ
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク

を
作
成
し
て
お
き
、
こ
の
中
で
優
先

的
に
鷹
間
食
簒
退
路
や
交
通
規
制

を
か
け
る
退
路
を
選
定
す
る
。
ま
た
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
用
の
場
外
離
着
陸
堀

候
補
地
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
も
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
。
ま
な
、
防
災
の
基
本
と
し
て

　
。
｛
ｇ
の
安
全
は
自
ら
が
守
る
。
と

い
う
考
え
に
立
っ
て
都
民
お
よ
び
事

聚
所
の
基
本
的
貨
客
を
明
礪
化
し
た

ほ
か
、
総
合
的
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
機
能
を
藪
楊
し
、
相
互
応
援
と

高
ま
り
、
地
震
対
策
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
。

　
第
二
に
地
震
対
策
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
で
取
り
組
む
べ
き
経
営
即
題
と
し

て
？
工
し
て
き
た
こ
と
。

　
第
三
に
地
震
が
防
災
の
観
点
で
な

く
、
危
機
管
理
の
対
象
に
な
っ
た
こ

と
Ｉ
な
ど
が
指
摘
で
膏
る
。

　
ま
た
阪
神
・
啖
帑
大
震
災
で
は
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
不
・
ｓ
″
被
害
を
拡

大
し
た
点
は
否
め
ず
、
大
災
答
で
は

改
め
て
マ
メ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
結
果
と
な

　
そ
れ
か
％
国
土
庁
が
幣
備
中
の

準
罰
災
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｉ
Ｓ
）

に
対
応
し
て
全
国
レ
ベ
ル
で
の
港

り
空
港
、
主
要
退
路
網
、
敵
城
一

な
ど
岑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
災
害

発
生
時
の
緊
急
輸
送
計
画
策
定
ツ
ー

ル
と
し
て
使
用
す
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。

　
栄
一
発
生
後
の
輸
送
関
連
施
設
の

応
急
恵
旧
と
交
通
規
制
も
実
施
す
る

が
、
応
急
規
則
で
は
徊
旧
作
業
の
優

先
順
位
づ
け
、
関
係
事
栗
者
間
の
協

力
体
制
、
掬
旧
予
鼻
の
確
保
な
ど
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
同
様
に
、
交
通

規
制
の
哭
施
で
は
、
這
路
通
行
豚
可

証
の
準
備
、
警
祭
官
の
動
員
体
制
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
Ａ
れ
体
制
を

強
化
し
た
こ
と
な
ど
が
亭
げ
ら
れ

る
。

　
交
通
規
制
計
画
も
警
視
庁
が
大
幅

に
見
直
し
、
災
Ｗ
発
生
直
後
の
第
一

次
交
通
炊
割
に
つ
い
て
は
、
大
震
災

Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
を
運
用
例
に

対規卜
応模ラ
　災ツ

　害ク
　に協
　愉会
　えの
　た大

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、
国
や

自
治
体
か
ら
の
輸
送
要
一
を
受
け

て
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
を
実
施
す

る
体
制
を
敷
い
て
い
る
。
実
際
は
、

全
卜
協
加
盟
の
都
濃
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
繁
急
輸
送
活
動
を
行
２
審

と
っ
て
お
り
、
阪
呻
・
淡
路
大
震
災

で
は
兵
庫
県
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
対

応
し
た
。

　
全
国
に
は
現
在
、
約
一
千
万
台
の

車
両
が
あ
り
、
う
ち
百
万
台
が
輸
送

用
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
る
が
、
全
ト
協
加

盟
の
蕩
尽
事
栗
者
全
体
で
は
約
四
万

台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
緊
急
輸
送
に
対
応

　
ｉ
－
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
『
！
ｊ
・
１

れ
、
入
が
死
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は

寸
断
さ
れ
る
と
い
う
こ
お
ｉ
眼
と

し
て
分
か
っ
た
。

　
地
震
な
ど
の
大
沢
一
時
に
は
、
救

援
・
救
助
対
策
が
か
な
め
と
尽
る
が
、

そ
こ
で
最
重
要
な
の
は
人
の
対
策
で

あ
り
、
企
栗
に
と
っ
て
は
自
社
の
社

員
と
顧
客
に
対
す
る
対
応
変
こ
『
｛
ｆ

る
か
が
課
Ｉ
と
な
る
。
池
沢
対
策
の

回
的
は
①
効
率
の
よ
い
執
急
対
応
②

迅
忌
な
復
旧
③
コ
ス
ト
の
低
鱗
‘
’
の

一
’
一
点
に
あ
り
、
そ
の
な
め
に
は
人
に

け
が
を
さ
せ
な
い
鼎
づ
く
り
と
無
事

海
上
交
通
の
規
制
へ
の
即
応
体
制
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
゛
制
体
制
な
召
″

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　
実
際
の
緊
急
輸
送
活
動
は
、
被
災

し
た
地
力
自
治
体
か
り
の
要
一
、
運

送
事
業
者
な
ど
に
ぶ
儡
姿
ｉ
の

開
始
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
が
、
緊
急

鴨
逗
は
全
国
各
地
か
り
被
災
地
周
辺

ま
で
の
幹
樟
輸
送
と
、
被
災
附
周
辺

の
物
流
拠
点
か
り
被
災
地
内
へ
の
集

配
の
二
段
階
に
分
け
て
実
測
す
る
。

　
緊
急
輸
送
活
動
の
支
援
で
は
、
幹

樟
輸
送
の
モ
ー
ド
一
驚
、
運
転
手
へ

の
渋
滞
情
報
の
裸
佻
、
集
配
活
動
の

効
率
化
な
ど
の
支
援
が
必
要
と
さ
れ

る
。

が
発
生
し
た
場
合
、
現
場
の
警
察
官

は
命
令
岑
柘
た
ず
に
、
遠
や
か
に
都

県
境
、
国
避
1
6
号
練
に
お
け
る
規
制

梢
贋
な
ど
が
取
れ
る
よ
う
に
改
正
し

た
。
第
二
次
交
通
規
制
に
つ
い
て
も
、

交
通
幕
僚
が
被
災
池
・
被
災
状
況
に

可
能
な
車
両
と
見
ら
れ
る
。

　
ト
ラ
ッ
ク
扁
泌
事
莱
者
は
地
域
防

災
計
画
の
甲
で
、
扱
肖
時
の
指
定
地

力
公
共
機
関
と
な
り
、
緊
急
物
資
輸

送
に
か
か
る
地
力
自
治
体
と
の
協
定

御
お
よ
び
覚
書
に
基
づ
い
て
、
緊
急

輸
送
活
動
豪
実
施
す
る
の
が
草
本
で

あ
る
が
、
各
臓
一
の
ト
ラ
。
ク
協
会
の

中
に
は
指
定
公
共
機
関
に
な
っ
て
い

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　
　
交
通
・
環
境
部
長
秋
元

ｆｌ

　
器
づ
く
り
は
建
物
の
耐
震
補
強
、

設
備
な
ど
の
町
努
策
な
ど
だ
が
、

笏
家
癒
認
す
る
仕
組
み
づ
く
り
と

し
て
は
、
心
希
確
認
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
あ
り
、
原
則
十
二
時
間
以
内
に

社
員
の
安
否
確
認
恚
９
ｔ
る
シ
ス

テ
ム
が
求
φ
り
れ
て
い
る
。

　
当
社
で
は
、
社
員
宕
侭
確
認
シ
ス

テ
ム
岑
一
発
、
導
入
し
て
い
る
が
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
よ
る
目
彫
安
否
情
報
シ
ス
テ
ム

で
無
事
社
員
を
確
認
す
る
と
同
時

に
、
被
災
社
員
は
人
手
で
確
認
す
る

応
じ
て
交
通
規
制
を
実
施
で
き
る
よ

う
に
変
更
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
防
災
型
交
通
管

制
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、

停
電
時
に
自
動
的
に
信
号
機
に
電
気

6
1
給
す
る
自
動
起
動
式
発
犯
機
な

ど
が
増
収
さ
れ
た
。

　
物
資
の
緊
急
輸
送
は
、
情
報
の
収

集
・
伝
達
と
並
ん
で
災
害
応
急
対
策

活
動
の
根
幹
を
な
す
か
、
こ
の
点
で

も
緊
急
物
資
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
、
緊
急
退
路
啓
開
、
輸
送
車
両

の
確
保
な
ど
が
強
化
さ
れ
た
。

　
繁
急
物
資
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
都
内
の
広
域
輸
導
錨
と
偕
県

と
唇
歯
藻
路
で
結
び
、
か
つ
区
市

町
村
内
の
地
域
内
輸
送
拠
点
に
も
つ

な
が
る
遍
路
網
で
あ
る
。

　
輸
送
拠
点
は
、
広
域
柏
退
か
地
と

し
て
陸
上
基
準
十
二
ヵ
所
、
海
上
基

地
十
ヵ
所
、
航
空
基
地
一
一
ヵ
所
を
定

め
て
い
る
ほ
か
、
阿
川
な
ど
９
１

輸
送
基
地
十
九
ヵ
所
、
地
域
内
輸
送

豊
氏

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
協
定
書
・
覚

書
を
交
わ
し
て
い
る
協
会
は
あ
ま
り

多
く
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
ま
た
、

全
ト
協
で
は
緊
急
時
に
対
応
町
謔
な

情
報
通
侶
手
段
の
整
備
状
況
を
調
査

し
、
望
ま
し
い
通
似
手
段
と
そ
の
巡

用
例
な
ど
多
碩
討
し
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
非
常
災
害
時
に
協
会
、

事
業
者
、
車
両
間
で
有
効
に
機
能
を

発
揮
す
る
情
報
通
債
吏
綬
と
し
て
、

協
会
聞
は
災
害
時
優
先
電
話
と
携
帯

電
話
お
よ
び
衛
星
携
帯
電
話
、
協
会

と
耶
業
者
間
は
災
害
時
優
先
電
話
、

携
帯
電
話
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
、
拠
点

は
、
組
織
・
体
制
の
幣
備
、
危
機
S
I

理
計
画
の
策
定
、
教
習
訓
練
・
評
価

を
綴
り
込
ん
だ
も
の
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
企
業
の
地
一
対
策
も
危
機
管
理
シ

ス
テ
ム
も
不
バ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・

プ
ロ
セ
ス
を
い
か
に
つ
く
っ
て
い
く

か
と
い
う
、
終
わ
り
の
な
い
取
り
組

み
で
あ
る
こ
と
混
一
し
、
対
策
・

シ
ス
テ
ム
の
定
着
化
に
向
け
て
不
断

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で

ー
り
う
。

11
地
二
百
六
士
ハ
カ
所
を
遭
複
こ
4
;

か
り
使
用
一
驚
を
進
め
て
い
く
。

　
緊
急
退
路
｀
桶
は
、
選
定
し
た
緊

急
酒
路
に
お
い
て
車
両
通
行
が
で
き

る
よ
う
に
ｔ
ｌ
蕗
管
理
上
の
専
門

用
脳
だ
が
、
都
珊
敗
局
で
は
震
災
時

に
緊
急
逗
路
啓
開
豪
爽
施
す
る
路
線

を
選
定
、
啓
開
作
業
は
関
東
助
力
廸

穀
局
、
日
本
進
路
公
団
と
の
作
業
分

担
を
決
め
、
遠
路
啓
開
作
業
マ
ー
フ

ア
ル
に
鼠
づ
い
て
実
施
ｔ
Ｑ
ぶ
つ
に

し
て
い
る
。

　
東
京
都
の
地
城
防
災
計
画
の
修
正

版
の
策
定
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

計
画
の
一
恥
、
訓
練
な
ど
岑
遡
じ
て

充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
、
関
係
各
位
の
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

（
協
会
、
事
業
者
）
ｙ
車
両
間
は
携

帯
電
話
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
が
そ
れ
ぞ
れ

有
効
と
剽
賊
し
、
望
ま
し
い
情
報
通

信
手
段
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
添
定
し
な
一
信
手
段
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
の
遅
用
例
を
検
討
し
て
き

た
が
、
我
々
と
し
て
は
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
練

を
非
常
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
切
り
穆
え

て
使
用
す
る
運
用
例
を
導
入
す
る
力

向
で
考
え
て
お
り
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
縁
の

費
用
対
効
果
に
っ
い
て
も
研
究
し
て

い
る
。

計
画
係
長
左
部
　
岳
美
氏

｜

緊
急
輸
送
関
係
機
　
審
京
都
は
、
震
度
Ｍ
７
・
９
以
上

の
直
下
型
地
震
が
東
京
を
盛
っ
た
場

合
を
想
定
し
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
後
の
地
域
防
災
計
画
の
修
正
に
取

り
組
み
、
初
動
体
制
・
情
報
収
集
伝

達
、
救
助
・
救
急
、
消
防
力
の
強
化
、

交
通
・
輸
送
、
�
難
所
の
運
営
管
理

な
ど
曾
計
十
九
項
目
の
見
直
し
豪
実

施
し
た
。

　
今
回
の
修
正
で
と
く
に
配
慮
し
た

亭
項
と
し
て
は
、
初
動
・
情
報
収
集

伝
達
体
制
の
強
化
の
た
め
に
郡
内
全

域
に
地
震
計
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
幣
備

ｆｌ
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災
害
時
の
優
先
順
位
づ
け

f11･

ﾉ縦｡?り，

新
し
ｌ

Ｆ

ａ

が
９
、
困
窮
時
一
時
的
基
準
の
三
つ

の
基
準
が
必
要
で
あ
る
が
、
現
在
の

わ
が
国
に
は
、
平
常
時
基
準
と
緊
急

避
難
的
な
異
常
基
準
し
か
な
く
、
阪

神
・
啖
路
大
震
災
は
そ
の
こ
ｙ
履
問

う
た
し
、
い
ま
も
問
い
続
け
て
い

る
。

　
な
ぜ
、
こ
ん
な
こ
と
Ｉ
ぜ
つ
の
か

と
い
え
ば
、
異
常
災
宍
時
に
は
優
先

順
位
、
後
回
し
順
位
が
あ
り
、
も
っ

と
営
え
ば
、
切
り
捨
て
が
あ
る
。

″
人
命
救
助
は
四
十
八
時
間
が
勝
ｐ

は
、
災
害
医
療
の
鉄
則
で
あ
り
、
四

十
八
時
間
以
降
の
救
命
市
は
極
端
に

低
下
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
軽
傷
者
は
放
っ
て

お
い
て
人
命
に
か
か
わ
る
撒
傷
者
を

優
先
的
に
治
療
す
る
ト
リ
ア
ー
ジ
が

塁
萌
に
は
求
め
ら
れ
る
し
、
初
期

に
や
る
べ
き
こ
と
は
火
災
釧
圧
、
救

出
搬
送
、
災
Ｗ
医
療
、
交
通
遮
断
の

四
つ
で
あ
り
、
こ
の
四
者
の
中
で
も

優
先
順
位
が
あ
る
。

　
災
害
発
生
後
の
初
期
四
十
八
時
間

は
、
官
も
民
も
な
く
、
現
堀
割
一
を

尿
素
九
さ
せ
、
社
会
総
が
か
り
で
人

命
救
助
に
当
た
る
ぺ
き
で
あ
り
、
通

常
社
会
体
罰
は
停
止
し
、
異
常
体
制

に
移
行
す
る
と
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
通
常
と
は
異
な
る

行
動
規
i
’

t
S
I
’

a
S
i
4
4
S

１

教
授
平
井

へ
移
行
す
ぺ
資
瓦
が
、
阪
神
・
険
路

で
は
社
会
全
体
が
通
常
体
制
に
固
執

し
、
指
示
仰
ぎ
、
拍
忌
待
ち
、
要
朗

待
ち
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
膏
ら
い
が

あ
る
。

　
い
ま
が
そ
の
時
と
劃
一
し
て
、
異

常
体
制
に
移
行
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が

も
っ
と
も
難
し
い
が
、
こ
れ
に
は
人

邦
彦
氏

間
の
判
断
奮
Ａ
れ
な
い
機
械
的
・
自

動
的
な
仕
組
み
・
体
制
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
震
度
６
が
記
録
さ
れ
た

ら
、
自
動
的
に
移
行
す
る
と
い
っ
た

仕
組
み
で
あ
る
。

　
防
災
で
は
、
よ
く
情
報
の
間
勣
が

君
わ
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
の
で

は
な
い
か
。
想
像
力
の
問
題
が
重
要

で
あ
り
、
想
偉
力
の
な
い
組
織
、
人

に
は
、
い
か
な
る
情
報
も
無
意
味
で

あ
る
。
想
像
力
Ｕ
気
働
き
が
防
災
の

キ
ー
で
あ
り
、
想
像
力
を
極
か
せ
た

愕
勢
判
断
＆
昂
戻
定
の
引
練
こ
そ

が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
防
災
対
策
は
「
災
害
対
策
基
本
法
」

に
聡
つ
い
て
い
る
が
、
同
法
は
伊
勢

湾
台
風
（
一
九
五
九
年
）
が
契
機
と

な
っ
て
六
一
年
に
制
定
さ
れ
た
経
緯

が
あ
り
２
鼠
一
過
の
愚
’
－
イ
メ
ー

２
荼
舎
ず
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

災
害
対
応
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
一
定

期
間
続
く
と
い
う
発
想
が
な
い
。
そ

れ
を
端
的
に
示
し
た
の
が
、
雲
仙
・

ａ
扁
の
噴
火
や
阪
神
・
陸
路
大
震

情
報
伝
達
と
避
難
を
関
連

り

乙

｜
　
阪
神
・
陸
路
大
震
災
の
被
害
の
特

徴
は
、
第
一
に
十
万
棟
に
も
逞
す
る

家
嘸
倒
壊
と
家
訓
倒
壊
に
よ
る
多
く

の
圧
死
、
第
二
に
三
百
件
に
上
る
火

災
の
発
生
、
第
三
に
高
速
道
路
、
新

幹
線
、
助
手
鉄
な
ど
の
土
木
・
建
造

物
の
崩
壊
、
第
四
に
被
災
者
の
救
出

や
消
火
活
動
に
お
け
る
政
府
・
地
方

自
治
体
の
初
動
体
制
と
被
害
情
報
収

集
の
大
幅
な
遅
れ
に
よ
る
被
害
の
増

幅
－
な
ど
が
挙
ｇ
ｂ
れ
る
。

　
と
く
に
、
初
動
体
制
の
遅
れ
は
、

防
災
対
策
の
ソ
フ
ト
面
か
ｂ
み
た
大

き
な
特
徴
で
あ
り
、
我
々
に
防
災
対

東
京
大
学
社
会
情
報
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
教
授
廣
井

ｉ

の
ｌ

乖

ｋ

汽

１

ぐ

箆

態
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
の

第
一
点
は
、
防
災
機
関
が
被
災
し
、

こ
の
％
'
Ｑ
Ｓ

Ｓ
４
Ｚ
Ｑ
ｇ
ｉ
ａ
４
ｒ

Ｍ
Ｉ
Ｑ

災
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
。

　
戈
ら
に
、
も
う
一
つ
の
問
題
と
し

て
、
自
治
体
ご
と
の
災
害
対
策
本
部

収
置
体
制
の
限
界
を
露
呈
し
、
広
域

連
携
で
は
解
決
の
つ
か
な
い
問
題
を

提
起
し
た
。
防
災
対
策
上
、
遠
州
制

が
必
要
不
可
欠
と
い
う
の
が
私
の
考

え
だ
。

　
そ
れ
な
り
、
再
び
郡
市
壊
滅
が
発

生
し
た
時
の
復
旧
・
復
興
の
あ
り
力

に
は
一
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。

　
第
一
の
万
法
は
、
環
境
問
題
は
不

問
に
付
す
と
い
う
や
り
方
。
し
か
し
、

こ
の
場
合
は
、
環
境
に
か
か
わ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
と
情
邨
公
開
、
社
会
的

弱
者
へ
の
配
慮
、
世
代
問
倫
理
面
か

ら
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
に
留
意
す
る
必

救
出
活
動
な
ど
の
初
動
体
制
に
遅
れ

を
取
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
点
は
、
防
災
行
政
無
線
や
衛

贋
連
借
に
よ
る
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

が
地
震
の
葱
Ｉ
受
け
、
う
ま
く
作

動
し
な
か
っ
た
。
兵
庫
県
庁
が
平
成

三
年
に
八
十
億
円
の
巨
費
を
扮
じ
て

導
入
し
た
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
に
．
ｔ

っ
て
は
、
シ
ス
テ
ム
の
端
末
パ
ソ
コ

ン
や
自
家
発
堤
蜀
が
破
壊
さ
れ
、

作
動
不
能
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
た
め

に
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
の
情

地
震
対
策
は
経
営
の

７
企
業
に
お
け
る
地
震

対
策
の
決
め
手

地
霖
対
策
は
、
い
ま
や
経
営
の
Ｉ

１

§

一
部

主
任
研
究
員
小
林

部
と
し
て
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

の
安
否
確
認
の
受
信
シ
ス
テ
ム
②
危

機
□
哩
の
シ
ス
テ
ム
企
画
－
の
二
つ

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
豪
甲
心
に
断
を
し
た

い
。

　
日
本
は
中
国
に
次
い
で
世
ｗ
私
二

箆

位
の
地
震
国
で
あ
り
、
地
゛
に
よ
る

犠
牲
者
敷
芦
発
生
頻
度
は
先
進
国
で

は
ワ
ー
ス
ト
・
ワ
ン
で
あ
る
。
阪
神
・

肢
路
大
震
災
は
、
未
曽
有
（
み
ぞ
う
）

の
大
災
害
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
大
震
災
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
第

ｌ　
第
二
の
方
法
は
、
平
常
時
の
系
準

を
順
守
し
て
、
五
本
年
か
け
て
ゆ

っ
く
り
復
旧
・
復
興
し
て
い
く
取
り

組
み
方
で
あ
る
。

　
第
三
の
カ
法
は
、
一
定
期
間
ご

定
池
域
に
、
安
全
訳
準
や
防
災
μ
ｔ
一
、

環
境
基
準
な
ど
に
第
二
水
準
と
も
い

う
ぺ
き
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
し
た
基
準
を

収
定
し
て
復
旧
・
復
興
し
て
い
く
と

い
う
や
り
力
で
あ
る
。

　
私
は
、
民
ま
主
一
こ
は
異
常
時
の

約
束
事
、
規
範
を
平
常
時
に
徹
底
的

に
Ｉ
諭
し
、
合
意
し
て
お
く
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
、
こ
れ
を

災
Ｗ
対
応
の
斬
常
識
と
し
て
提
起
し

て
、
最
後
の
ま
と
め
に
し
た
い
。

邨
収
集
・
伝
漣
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
電
話
の
障
害
μ
異
常
細
叙
（
ふ
く

そ
う
）
に
よ
ｘ
逼
信
機
能
の
低
下
も

影
響
し
、
と
く
に
自
治
体
の
防
災
対

策
に
と
っ
て
電
話
の
被
害
は
深
刻
だ

っ
た
。
自
治
体
に
は
防
災
行
政
無
線

が
あ
り
、
組
織
内
部
の
情
狸
埋
は

電
恥
に
依
存
墟
ｙ
に
で
き
る
が
、
l
l

察
や
病
院
な
ど
組
織
間
の
返
蜀
は
電

話
に
郷
匁
簒
ｉ
￥
、
組
織
間
連

絡
が
ほ
ｙ
ｙ
陶
ど
不
可
蛙
に
な
っ
て
し

一
に
大
規
横
地
霧
笛
爾
に
と
っ
て

も
大
き
な
危
機
で
あ
る
と
の
認
識
が

高
ま
り
、
地
震
対
策
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
。

　
第
二
に
池
３
対
策
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
で
取
り
組
む
べ
き
経
営
一
局
と
し

て
浮
上
し
て
者
だ
こ
と
。

　
第
三
に
地
Ｓ
が
防
災
の
観
点
で
な

く
、
危
機
管
理
の
対
象
に
な
っ
た
こ

と
Ｉ
な
ど
が
掬
佃
で
き
る
。

　
ま
た
阪
神
・
岐
路
大
震
災
で
は
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
不
＃
ａ
″
被
害
を
拡

大
し
↑
沁
一
は
否
め
ず
、
大
災
害
で
は

改
め
て
マ
メ
ジ
メ
ン
ト
の
重
贅
性
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
ブ
さ
れ
る
結
果
と
な

ま
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
情
報
途
絶
の
問
扁
が
顕
在
化

し
、
初
動
の
遅
れ
參
痢
い
な
が
、
こ

の
経
験
を
齢
ま
え
て
、
大
都
市
一
災

で
の
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
岑
改
善
・

強
化
し
て
お
く
必
ｇ
が
あ
る
。

　
そ
の
第
一
は
、
埋
防
災
輝
線
の

導
入
を
狐
と
す
る
多
裸
な
情
報
収
集

ル
ー
ト
を
複
線
化
し
て
確
保
し
て
お

く
こ
と
が
挙
げ
り
れ
る
。

　
例
え
ば
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

包
括
的
・
禍
動
的
な
情
糊
収
集
、
高

所
Ｓ
視
カ
メ
ラ
ｇ
ど
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ

ア
の
導
入
、
一
際
貰
や
自
‘
ｔ
防
災

組
織
に
よ
る
情
報
収
煥
Ｉ
な
ｙ
ｉ

組
み
合
わ
せ
て
万
一
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
が
ダ
ウ
ン
し
て
も
他

の
通
似
函
殴
ど
に
よ
り
、
情
報
途

絶
が
生
じ
た
場
合
に
も
塁
佃
報
の

収
集
・
伝
達
様
態
篆
持
で
き
る
ぶ

'
9
1
備
え
を
し
て
匍
く
こ
ぬ
夭
切

で
あ
る
。

　
夕
｀
に
防
災
禍
閲
同
士
の
横
の
連

絡
用
と
し
て
、
地
城
防
災
離
縁
を
導

入
し
、
市
町
村
・
一
肩
・
剽
防
な
ど

の
防
災
機
関
と
医
療
・
塔
気
・
ガ
ス
・

水
漱
・
交
通
な
ど
の
機
関
と
の
相
互

運
絡
を
可
能
に
す
る
Ｉ
罰
づ
く
り
が

望
ま
れ
る
。

っ
た
。

　
同
時
に
、
震
度
６
刄
涵
恂
が
壊

れ
、
入
が
死
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は

寸
断
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
実
感
と

し
て
分
か
っ
た
。

　
地
震
な
ど
の
大
災
害
時
に
は
、
救

援
・
救
助
対
策
が
か
な
め
と
な
る
が
、

そ
こ
で
最
鮑
顧
な
の
は
人
の
対
策
で

あ
り
、
企
果
に
と
っ
て
は
自
社
の
社

員
と
顧
客
に
対
ｔ
委
応
岑
２
・
｛
ｆ

る
か
が
諌
Ｉ
と
な
る
。
地
震
対
策
の

目
的
は
ψ
効
率
の
よ
い
嘱
諏
肘
ら
②

迅
忌
な
復
習
｝
コ
ス
ト
の
低
減
－
の

一
こ
点
に
あ
り
、
そ
の
な
め
に
は
人
に

け
が
を
含
忌
い
賎
づ
く
り
と
一
事

。
現
任
、
こ
れ
岑
導
入
し
て
い
る
市

町
村
は
、
東
京
一
壬
こ
区
で
十
区
程

寞
、
静
岡
県
で
七
－
八
件
と
い
う
筒

及
率
だ
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
適
切

な
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
怖
備
さ
れ
れ

ば
、
大
都
市
災
否
時
に
お
け
る
情
報

シ
ス
テ
ム
と
し
て
極
め
て
有
望
で
あ

る
。

　
最
後
に
、
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
を

大
都
市
震
災
と
の
か
か
わ
り
で
考
え

た
場
合
、
地
Ｓ
火
災
と
住
民
一
難
の

問
題
が
と
り
わ
け
重
要
に
な
る
。
そ

れ
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
情
報

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
回
報
輝
線
を
信
つ

計
画
が
鳶
や
り
れ
て
い
る
が
、
そ
の

際
に
情
報
伝
達
戦
略
と
避
難
誘
導
戦

略
を
関
連
さ
せ
て
考
え
る
と
い
う
視

点
が
重
要
で
あ
る
芦
私
は
考
え
て
い

る
。

　
具
体
的
に
は
、
同
報
無
線
の
強
化

や
増
収
Ｉ
図
る
場
合
、
避
難
シ
ス
テ

ム
と
情
報
シ
ス
テ
ム
は
相
互
に
関
連

す
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、
避
難

の
一
時
集
合
場
所
に
回
報
無
線
を
設

置
す
る
と
い
・
～
娠
を
と
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
一
時
集
合
場
所
は
、
避
難
の
拠
点

で
あ
る
と
同
時
に
、
情
報
の
拠
点
と

も
な
る
ぶ
フ
尽
塾
最
略
が
有
効
で

は
な
い
だ
る
ｐ
か
。

｜せ
な
い
。

　
洲
づ
く
り
は
矧
物
の
耐
震
補
強
、

設
備
な
ど
の
酎
一
対
策
な
ど
だ
が
、

無
事
を
癒
認
す
る
仕
組
み
づ
く
り
と

し
て
は
、
宕
瓜
器
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
あ
り
、
原
則
十
二
時
間
以
内
に

社
員
の
安
否
曙
認
を
完
了
す
る
シ
ス

テ
ム
が
求
や
ｂ
れ
て
い
る
。

　
当
社
で
は
、
社
員
宕
母
確
認
シ
ス

テ
ム
岑
一
発
、
導
入
し
て
い
る
が
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
よ
る
自
動
安
否
情
報
シ
ス
テ
ム

で
無
事
社
員
を
確
認
す
る
と
同
時

に
、
被
災
社
員
は
人
手
で
確
認
す
る

と
い
う
二
段
階
の
安
否
軍
扇
鳶
ｇ
っ

仕
粗
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
の
考

え
力
を
述
ぺ
る
が
、
危
機
管
理
の
基

本
力
針
は
、
何
か
り
、
何
刄
ど
の

ぶ
つ
に
守
る
か
を
明
確
に
し
、
Ｉ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
（
統
合
緊
珍
事
寒
管
理
）
の
枠

組
み
を
き
ち
ん
と
固
め
て
お
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
四
要
素
は
、
予
防
、

計
画
、
緊
急
対
応
、
復
旧
で
あ
り
、
緊

急
時
の
対
応
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

日
常
業
務
柘
偏
活
動
に
関
す
る
組

織
の
構
造
、
対
応
手
中
ｉ
似
の
も

の
に
し
、
ま
か
緊
急
対
応
計
画
の
策

定
も
常
に
継
続
中
に
す
る
な
ど
に
留

慧
す
べ
き
で
あ
る
。

　
企
業
の
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
を
規

格
化
す
る
取
り
組
み
が
通
産
省
・
工

業
技
術
院
で
進
φ
り
れ
て
い
る
が
、

規
格
化
に
よ
り
、
危
機
管
理
シ
ス
テ

ム
の
な
い
畠
ｌ
規
格
取
得
を
遠
じ

て
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
岑
構
築
で
き

る
う
え
、
危
機
管
理
機
能
の
あ
る
企

業
は
自
社
の
危
機
管
理
機
能
の
チ
ェ

ツ１
§　

危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
の
管
理
目
。
辱

は
①
不
間
事
撃
発
生
前
の
事
前
対
応

策
②
発
生
直
後
の
対
応
策
○
信
明
過

程
に
お
け
る
対
応
策
－
の
一
こ
点
に
集

約
さ
れ
る
が
、
危
機
管
理
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
構
築
に
当
た
っ
て

は
、
組
織
・
体
制
の
幣
備
、
危
機
管

理
計
画
の
策
定
、
軟
膏
訓
練
・
詐
価

を
盛
り
込
ん
だ
も
の
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
企
業
の
地
一
対
策
も
危
機
管
理
シ

ス
テ
ム
発
心
バ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・

プ
ロ
セ
ス
を
い
か
に
つ
く
っ
て
い
く

か
と
い
う
、
終
わ
り
の
な
い
取
り
組

み
で
あ
る
こ
と
濫
藻
し
、
対
策
・

シ
ス
テ
ム
の
定
着
化
に
向
け
て
不
断

の
取
り
組
み
受
行
っ
て
い
く
ぺ
き
で

あ
ろ
う
。

　
そ
れ
か
４
国
土
庁
が
幣
俐
申
の

準
拠
災
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｉ
Ｓ
）

に
対
応
し
て
全
国
レ
ベ
ル
で
の
港

湾
、
&
ｒ

４
Ｓ
ｉ
ｒ
ｉ
ｇ
ｉ

な
ど
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
災
害

発
生
時
の
緊
急
輸
送
計
画
筆
定
ツ
ー

ル
と
し
て
使
用
す
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。

　
災
害
発
生
後
の
輸
送
関
淳
廊
殷
の

応
急
規
ｂ
と
交
通
規
制
も
寅
Ｉ
す
る

海
上
交
通
の
規
制
へ
の
即
応
体
制
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
ｇ
胴
休
制
な
ｙ
ぷ

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　
実
際
の
緊
急
輸
送
活
動
は
、
被
災

し
た
抱
力
自
治
体
か
り
の
要
一
、
迎

聡
事
果
考
な
ど
に
占
＆
透
活
動
の

開
始
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
が
、
緊
急

輸
聡
は
全
国
各
地
か
り
被
災
池
周
辺

ま
で
の
幹
棒
鴨
送
べ
被
災
地
周
辺

の
物
揖
拠
点
か
り
被
災
湾
内
へ
の
集

応
じ
て
交
通
規
制
を
実
施
で
き
φ
よ

う
に
変
更
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
防
災
型
交
通
管

制
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
進
め
ｂ
れ
、

停
Ｗ
時
に
自
動
的
に
信
号
機
に
電
気

を
供
給
す
る
自
動
起
動
式
発
犯
機
な

ど
召
増
設
さ
れ
た
。

　
物
資
の
繁
急
輸
送
は
、
情
報
の
収

集
・
伝
達
と
蚊
ん
で
災
害
応
急
対
策

活
動
の
根
幹
を
な
す
か
、
こ
の
点
で

　
　
‐
’
‐
’
一
―
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
－
Ｐ
Ｉ

｜
　
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
も
、
候
補

訥
二
百
六
士
ハ
カ
所
岑
選
定
、
こ
れ

な
り
使
剛
一
笹
を
進
め
て
い
く
。

　
緊
急
退
路
啓
開
は
、
選
定
し
た
緊

急
道
路
に
お
い
て
車
両
通
行
が
で
き

る
よ
う
に
ｔ
盾
蕗
管
那
玉
の
専
門

川
嗣
だ
が
、
郡
葡
設
局
で
は
震
災
時

に
緊
急
退
路
啓
開
を
冥
旛
す
る
路
線

｜

ｉ

異
香
時
に
お
け
る
輪
捷
カ
の
輸
佩
と
安
全

幹
線
輸
送
と
集
配
を
支
援

l

lS･

砥
づ
き
、
乖
万
白
治
体
は
応
急
対
策

の
一
次
的
実
施
機
関
、
国
は
自
治
体

能
力
を
舶
え
る
場
合
に
応
急
対
策
を

支
煩
す
る
。

　
ま
た
Ｉ
送
奎
刄
者
は
自
治
体
、
国

対
処
す
る
布
陣
を
と
っ
て
い
る
。

　
輸
送
ル
ー
ト
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
各
地
力
公
共
団
体
に
お

い
て
、
地
域
の
物
流
拠
点
、
幹
線
遠

路
、
廼
筒
、
９
港
な
ど
の
整
備
状
況

す
る
な
ど
の
協
定
良
師
結
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　
緊
急
輸
送
実
施
期
間
の
役
割
分
担

は
、
輸
退
嬰
訓
の
発
出
は
地
力
自
治

体
、
実
際
の
報
逞
は
国
、
惣
力
自
治

体
、
葛
返
事
栗
省
が
実
施
し
、
総
合
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皿

究
、
捉
哲
に
対
し
、
熱

心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い

た
Ｊ
以
下
に
三
テ
ー
マ
、

十
一
講
演
の
要
旨
を
紹

介
す
る
。･朧朧に⑩ぷ
四（和注（）
㈲

凹

のﾜ　に強I　話
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11

化
②
住
民
主
体
の
活
動
支
援
○
日
常

か
り
の
訓
練
・
備
え
Ｉ
の
三
つ
を
考

え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
研
究
ぬ
が
平
成
七
年
五
月
呈
一
九

日
に
ま
と
め
た
「
震
災
時
に
お
け
る

医
療
対
策
に
関
す
る
緊
急
提
言
」
で

は
、
地
域
単
位
を
二
次
医
療
圖
、
も

し
く
は
保
健
所
の
所
轄
管
区
の
単
位

と
し
て
考
え
て
い
る
。

　
人
口
Ｉ
千
万
－
三
十
万
人
単
位
の

医
療
圏
葦
ご
と
に
災
西
拠
点
病
院
を

政
一
し
、
ま
た
、
保
健
所
が
地
域
の

医
療
関
係
団
体
、
消
防
本
部
、
市
町

村
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
の
推
進

や
医
療
救
畷
班
な
ど
の
配
置
調
整
の

？

台

い
る
。

　
次
に
、
災
害
発
生
時
の
初
期
救
急

医
家
活
動
に
つ
い
て
は
①
情
報
の
共

有
化
②
権
限
の
分
散
化
―
の
二
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
越
つ
き
、
災
害
時
に

お
け
る
住
民
へ
の
医
療
情
報
の
舞
供

方
法
を
碩
討
し
、
二
次
医
家
圈
単
位

の
一
一
収
集
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
都

濃
府
県
聞
の
広
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
市
立
を
同
時
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
厚
生
省
で

は
、
平
成
八
年
五
月
十
日
付
で
九
項

　
災
寄
医
療
に
お
け
る
初
動
活
動
は

Ｓ
Ｒ
Ｍ
の
三
文
字
に
要
約
さ
れ
る
。

Ｓ
は
捜
査
（
サ
ー
チ
）
、
Ｒ
は
救
助

（
レ
ス
キ
ュ
ー
）
、
Ｍ
は
医
療
（
メ

デ
ィ
カ
ル
・
ア
シ
ス
ト
）
を
そ
れ
ぞ

れ
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
生
存
者

を
捜
査
し
、
救
助
し
て
災
害
現
場
で

救
急
医
寥
ｉ
す
こ
と
が
、
災
害
初

動
期
の
緊
急
対
応
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
災
害
現
場
で
は
、
ト
リ
ア
ー

ジ
（
選
別
治
療
）
、
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
（
応
急
措
置
）
、
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
（
救
急
搬
送
）
の
２
二

つ
の
Ｔ
’
が
求
め
ｂ
れ
る
。

　
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
啄
り
れ
な
人

的
・
物
的
資
源
の
状
況
下
で
、
最
大

多
数
の
傷
病
者
に
最
祷
の
医
亨
ｉ

す
た
め
、
患
者
の
緊
急
度
と
量
傷
度

の
惑
ｉ
り
治
療
の
報
恩
～
痰
め

る
こ
と
で
、
少
数
の
ス
タ
。
フ
、
啄
り

れ
た
時
間
と
医
療
資
材
を
活
用
し
、

救
命
可
能
な
思
考
を
ま
ず
選
定
、
治

療
す
る
。

　
こ
の
た
め
、
ト
リ
ア
ー
ジ
に
際
し

て
は
、
全
国
共
通
の
統
一
さ
れ
た
ト

リ
ア
ー
ジ
・
タ
グ
Ｓ
ｍ
い
て
被
災
者

岑
曝
別
す
る
こ
と
が
堡
ま
し
く
、
ト

リ
ア
ー
ジ
・
タ
グ
の
統
一
、
標
輩
化

に
関
し
て
は
、
厚
生
省
が
平
成
八
年

て
４
ｊ
５
ノ
μ
ｔ
Ｋ
ｇ
．
り
、
文
相
ｉ

ぺ
膏
忿
る
つ
。

嘲
ｚ
喝
個
｀
Ｍ
Ｋ
て
Ｉ
ｗ
り
、
Ｉ
、
７
ａ

の
阪
神
・
岐
路
大
震
災
で
は
、

４
匡

霜

～
Ｖ
ｇ
ｒ
３
ｓ
Ｍ
ｓ
ｖ

ｙ
ｎ
９

Ｚ

１

万y

フ
ェ
イ
ズ
Ｏ
短
縮
が
カ
ギ

９
｜１

吏

篇

　
活
動

　
災
害
医
療
は
日
赤
の
根
幹
事
業
の

一
つ
で
あ
り
、
災
害
時
の
救
援
救
護

活
動
に
積
極
的
に
取
り
岨
ん
で
い

る
。
災
害
時
の
医
療
救
療
は
迅
速
な

唇
動
の
開
始
が
不
可
欠
で
あ
り
、
時

間
と
の
勝
負
で
あ
る
。
災
署
が
発
生

し
、
医
家
救
護
活
動
が
始
ま
る
ま
で

に
は
、
医
家
数
塵
が
実
施
不
能
な

。
空
白
の
時
間
・
が
存
在
す
る
。
こ

れ
を
災
害
救
護
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ー
ル

　
（
表
１
参
照
）
で
は
フ
ェ
イ
ズ
○
と

呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
支
援

不
能
期
を
い
か
に
短
縮
で
き
る
か
が

医
療
救
両
活
動
の
第
一
歩
と
な
る
。

　
フ
ェ
イ
ズ
○
の
災
害
現
場
に
お
い

て
は
、
被
災
患
者
は
被
災
地
外
へ
の

脱
出
、
移
動
岑
賦
み
る
一
方
、
被
災

者
相
互
に
よ
る
救
助
救
援
、
応
急
手

日
本
赤
十
字
社
事
業
局

　
　
　
　
　
　
　
技
監
河
野

正
賢
氏

ﾐﾐ

ｌ
　
l
g

S
g
j
4
j
l
＆
r
操
壊

修
復
、
負
傷
零
取
容
、
堅
叉
院
患

っ
た
が
、
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
、
電

者
の
保
守
と
い
っ
た
業
務
ｌ
ｌ
な

く
さ
れ
る
が
、
大
災
害
の
場
合
、
こ

む
り
の
業
務
１
蜀
こ
フ
イ
２
フ
イ

ン
の
途
絶
、
人
手
不
足
、
医
療
費
器

材
の
枯
渇
と
い
っ
な
困
難
・
混
乱
の

中
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
次
の
フ
ェ
イ
ズ
ー

で
の
被
災
地
医
家
ａ
扇
動
で
は
、

人
力
・
責
器
材
の
提
供
に
よ
る
被
災

病
院
の
医
療
唇
勤
、
巡
回
参
療
、
救

療
ｙ
輦
車
そ
甲
心
と
し
↑
一
東
雁
者

役
割
と
限
界
心
得
て
行
動

|19::ﾉ

湊

｜

　
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動

　
災
害
医
療
ｉ
恩
医
療
は
違
う
。

緊
急
医
家
が
少
数
の
愚
者
に
多
く
の

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
投
入
さ
れ
る
の
に

対
し
て
、
災
害
医
療
は
大
量
の
患
者

に
少
数
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
す

る
の
が
現
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

災
害
医
療
豪
有
効
に
行
う
に
は
、
大

儡
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
動
員
す
る
必

頁
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
広
範
囲

な
池
域
か
り
の
動
員
体
制
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
、

航
空
機
に
よ
る
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

９
ハ
景
動
員
体
制
づ
く
り
奮
一
一
め
て

お
り
、
ア
フ
リ
カ
・
ザ
イ
ー
ル
の
ゴ

マ
で
試
み
た
前
例
も
あ
る
。

　
災
害
医
療
の
ポ
イ
ン
ト
は
ス
ピ
ー

ド
の
礪
保
に
あ
る
。
災
害
に
よ
る
死

亡
者
は
最
初
の
八
時
間
が
ビ
ー
ク
で

あ
り
、
災
害
が
発
生
し
て
七
十
二
時

間
後
に
は
日
常
の
禁
断
活
動
に
回
帰

す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
初
勤
の

対
応
を
い
か
に
迅
遼
に
行
え
る
か
が

決
め
手
に
な
る
わ
け
で
、
ス
ピ
ー
ド

の
確
保
に
は
、
法
治
国
軍
に
お
け
る

　
。
公
平
さ
゛
の
価
値
判
断
が
阻
害
要

因
と
な
る
。

　
災
害
時
、
非
常
時
に
お
け
る
霖
援

活
動
で
は
、
何
を
優
先
す
る
か
払
と

も
に
、
何
を
無
視
す
る
か
が
求
匈
ｂ

れ
、
時
に
は
人
治
独
戴
に
よ
る
緊
急

対
応
が
必
驀
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の

の
医
療
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
瞭
八
と
忍

者
情
報
の
収
集
、
墨
聶
送
の
援
助

な
ど
の
災
害
医
家
調
整
－
の
三
点
を

目
標
と
し
て
贋
開
さ
れ
る
。
こ
の
た

め
、
被
災
胸
医
零
ｉ
濫
Ｉ
に
開

始
す
る
に
は
、
行
政
の
災
害
対
策
本

部
の
早
期
設
置
・
展
開
と
蒙
災
地
周

辺
の
後
力
病
院
で
の
支
援
要
員
一
一

旅
費
覇
材
の
緊
急
投
入
が
不
可
欠
で

あ
る
。

　
采
じ
な
硲
配
療
の
即
応
体
制

た
め
に
は
、
墜
讃
家
で
の
人
檀
が

許
さ
れ
る
法
体
系
が
で
き
な
い
と
、

災
再
医
療
に
お
け
る
ス
ピ
ー
ド
の
確

保
は
容
易
で
は
な
い
。

　
以
西
医
家
は
被
災
者
濫
狽
す
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
さ
り
に
哲
え
ぱ

大
一
の
被
災
者
に
対
し
て
広
範
囲
な

地
域
の
医
家
機
関
か
｛
夭
量
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
を
迅
濡
に
被
災
現
場
に
送

り
込
む
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
価
能
さ
忖
る
な
め
に
は
、

活
動
拠
点
の
確
保
、
通
信
の
確
保
、

輸
送
の
確
保
と
り
っ
緊
急
教
援
�
動

の
三
原
則
が
必
要
条
件
と
な
る
。

　
活
動
拠
点
の
確
保
は
、
あ
り
か
じ

め
情
報
を
収
集
し
て
決
め
る
の
で
は

な
く
、
現
場
に
行
っ
て
情
報
を
巣
め

な
が
り
設
定
し
て
い
く
Ｊ
阪
神
・
淡
路

大
Ｓ
災
で
の
救
援
活
動
で
は
、
我
々

は
長
田
区
袴
屑
の
保
健
所
内
に
現
地

価
曹
７
函
著
し
、
そ
｝
艇
拠
点
に

整
備
を
考
え
た
場
合
、
情
報
交
換
手

段
の
確
立
と
災
害
医
療
調
整
機
構
と

し
て
の
メ
デ
ィ
カ
ル
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
Ｍ
Ｃ
Ｃ
）
の
整
備
が

重
要
で
あ
る
。
Ｍ
Ｃ
Ｃ
は
現
地
災
答

対
策
本
部
に
設
置
し
、
病
院
被
災
情

報
や
患
者
情
報
な
ど
の
情
報
収
集
を

は
じ
め
、
救
慶
班
・
支
援
班
の
配
置
、

賢
一
材
供
給
、
畳
聶
送
な
ど
の
祠

豊
指
令
や
災
害
救
援
中
枢
指
令
機
構

お
よ
び
相
互
支
援
機
構
へ
の
支
援
要

鵬
な
’
１
弓
つ
。

　
ま
た
、
救
援
要
員
の
育
或
も
重
要

活
動
で
き
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
か

っ
た
。

　
次
に
通
雄
の
礪
保
で
は
、
今
回
の

場
合
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
縁
連
盟
の
協

力
に
よ
り
、
現
場
と
本
部
と
の
情
報

交
換
の
手
段
を
確
保
で
き
た
が
、
最

良
の
方
法
は
衛
用
過
信
イ
ン
マ
ル
サ

ッ
ト
の
利
用
で
は
な
か
ろ
つ
か
。
輸

送
の
庸
保
に
つ
い
て
も
、
空
路
、
海

路
に
よ
る
大
愚
輸
送
な
く
し
て
初
期

の
医
家
活
動
は
で
き
な
か
っ
た
と
い

ら
薩
神
・
淡
路
の
経
験
も
あ
り
、
今

後
の
災
害
救
援
活
動
に
お
い
て
は
航

｀
涵
の
使
用
が
絶
対
に
欠
か
せ
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　
そ
れ
か
ｂ
、
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
被
災
現
場
に
入
っ
て
有
効
な
の

は
、
被
災
発
生
か
忿
ギ
二
時
間
ま

で
で
あ
り
、
一
週
間
後
は
行
政
の
指

揮
下
に
入
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

二
週
間
後
は
地
元
の
医
師
会
の
指
揮

　
　
　
　
　
　
　
a
l
Z
j
l
'
i
l
l
n
l

ア
の
力
を
借
り
る
こ
と
も
必
琴
に
な

っ
て
く
る
の
で
、
災
害
発
生
時
に
は

災
害
対
策
本
部
の
中
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
岑
疲
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
奉
刀
休
制
づ
く
り
を
調
整
す

る
と
と
も
に
、
平
時
か
ｈ
防
災
ボ
ラ

ン
テ
″
ア
・
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て

お
く
べ
き
で
あ
る
。

　
日
本
表
平
字
社
で
は
、
三
年
前
か

ら
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在
、

約
三
百
人
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
を
組
職
し
て
い
る
。

下
に
入
り
、
三
週
間
ぐ
ら
い
を
め
ど

に
撤
収
す
ぺ
き
で
あ
る
と
男
え
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
万
能
諭
は
厳
に
戒

め
る
ぺ
き
で
あ
り
、
ｙ
｝
ん
な
と
｝
岩

で
役
に
立
て
る
の
か
、
あ
る
い
は
役

に
立
て
な
い
の
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
役
割
と
限
界
奪
心
得
て
行
動
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
例

え
ば
、
医
療
事
故
が
起
き
た
場
合
、

医
療
訴
訟
岑
導
｛
け
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
な
い
わ
け
で
、
そ
れ
を
念
頭
に

置
き
な
が
り
活
動
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
医
家
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
対
す
る
政
策
的
支
珊
も
必
要

で
あ
り
、
活
動
拠
点
・
通
信
・
輸
送

の
確
保
に
関
す
る
緊
急
救
援
三
原
則

支
援
や
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
、

そ
し
て
活
動
資
金
の
公
的
援
助
な
ど

の
支
援
策
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

真
専
瞭
に
お
け
る
憤
慨
の
重
要
性
と
鮒
畿
の
立
て
方

防
災
情
報
環
境
を
整
備

Ｈ
　
消
防
庁
で
は
「
災
一
に
強
い
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
テ
ー
マ
と

　ｌ

□

ｌ

言

質

し
て
、
防
災
イ
ン
フ
弓
粂
備
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
大

規
模
災
害
に
対
す
る
防
災
対
策
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
な
か
で
も
重
要
な
防
災
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
、
防
災
情
報
通
償
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
防
災
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
、

災
害
対
応
支
援
シ
ス
テ
４
Ｓ
ａ
ｇ

に
幣
備
す
｀
芳
針
を
打
ち
出
し
、
防

災
情
報
の
収
集
・
伝
達
・
処
諏
休
制

の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
要
件
と
し

て
①
災
５
に
強
い
シ
ス
テ
ム
②
多
く

の
情
報
を
扱
え
る
シ
ス
テ
ム
③
防
災

専
用
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
は
い
け

な
い
Ｉ
と
い
う
三
つ
の
原
則
を
掲

げ
、
日
常
的
に
使
っ
て
、
住
民
か
ｂ

の
情
報
収
集
や
住
民
へ
の
情
報
提
供

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
営
描

し
て
い
る
。

　
防
災
情
報
通
偉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

総
合
整
一
と
し
て
は
、
国
１
都
濃
府

県
－
市
町
村
－
地
域
住
民
を
晒
ぷ
消

防
防
災
額
縁
網
の
整
備
を
屈
め
て
お

り
、
一
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
ー
ａ
め
た

防
災
情
報
の
収
集
・
伝
遼
シ
ス
テ
ム

岑
構
築
中
で
あ
る
。

　
と
く
に
一
巻
｀
’
送
シ
ス
テ
ム
は
、

高
所
監
視
カ
メ
ラ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

伝
送
シ
ス
テ
ム
、
ア
ナ
ロ
グ
映
像
衛

秀
信
装
置
で
構
成
さ
れ
、
市
町
村

か
｛
虚
、
都
道
府
県
の
｀
嗣
本
部
へ

画
像
情
報
を
伝
送
す
る
シ
ス
テ
ム
と

し
て
整
備
中
で
あ
り
、
平
成
八
年
度

中
に
三
十
一
の
消
防
本
部
（
市
町
村
）

に
導
入
予
定
で
あ
る
。

　
防
災
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
は
広
域

応
援
関
連
情
報
や
地
城
防
災
計
画
な

ど
狗
防
防
災
情
報
ｔ
Ｔ
タ
ペ
ー
ス

化
し
、
災
害
予
防
の
推
薦
と
災
害
発

生
時
の
初
勤
体
制
お
よ
び
限
域
応
援

体
制
の
確
保
を
Ｍ
ｙ
Ｑ
も
の
で
、
地
Ｕ

情
報
や
陣
肢
情
報
な
ど
を
管
理
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
蓄
積
さ

れ
た
防
災
情
報
を
共
有
化
し
、
有
効

に
活
用
す
る
た
め
、
各
防
災
関
係
機

関
で
構
築
さ
れ
た
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
相
互
接

続
を
促
進
し
て
お
り
、
白
治
省
Ｌ
Ａ

Ｎ
や
現
在
、
梢
集
中
の
駒
防
庁
Ｌ
Ａ

Ｎ
と
の
接
続
を
進
め
て
い
る
。

　
災
肖
対
応
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
災

害
時
の
地
震
被
害
や
延
焼
拡
大
の
予

測
シ
ス
テ
ム
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
し
逗
職
情
報
シ
ス
テ
ム
や
位

置
情
報
把
握
シ
ス
テ
ム
な
ど
か
り
な

り
、
防
災
対
応
力
の
向
上
岑
図
る
も

の
で
あ
る
。

　
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
は
、
防

災
中
枢
機
能
に
重
大
な
支
障
が
生
じ

る
場
合
を
想
定
し
、
職
員
の
動
員
配

備
体
制
、
情
報
の
収
集
・
伝
達
体
制
、

応
援
体
制
、
防
災
訓
練
、
災
害
弱
者

対
策
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
地
域
の
防
災
拠
点
整
備
で
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
防
災
拠
点
、
地
域
防

災
拠
点
、
広
域
防
災
拠
点
の
三
つ
の

形
痛
を
耀
斑
し
、
整
備
し
て
い
く
力

針
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
防
災
に

関
す
る
意
識
の
高
揚
や
災
害
対
策
本

部
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
汐
図
っ
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
る
。

　
白
主
防
災
体
制
芦
？
フ
ン
テ
ィ
ア

活
動
対
策
は
。
白
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
″
を
基
本
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
防
災
に
必
要
な
資

機
材
の
幣
備
に
対
す
る
補
助
金
の
交

付
や
自
主
防
災
活
動
の
拠
点
繁
備
に

対
す
る
財
政
支
援
な
ど
を
鳶
り
込
ん

で
い
る
。
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去
る
七
月
九
日
↓
一

日
の
三
日
閲
、
臨
海
副

都
心
の
タ
イ
ム
2
4
ビ
ル

で
、
阪
神
・
啖
帑
る
｀

災
の
体
験
・
教
訓
に
学

ぶ
「
防
災
特
別
セ
ミ
ナ

″１

真
轡
時
に
お
け
る
軟
急
暉
叢
対
繁

111 H の
1

111s4sに…………二　修
・
訓
練
が
不
可
欠

｜

ｌ

宗

順

μH§

光
昭
氏

ん
で
い
る
。

　
九
項
目
の
施
策
μ
ほ
①
地
力
防
災

会
議
等
へ
の
医
療
関
係
者
の
夢
加
の

促
進
②
災
害
時
に
お
け
る
応
援
協
定

の
締
結
○
盾
域
災
害
・
救
急
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
④
災
熹
拠
点
病

院
の
整
備
⑤
災
害
医
家
に
か
か
わ
る

保
健
所
機
能
の
強
化
⑤
災
害
医
療
に

関
す
る
普
及
啓
発
、
研
修
、
訓
練
の

実
施
⑦
病
院
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
咽
用
⑤
災
害
時
に

お
け
る
消
防
機
関
と
の
連
携
⑤
災
’
一
－

時
に
お
け
る
死
体
検
案
体
制
の
整
備

－
で
あ
る
。

　
こ
の
う
Ｉ
志
応
援
協
定
の
締
結

は
今
回
の
貝
玉
で
あ
り
、
協
定
の
締

結
に
際
し
て
は
、
広
域
硲
憚
体
制
の

整
備
、
自
律
的
応
援
体
制
の
整
備
の

二
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ト
リ
ア
ー
ジ
の
必
要
性

湊

に
｜

ll

！

　
災
害
医
療
に
お
け
る
初
動
活
動
は

Ｓ
Ｒ
Ｍ
の
三
文
字
に
要
約
さ
れ
る
。

Ｓ
は
捜
査
（
サ
ー
チ
）
、
Ｒ
は
救
助

（
レ
ス
キ
ュ
ー
）
、
Ｍ
は
医
療
（
メ

デ
ィ
カ
ル
・
ア
シ
ス
ト
）
を
そ
れ
ぞ

れ
雅
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
生
存
者

を
極
壷
し
、
救
助
し
て
災
害
現
場
で

救
急
医
療
零
癒
す
こ
と
が
、
塁
罰

動
期
の
緊
急
対
応
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
災
害
現
場
で
は
、
ト
リ
ア
ー

ジ
（
週
別
治
療
）
、
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
（
応
急
措
置
）
、
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
（
救
命
搬
送
）
の
２
ニ

つ
の
Ｔ
″
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
啄
り
れ
た
人

的
・
物
的
資
源
の
状
況
下
で
、
最
大

多
数
の
傷
病
者
に
最
倚
の
。
医
亨
ｉ

す
た
め
、
患
者
の
繁
急
度
と
Ｉ
傷
震

の
否
圓
か
り
治
療
の
優
先
度
奮
沢
め

る
こ
と
で
、
少
数
の
ス
タ
ッ
フ
、
啄
り

日
本
医
科
大
学
救
急
医
学

　
　
　
　
　
　
　
教
授
山
本

三
月
に
統
一
見
解
を
田
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
方
向
性
に
従
っ
て
対
処
す

ぺ
喪
５
２
つ
。

保
博
氏

　
○
の
広
域
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
偏

に
っ
い
て
は
、
災
害
時
の
初
動
の
遅

れ
を
な
く
す
担
保
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
都
濃
府
県
単
位
で
完
結
し
て
い
た

問
犀
点
を
改
良
し
、
塁
蒔
は
全
国

レ
ベ
ル
で
対
応
で
膏
る
よ
う
に
し
た

点
４
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の

設
Ｉ
蚤
歳
八
年
度
は
士
八
億
円
の

予
諏
で
開
始
し
た
こ
と
。

　
④
の
災
害
拠
点
病
院
の
整
備
で

は
、
地
域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
を
二

次
医
療
圈
ご
と
に
各
一
ヵ
所
、
基
幹

災
獅
医
療
セ
ン
タ
ー
を
都
還
府
県
ご

と
に
各
一
ヵ
所
ず
つ
夥
碩
す
る
内
容

連
綿
と
交
通
渋
滞
に
よ
り
、
救
急
車

に
よ
る
被
災
者
の
病
院
な
ど
へ
の
後

方
搬
送
が
途
絶
さ
れ
、
救
命
治
療
が

行
え
な
い
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ

た
。
そ
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
救
急

搬
送
で
は
、
陸
路
だ
け
で
な
く
、
空

知
濤
一
の
利
用
を
考
え
な
邸
体
搬
送
が

必
要
で
あ
り
、
救
急
災
害
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
全
国
配
置
を
考
え
て
お
く
ぺ

　
ト
リ
ア
ー
ジ
に
続
く
応
急
措
置
と
き
で
あ
る
。

繁
雄
搬
送
に
つ
い
て
い
え
ば
、
今
回
　
ド
イ
ツ
で
は
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｃ
（
ア
ダ
ッ

の
阪
神
・
岐
路
大
震
災
で
は
、
情
報
ク
）
と
称
す
る
災
害
救
援
ヘ
リ
コ
プ

フ
ェ
イ
ズ
Ｏ
短
縮
が
カ
ギ

19ﾚ
りl

il

H

　
災
害
医
療
は
日
赤
の
根
幹
事
業
の

一
つ
p
4
Q
’

S
I
M
4
1
S
I
慶

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
災
害
時
の
医
療
救
療
は
迅
速
な

活
動
の
開
始
が
不
可
欠
で
あ
り
、
時

間
と
の
勝
負
で
あ
る
。
災
害
が
発
生

し
、
医
家
救
護
活
動
が
始
審
φ
ま
で

に
は
、
医
療
救
療
が
実
施
不
能
な

。
察
白
の
時
間
’
が
存
在
す
る
。
こ

日
本
侭
十
字
社
事
業
局

　
　
　
　
　
　
技
監
河
野
　
正
賢
氏

当
て
な
ど
を
行
い
な
が
り
、
救
療
隊
　
一
方
、
被
災
し
た
病
院
は
、
損
壊

を
待
つ
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
修
復
、
負
傷
者
収
容
、
怒
叉
院
息

１１
乙
。
―

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
一
番

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
病
院
内
に
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
離
着
陸
場
（
ヘ
リ
ポ
ー
ト
）

を
殷
け
、
患
者
の
広
域
搬
送
を
礁
動

的
に
行
灸
ぶ
っ
に
す
る
と
い
う
点

で
あ
る
。

　
最
後
に
指
摘
し
た
い
こ
ｙ
ほ
、
制

ll
　
そ
の
こ
と
１
詣
一
に
置
い
て
、
災

害
に
強
い
炳
院
づ
く
り
を
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
の
両
面
か
ｈ
仔
っ
て
お
く
必

饗
が
あ
る
。
医
薬
品
の
備
蓄
、
病
院

間
の
協
力
体
制
、
大
災
胃
対
応
計
画

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
歌
と
そ
れ
に
驀
つ

く
災
害
訓
練
の
定
期
的
な
実
施
な
ど

　
最
後
に
指
摘
し
た
い
弓
は
、
制
は
必
顧
不
可
欠
で
あ
る
。

度
を
つ
く
っ
て
も
、
そ
れ
が
機
能
す
　
災
害
医
療
対
策
で
は
、
９
ｓ
Ｓ
‐

る
か
否
か
は
、
日
ご
ろ
な
り
の
現
場
ｌ
｀
（
均
欄
間
の
濠
携
、
広
域
シ
ス

の
訓
練
や
慧
識
に
あ
り
、
医
家
関
係
テ
ム
の
構
築
）
、
C
o
n
u
n
i
c
a
t
i
o
n

者
や
行
政
関
係
者
に
対
す
る
災
害
医
（
通
信
網
の
確
立
、
的
確
な
情
報
）
、

療
に
関
す
る
研
修
・
訓
練
が
不
可
欠
C
o
o
r
j
i
n
a
t
i
o
n
(
1
4
n
l
調
整
、
縦
割

｛タ
ー
搬
送
網
が
半
径
五
十
４
ロ
び
の
地

域
ご
と
に
整
備
さ
れ
、
発
災
後
十
五

分
以
内
に
現
場
に
到
着
で
沓
（
Ｊ
つ

に
な
っ
て
お
り
、
わ
が
国
と
し
て
も

参
考
に
す
ぺ
き
で
あ
る
。

　
次
に
、
病
院
の
脆
（
ぜ
い
）
弱
性

ｔ
ｉ
な
け
れ
ば
な
り
な
い
。
災
害

時
の
病
院
の
施
唇
星
ほ
手
術
室
、

ス
プ
リ
ン
ク
ー
フ
、
厨
（
ち
ゅ
う
）

房
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
の
軍
で
多
い
こ

と
が
今
回
の
震
災
で
も
朗
ら
か
に
な

っ
た
が
、
電
気
、
水
海
、
ガ
ス
、
電

者
の
保
守
と
い
っ
た
業
務
豪
余
儀
な

く
さ
れ
る
が
、
大
災
害
の
場
合
、
こ

り
ｂ
の
業
務
を
情
報
・
ラ
イ
フ
ワ
イ

ン
の
途
絶
、
人
手
不
足
、
医
療
費
器

材
の
枯
渇
と
い
っ
な
四
難
・
薦
乱
の

中
で
行
わ
な
け
れ
ぱ
な
ｈ
痙
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
次
の
フ
ヱ
イ
ズ
ー

で
の
被
災
地
医
家
支
援
活
動
で
は
、

人
力
・
資
器
材
の
脚
供
に
よ
る
被
災

病
院
の
医
療
活
動
、
巡
回
診
療
、
救

一
所
砂
原
豪
甲
心
と
し
た
漑
軍
屡
者

り
行
政
に
お
け
る
横
断
的
調
整
）
と

い
う
ー
一
つ
の
Ｃ
″
が
大
切
で
あ
り
、

広
域
対
応
、
情
報
対
応
、
総
合
一
整

型
の
災
唇
医
療
体
制
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
平
時
の
対
策
と

し
て
、
災
害
時
を
想
定
し
た
づ
‘
フ
ン

ニ
ン
グ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト
ッ

ク
パ
イ
リ
ン
グ
が
重
要
で
あ
り
、
国
・

冷
力
自
治
体
・
二
次
医
家
圈
に
ま
た

が
る
多
層
的
な
災
害
医
家
拠
点
病
院

シ
ス
テ
ム
や
災
害
医
療
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
確
立
は
急
務
で

あ
る
。

の
医
療
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
投
入
と
患

者
偉
報
の
収
集
、
墨
聶
送
の
援
助

な
ど
の
災
害
医
療
調
整
－
の
三
点
を

目
標
と
し
て
贋
開
さ
れ
る
。
こ
の
た

め
、
被
災
地
医
家
嘉
Ｉ
一
巡
に
開

始
す
る
に
は
、
行
政
の
災
Ｉ
対
策
本

部
の
早
期
設
置
・
展
開
と
禰
災
地
周

辺
の
後
方
病
院
で
の
叉
援
要
員
忽
’

S
I
器
材
の
緊
急
投
入
が
不
可
欠
で

あ
る
。

　
こ
う
し
た
災
憲
一
の
即
応
体
制

表1　災害救護の内容

時間経過 社会的援護 匡療救護 留意点

I)μ7sみらｏ 実施不能 実施不能 瓢顔誕琵『
Ｐｈａｓｅ－１　(～４８時間) 被災者の救助と避難 系統的救出医家 對腐黙晶w

Ｐｈａｓｅ－２
　(～１４日間)

被災の援助(衣､食､住)騒騏k
と。ls 初期集中治療 胆箆豚)ｍ

Ｐｈａｓｅ－３
　（～数力月） 髭胆詰－ 後療法及び更正医療 霖一瓢瓢Ｆ（

無
題
で
あ
り
、

救
援
要
員
と
し

て
は
救
援
班
要

員
、
被
災
病
院

支
援
要
員
、
緊

奪
収
容
揚
巻

員
を
平
時
な
り

育
成
、
犀
保
し
、

定
期
的
訓
練
を

施
し
て
お
く
必即川米川出H

救
慶
で
は
、
民

間
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
力
を
借
り
る
こ
と
も
必
要
に
な

っ
て
く
る
の
で
ぶ
脅
発
生
時
に
は

災
害
対
策
本
部
の
中
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
置
き
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
奉
刀
体
制
づ
く
り
Ｓ
Ｉ
す

る
と
と
も
に
、
平
時
か
り
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て

お
く
ぺ
き
で
あ
る
。

　
日
本
表
千
字
社
で
は
、
三
年
前
か

ら
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在
、

約
三
百
人
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
を
組
織
し
て
い
る
。

山山山
Ｈ
、
二
日
日
と
台
風
の

影
響
も
あ
っ
て
、
あ
い

に
く
の
天
候
で
あ
っ
た

が
、
三
日
間
を
通
し
て

聴
講
し
た
力
も
多
く
、

聴
閉
者
は
講
師
が
自
ら

体
験
さ
れ
た
教
訓
や
研

究
、
提
言
に
対
し
、
熱

心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い

た
。
以
下
に
三
テ
ー
マ
、

十
一
講
演
の
要
旨
を
紹

介
す
る
。

（jり汪巌二）

収
図
ｒ

医
療
関
係
団
体
な
ど
の
協
力
を
得
て

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
と
し

た
災
害
医
家
体
制
の
あ
り
方
に
関
す

る
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
、
災
害
医

奪
坏
制
の
恒
備
と
充
実
強
化
策
な
ど

を
検
討
し
て
き
た
。

　
本
Ｈ
は
、
そ
の
研
究
報
告
書
に
基

づ
き
、
平
成
八
年
度
か
包
雷
’
し
て

い
る
災
害
医
療
体
制
の
充
実
強
化
に

向
け
て
の
斬
た
な
施
筆
旁
甲
心
に
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
災
害
医
奪
坏
制
整
備
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
①
地
域
単
位
の
対
応
の
強

化
②
住
民
主
体
の
活
動
支
援
③
日
常

か
り
の
訓
練
・
備
え
Ｉ
の
三
つ
を
考

え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
研
究
会
が
平
成
七
年
五
月
二
十
九

日
に
ま
と
め
た
ｉ
災
時
に
お
け
る

医
療
対
策
に
関
す
る
緊
急
提
言
」
で

は
、
地
域
単
位
を
二
次
医
療
圏
、
も

し
く
は
保
健
所
の
所
轄
管
区
の
単
位

と
し
て
考
え
て
い
る
。

　
人
口
二
十
万
－
三
十
万
人
単
位
の

医
療
圏
域
ご
と
に
災
害
拠
点
病
院
を

設
置
し
、
ま
た
、
保
健
所
が
地
域
の

医
療
関
係
団
体
、
消
防
本
部
、
市
町

村
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
の
推
進

や
医
療
救
暇
班
な
ど
の
配
置
調
整
の

役
割
疹
乗
た
す
こ
必
鰯
待
さ
れ
て

い
る
。

　
次
に
、
災
害
発
生
時
の
初
期
救
急

医
家
活
動
に
つ
い
て
は
①
情
報
の
共

有
化
②
権
限
の
分
散
化
Ｉ
の
二
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
屑
つ
き
、
災
害
時
に

役
割
と
限
界
心
得
て
行
動

j

ﾕ

９

量
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
動
員
す
る
必

頁
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
広
範
囲

｜

た
め
に
は
、
法
治
国
家
で
の
入
棺
が

許
さ
れ
る
法
体
系
が
で
き
な
い
と
、

災
害
医
療
に
お
け
る
ス
ピ
ー
ド
の
確

保
は
容
易
で
は
な
い
。

　
災
害
医
家
は
被
災
者
―
狽
す
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
Ｓ
ｂ
に
哲
え
ぱ

大
量
の
被
災
者
に
対
し
て
広
範
囲
な

地
域
の
医
家
機
関
か
忽
八
量
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
を
迅
涼
に
被
災
現
場
に
送

り
込
む
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
禰
能
岑
忖
る
た
め
に
は
、

S
I
動
拠
点
の
確
保
、
通
信
の
卿
保
、

整
備
を
考
え
た
場
合
、
情
報
交
換
手

段
の
確
立
と
災
害
医
療
脚
祭
機
構
と

し
て
の
メ
デ
ィ
カ
ル
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
Ｍ
Ｃ
Ｃ
）
の
整
備
が

重
要
で
あ
る
。
Ｍ
Ｃ
Ｃ
は
現
地
災
害

対
策
本
部
に
設
置
し
、
病
院
被
災
情

報
や
患
者
情
報
な
ど
の
情
報
収
集
を

は
じ
め
、
救
療
班
・
支
援
班
の
配
置
、

賢
器
材
供
給
、
串
著
療
送
な
ど
の
鯛

霧
指
令
や
災
害
救
燎
中
枢
指
令
機
構

お
よ
び
相
互
支
援
機
構
へ
の
支
援
要

胴
な
ど
兎
リ
っ
。

　
ま
た
、
救
援
要
員
の
育
歌
も
重
要

活
動
で
き
た
こ
と
の
章
一
は
大
き
か

っ
た
。

　
次
に
通
雄
の
確
保
で
は
、
今
回
の

場
合
、
ア
マ
チ
ュ
ア
輝
輝
連
盟
の
協

力
に
よ
り
、
現
場
と
本
部
と
の
情
報

交
換
の
手
殺
を
癩
保
で
き
た
が
、
最

良
の
力
法
は
衛
男
優
珊
イ
ン
マ
ル
サ

ッ
ト
の
利
用
で
は
な
か
る
つ
か
。
輸

送
の
確
保
に
つ
い
て
も
、
空
路
、
海

路
に
よ
苓
大
風
輸
送
な
く
し
て
初
期

の
医
家
活
動
は
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
阪
神
・
淡
路
の
経
験
も
あ
り
、
今

下
に
入
り
、
三
週
間
ぐ
ら
い
を
め
ど

に
撤
収
す
ぺ
き
で
あ
る
と
男
え
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
万
能
諭
は
厳
に
戒

め
る
ぺ
き
で
あ
り
、
ど
ん
な
と
こ
ろ

で
役
に
立
て
る
の
か
、
あ
る
い
は
役

に
立
て
な
い
の
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
役
割
と
限
界
を
心
得
て
行
動
す
べ

き
で
は
な
い
を
辿
じ
て
い
る
。
例

え
ば
、
医
療
事
故
が
起
き
た
場
合
、

医
療
訴
訟
岑
曼
け
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
な
い
わ
け
で
、
そ
れ
を
念
頭
に

置
き
な
が
ち
活
動
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
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コロンビア大学修士課程で。人権問題や女性問題、難民・移

民についての研究を行う。旧ユーゴでの緊急援助ボランティ

アなどを紐て、AMDAJAPANスタッフとなる。難民および移

民の移住一定性・帰還などを支援するＩＭＯ（国際移住機構）の

パートナーとして、AMDAはチェチェン難民の医療問題を担

当。これを機会にチェチェン共和国へ。95年４月から96年６

月まで、チェチェン共和国、イングーン共和国、北オセチア

共和国などで活動する。大阪生まれ。
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戦
火
に
追
わ
れ
る
難
民
と
過
ご
し
た
日
々
。

　
チ
ェ
チ
ェ
ン
共
和
国
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
一
週
間
が
た
ち
ま
す
。
他
人
の
目
に
、
私
は
ど
ん
な
ふ
う
に
映
る
ん
で
し
ょ
う
。
力
が
抜
け
て
見
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
ま
だ
緊
張

を
保
っ
て
見
え
る
の
か
。
こ
の
平
和
な
日
本
に
い
る
間
も
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
衝
突
が
続
い
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
連
邦
か
ら
の
独
立
を
目
指
す
人
々
、
こ
れ
を
阻
止

し
よ
う
と
す
る
ロ
シ
ア
政
府
。
こ
の
争
い
に
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
、
イ
ン
グ
ー
シ
人
、
ロ
シ
ア
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
対
立
が
か
ら
ん
で
い
る
の
で
す
。
和
平
へ
の
道
が
模
索
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
出
口
は
な
か
な
か
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
ご
く
普
通
の
人
々
が
家
や
仕
事
を
失
い
、
大
切
な
命
を
危
険
に
さ
ら
し
続
け
て
い
る
状
態
で
す
。

　
１
年
と
Ｉ
カ
月
前
、
私
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
緊
急
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
現
地
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
行
動
を
と
も
に
し
た
の
は
、
ネ
パ
ー
ル
人
ド
ク
タ
ー
２
名
と
、
現

地
採
用
の
通
訳
。
私
の
仕
事
は
、
医
療
活
動
を
滞
り
な
く
行
う
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
し
た
。
国
際
赤
十
字
や
″
国
境
の
な
い
医
師
団
な
｀
ど
、
た
く
さ
ん
の
医
療
団

体
と
の
調
整
や
連
絡
、
政
府
機
関
や
軍
と
の
交
渉
…
…
外
国
人
は
移
動
の
自
由
も
ま
ま
な
ら
な
い
の
で
す
。
ま
た
、
ど
う
い
う
病
気
が
多
い
か
を
把
握
し
て
薬
を
買
い
に

走
っ
た
り
、
ベ
ッ
ド
や
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
を
調
連
し
た
り
す
る
。
日
本
で
も
そ
う
で
す
が
、
役
所
な
ど
が
相
手
の
場
合
、
強
く
出
る
だ
け
で
は
い
い
結
果
を
得
ら
れ
な
い
場
合
が
多

い
で
す
よ
ね
。
粘
り
強
く
立
ち
向
か
っ
て
い
く
、
外
交
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
戦
火
か
ら
逃
れ
て
き
た
人
々
は
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
上
、
ひ
も
じ
さ
や
病
気
と
い
っ
た
苦
し
み
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
衛
生
状
態
が
悪
い
た
め
の

皮
膚
病
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
来
る
心
臓
病
、
暖
房
設
備
が
な
い
た
め
の
風
邪
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
全
体
で
発
生
率
の
高
い
結
核
…
…
。
そ
れ
ほ
ど
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
て
い
な
く
て
も
、
ド

ク
タ
ー
と
話
を
し
た
り
、
見
知
ら
ぬ
同
志
で
触
れ
合
っ
た
り
と
、
医
療
の
場
が
精
神
的
な
発
散
に
役
立
っ
て
い
た
面
も
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。
私
は
医
療
面
で
は
素
人
で
す
。
で

も
、
素
人
な
り
の
提
案
を
し
た
り
疑
問
を
投
げ
か
け
た
り
し
ま
し
た
。
ド
ク
タ
ー
た
ち
に
は
、
多
少
、
煙
た
が
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
（
笑
）
。
ド
ク
タ
ー
が
病
気
を
診
る
の
な

ら
、
私
は
生
活
面
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
視
る
立
場
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
国
境
の
検
問
所
に
立
ち
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
か
ら
逃
げ
て
来
る
人
々
を
待
っ
て
手
当
て
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
間
も
、
彼
方
の
空
で
は
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
空
爆
が
続

い
て
い
た
の
で
す
。
戦
争
が
い
や
と
か
殺
し
合
い
が
ど
う
の
な
ん
て
考
え
る
前
に
、
行
動
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
意
欲
だ
け
で

何
で
も
で
き
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
命
の
危
険
を
冒
し
て
戦
地
に
と
ど
ま
っ
た
り
、
銃
弾
に
身
を
さ
ら
す
よ
う
な
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
死
に
に
行
っ
て
る
ん
じ

ゃ
な
い
ん
で
す
。
と
る
べ
き
危
険
と
無
駄
な
危
険
は
、
そ
の
場
で
選
ば
な
け
れ
ば
。
自
分
の
す
べ
き
こ
と
を
冷
静
に
判
断
す
る
職
業
意
識
、
プ
ロ
の
持
つ
責
任
感
。
チ
ェ
チ
ェ
ン

で
過
ご
し
た
１
年
Ｉ
カ
月
の
間
に
、
こ
う
し
た
こ
と
を
身
に
つ
け
た
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

ｆｌ

ｆｌ
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救
援
に
行
こ
う
と
す
る
国
の
言
語
が
使
え
れ
ば
理
想
的
で
あ
る
が
、
最
低
で
も

①
英
字
新
聞
が
大
体
理
解
で
き
る
、
②
簡
単
な
英
文
レ
ポ
ー
ト
が
作
成
で
き
る
、

③
活
動
内
容
に
関
し
て
英
語
で
議
論
が
で
き
る
、
程
度
に
英
語
が
使
え
れ
ば
、

概
ね
大
丈
夫
で
あ
る
。
も
し
、
長
期
で
現
地
に
滞
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
地

で
そ
の
国
の
言
語
を
習
得
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
次
に
必
要
な
も
の
は
、
活
動
に
関
す
る
専
門
的
知
識
又
は
経
験
で
あ
る
。
こ

れ
は
医
療
分
野
に
限
ら
ず
、
農
村
開
発
で
も
、
福
祉
活
動
で
も
同
じ
で
あ
る
。

特
に
国
際
協
力
分
野
で
は
欧
米
諸
国
や
途
上
国
の
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
公
益

団
体
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー
カ
ー
や
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
活
動
現
場
に
数
多
く

あたるバングラデシュのスタッフ診療所で治療に

送
り
込
ん
で
い
る
。
驚
く
べ

き
こ
と
に
そ
れ
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ワ
ー
カ
ー
達
の
多

く
は
大
学
院
の
修
士
号
も

し
く
は
博
士
号
を
取
得
し

た
人
達
で
、
国
連
等
の
国
際

機
関
で
働
い
た
経
験
を
持

っ
た
人
達
も
い
る
の
で
あ

る
。
海
外
で
は
活
動
の
現
場

で
数
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
付

き
合
う
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
こ
こ
で
専
門
知
識
も
経

験
も
な
く
、
満
足
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
な

い
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ワ
ー
カ
ー
が
「
人
助
け
を
し

１一
一
―

た
い
」
と
い
う
情
熱
だ
け
で
現
場
へ
入
っ
て
も
、
外
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
は
お
ろ
か
現
地
の
人
か
ら
さ
え
も
相
手
に
さ
れ
な
く
な
る
と
い
う
厳
し

い
現
実
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
意
味
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
よ
う
な
団
体
で
は
「
人
材
」
が
特
に
重
要
と
な
る
。

さ
ら
に
詳
し
く
言
え
ば
、
有
能
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

「
国
際
協
力
活
動
の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
い
う
職
種
が
日
本
に
は
馴

染
み
が
薄
い
た
め
、
人
材
が
育
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
し
て
は

過
去
一
二
年
間
に
二
二
カ
国
で
七
〇
余
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
経
験
を

基
に
、
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
」
を
設
置
し
て
、
国
際
貢
献
の
た
め
の
人
材
育
成

機
関
と
す
る
構
想
を
提
唱
し
て
い
る
。
幸
い
に
も
数
多
く
の
地
方
自
治
体
か
ら

関
心
が
あ
る
と
の
声
を
戴
い
て
い
る
。
実
際
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局
が
あ
る
岡
山

に
お
け
る
地
域
活
性
化
の
原
点
は
福
祉
で
あ
り
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
は
医
療
・

福
祉
の
国
際
化
を
推
進
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
現
在
地
元
岡
山
の
各
企
業
や

自
治
体
か
ら
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
国
際
貢
献
活
動
に
多
く
の
ご
支
援
を
頂
戴
し
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
も
こ
の
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
」
を
ぜ
ひ
岡
山
県
内
に
設
置

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
近
い
将
来
、
有
能
な
人
材
が
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国

際
大
学
」
か
ら
数
多
く
輩
出
さ
れ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
国
際
貢
献
活
動
が

も
っ
と
活
発
に
な
れ
ば
と
思
う
。
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近
藤
　
祐
次
（
こ
ん
ど
う
ゆ
う
じ
）

一
九
五
三
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
七
七
年
中
央
大
学
法
学
部
卒
業
。
同
年
、
日
産
自
動
車

㈱
入
社
。
八
七
年
退
職
。
こ
の
間
豪
州
A
u
s
t
r
a
l
i
a
n

G
r
a
d
u
a
t
e

S
c
h
o
o
l

o
f
M
a
n
a
g
e
“

m
e
n
t
等
に
学
ぶ
。
八
七
年
笹
川
平
和
財
団
に
就
職
。
九
二
年
六
月
ま
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

オ
フ
ィ
サ
ー
（
副
主
任
研
究
員
）
と
し
て
ア
ジ
ア
の
途
上
国
の
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
事

業
等
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
及
び
実
施
。
七
月
総
務
部
総
務
課
長
。
九
五
年
九

月
退
職
。
一
〇
月
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
日
本
支
部
事
務
局
長
就
任
。
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さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
種
々
の
作
業
を
続
け
て
、
何
と
か
予
定
通
り
に
五
月

一
六
日
に
三
名
の
勤
務
医
師
、
一
名
の
看
護
婦
そ
し
て
一
名
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
幸
い
に
も
医
薬
品
は

厚
生
省
及
び
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
共
同
で
「
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
キ
ッ
ト
」
ニ
キ
ッ
ト
を

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
緊
急
救
援
活
動
用
に
寄
付
し
て
戴
き
、
現
地
で
受
け
取
る
こ
と
に

な
っ
た
。

３

相
互
扶
助
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
理
念

　
救
援
チ
ー
ム
は
成
田
空
港
を
一
六
日
に
発
ち
、
一
七
日
に
ダ
ッ
カ
に
到
着
。

直
ち
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
支
部
の
救
援
チ
ー
ム
六
名
と
合
流
し
、
総

勢
一
一
名
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
緊
急
救
援
チ
ー
ム
と
し
て
現
場
へ
急
行
し
た
。
救
援
チ

ー
ム
は
タ
ン
ガ
イ
ル
地
方
ラ
ン
プ
ル
村
の
臨
時
野
営
応
急
処
置
場
で
治
療
活
動

を
行
っ
た
。
首
都
ダ
ッ
カ
か
ら
被
災
地
ま
で
の
距
離
が
遠
い
た
め
、
救
援
チ
ー

ム
は
付
近
の
民
家
を
拠
点
と
し
て
、
不
眠
不
休
で
活
動
。
患
者
の
多
く
は
竜
巻

に
よ
り
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
ト
タ
ン
屋
根
等
に
よ
っ
て
負
傷
し
て
い
た
。
皮
膚
が

裂
け
、
暑
さ
の
た
め
に
傷
口
が
化
膿
し
、
骨
が
露
出
し
て
姐
が
わ
い
て
い
る
と

い
う
悲
惨
な
状
態
で
あ
っ
た
。
一
日
に
治
療
で
き
た
患
者
数
は
約
一
〇
〇
名
で

あ
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
日
本
支
部
か
ら
派
遣
し
た
救
援
チ
ー
ム
は
活
動
を
終
了
し
五
月
二

四
日
に
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
医
師
三
名
は
「
休
ん
で
い
る
瑕
は
な
い
」
と
言

っ
て
、
成
田
空
港
に
到
着
す
る
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勤
務
先
で
あ
る
病
院
へ
直
行

し
て
し
ま
っ
た
。
看
護
婦
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
二
名
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局

に
戻
っ
て
来
た
が
、
看
護
婦
は
現
地
で
の
無
理
な
活
動
が
崇
っ
た
の
か
、
熱
を

出
し
て
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
が
経
営

す
る
病
院
の
中
に
あ
る
の
で
、
看
護
婦
は
そ
の
ま
ま
病
院
へ
三
日
間
入
院
す
る

●ｌ

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
看
護
婦
に
よ
る
と
、
自
分
た
ち
が
休
ん
で
い

る
間
に
も
怪
我
で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る
と
思
う
と
、
と
て
も
休
ん
で
な
ど

い
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
日
本
か
ら
の
チ
ー
ム

が
帰
国
し
た
後
に
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル
支
部
か
ら
ネ
パ
ー
ル
人
医
師
一
名

が
ダ
ッ
カ
に
急
行
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
支
部
の
チ
ー
ム
と
共
に
引

き
続
き
六
月
中
旬
ま
で
救
援
活
動
を
行
っ
た
。

　
こ
れ
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
海
外
で
の
緊
急
救
援
活
動
の
パ

タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
最
近
発
生
し
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
の
竜
巻
被
害

へ
の
救
援
活
動
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
特
に
救
援
チ
ー
ム
を
派
遣
す
る
に
至
る
事

務
局
の
時
間
と
の
闘
い
を
中
心
に
ご
紹
介
さ
せ
て
戴
い
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ア
ジ

ア
を
中
心
と
し
て
世
界
一
ハ
カ
国
に
支
部
を
持
つ
緊
急
人
道
援
助
団
体
で
あ
る
。

現
在
会
員
は
海
外
も
含
め
て
約
一
、
四
〇
〇
名
、
う
ち
約
五
五
〇
名
が
医
師
で
あ

る
。
そ
の
活
動
理
念
は
相
互
理
解
、
相
互
信
頼
、
相
互
協
力
を
基
礎
と
し
た
「
相

互
扶
助
思
想
」
で
あ
る
。
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
り
、
困
っ
た
時
は
お
互
い
さ
ま
」
と

い
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
助
け
合
い
の
心
で
あ
る
。

４

国
際
協
力
活
動
に
必
要
と
さ
れ
る
資
質

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
と
一
言
で
表
現
す
れ
ば
簡
単
で
あ
る
が
、
そ
の
活
動

の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
国
内
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
一
般
の
市
民

が
自
分
の
時
間
を
活
用
し
て
、
福
祉
施
設
等
で
活
動
す
る
等
、
特
別
な
専
門
的

知
識
や
技
能
な
し
で
も
比
較
的
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
海
外
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
少
々
趣
を
異
に
す
る
。
前
述

の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
緊
急
救
援
活
動
で
も
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
活
動
に
お
い

て
か
な
り
高
度
な
専
門
的
知
識
、
技
術
そ
し
て
経
験
を
要
求
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
ず
最
低
限
の
資
格
と
し
て
外
国
語
が
使
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
、

f 7S
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際
に
は
直
ち
に
出
動
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
体
ど
の
く
ら
い
い
る
こ
と
だ

ろ
う
、
と
常
々
考
え
て
し
ま
う
。
幸
い
に
し
て
今
ま
で
の
緊
急
救
援
活
動
で
は

優
秀
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
め
ぐ
り
会
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
さ
て
今
回
は

…
…
。
時
間
の
経
過
と
共
に
、
こ
ち
ら
も
だ
ん
だ
ん
と
胃
が
痛
く
な
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。

２

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の
奮
闘

　
派
遣
メ
ン
バ
ー
を
探
し
な
が
ら
、
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
作
業
は
他
に
も
あ
る
。
現
地
に
最
短
の
時
間
で
到
着
で
き
る
航
空
ル
ー
ト

と
格
安
チ
ケ
ッ
ト
の
確
保
で
あ
る
。
こ
の
作
業
は
現
地
へ
派
遣
さ
れ
る
メ
ン
バ

ー
が
ま
だ
決
定
さ
れ
て
い
な
い
時
か
ら
行
う
の
で
、
座
席
の
予
約
を
め
ぐ
っ
て

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
と
旅
行
代
理
店
と
の
間
で
激
し
い
攻
防
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
格
安
チ
ケ
ッ
ト
の
座
席
数
は
限
ら
れ
て
お
り
、
お
ま
け
に
一

且
予
約
し
た
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
は
効
か
な
い
も
の
で
あ
り
、
派
遣
さ
れ
る
メ
ン
バ

ー
の
氏
名
が
決
ま
ら
な
い
と
座
席
を
予
約
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
逃

す
と
チ
ー
ム
の
出
発
が
一
日
遅
れ
や
二
日
遅
れ
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
何

と
か
早
い
う
ち
に
座
席
を
確
保
し
よ
う
と
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
も
必
死
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
緊
急
救
援
活
動
で
は
医
薬
品
を
ど
の
よ
う
に
調
達
し
、
搬
送
す

る
か
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
被
災
現
地
で
調
達
可
能
な
場
合
は

で
き
る
だ
け
現
地
で
調
達
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
災
害
は
所
を
選
ば
な
い
。

現
地
調
達
不
可
能
な
場
合
は
日
本
か
ら
持
参
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な

時
の
た
め
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
緊
急
救
援
用
と
し
て
岡
山
空
港
付
近
の
倉
庫
に

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
の
指
定
す
る
「
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
キ
ッ
ト
」
と

い
う
医
薬
品
セ
ッ
ト
八
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
段
ボ
ー
ル
箱
に
し
て
二
四
箱
）
を

常
備
し
て
い
る
。
こ
の
Ｉ
キ
ッ
ト
だ
け
で
一
万
人
の
患
者
・
負
傷
者
を
約
三
カ

●
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月
間
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
量
の
医
薬
品
キ
ッ
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
だ
け
の
量
の
医
薬
品
を
緊
急
輸
送
す
る
と
な
る
と
、
航
空
機
で
輸
送
す
る

場
合
、
相
当
な
額
の
費
用
が
必
要
と
な
る
。
こ
こ
で
安
く
す
る
一
番
手
っ
取
り

早
い
方
法
は
、
派
遣
メ
ン
バ
ー
が
搭
乗
す
る
航
空
機
の
航
空
会
社
の
日
本
支
店

に
直
接
交
渉
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
は
何
と
か
低
料
金

（
ほ
と
ん
ど
無
料
に
近
い
金
額
を
要
求
す
る
）
か
又
は
完
全
に
無
料
し
て
い
た
だ

け
る
か
ど
う
か
を
交
渉
す
る
の
で
あ
る
。
読
者
の
皆
様
の
中
に
は
か
な
り
無
謀

な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
や
る
だ
ろ
う
が
、

意
外
に
国
際
貢
献
活
動
に
理
解
を
示
し
て
低
料
金
を
提
示
し
て
く
だ
さ
る
外
国

航
空
会
社
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
も
種
々
の
書
類

が
必
要
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
日
本
政
府
外
務
省
等
関
係
省
庁
か
ら

の
推
薦
状
や
救
援
に
行
く
当
該
国
の
駐
日
大
使
館
か
ら
の
救
援
活
動
確
認
書
等

（
お
ま
け
に
英
語
で
書
か
れ
て
い
る
）
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
何
と
か
医
薬
品
を

出
荷
で
き
る
段
階
ま
で
来
る
と
、
ほ
っ
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
も
な
お
二
日
以
内
に
救
援
チ
ー
ム
を
派
遣
す
る
た
め
の
事
務
局
ス
タ

ッ
フ
の
飽
く
な
き
努
力
は
さ
ら
に
続
く
の
で
あ
る
。
派
遣
メ
ン
バ
ー
、
出
発
使
、

医
薬
品
の
輸
送
手
配
の
後
に
来
る
も
の
は
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
活
動
資
金
確

保
で
あ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
は
潤
沢
な
活
動
資
金
な
ど
期
待
す

る
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
思
い
つ
く
所
は
手
当
た
り
次
第
に
資
金
援
助
の

お
願
い
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
外
務
省
を
は
じ
め
と
す
る
各
省
庁
や
民
間
財
団

そ
し
て
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
の
市
民
の
方
々
か
ら
の
支
援
。
時
に
は
企
業
か
ら

医
薬
品
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
や
、
厚
生
省
・
Ｗ
Ｈ
Ｏ
を
通
じ
て
医
薬
品
の
提

供
を
受
け
た
こ
と
も
あ
る
。
各
方
面
の
方
々
か
ら
の
暖
か
い
ご
支
援
に
よ
っ
て

今
ま
で
何
と
か
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
活
動
資
金
の
問
題
で
は
今

後
も
頭
痛
が
取
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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海
外
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

１

一
本
の
電
話
か
ら
人
集
め
が
始
ま
る

　
五
月
一
四
日
の
午
後
、
東
京
。
「
リ
ー
ン
」
と
携
帯
電
話
の
ベ
ル
が
鳴
っ
た
。

岡
山
市
に
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
事
務
局
か
ら
の
緊
急
連

絡
で
あ
っ
た
。
五
月
一
三
日
夜
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
五
一
ヵ
村
が
大
型
の
竜

巻
に
襲
わ
れ
、
数
百
名
の
犠
牲
者
が
出
た
の
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
支

部
よ
り
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
日
本
支
部
へ
緊
急
救
援
チ
ー
ム
派
遣
要
請
が
来
た
と
の
連
絡

で
あ
る
。
私
が
ど
こ
に
い
よ
う
と
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
緊
急
救
援
活
動
は
い
つ
も
こ

の
よ
う
な
緊
急
連
絡
か
ら
始
ま
る
。
直
ち
に
電
話
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
菅
波
茂
代
表
及

び
副
代
表
と
協
議
し
、
今
か
ら
二
日
後
の
一
六
日
に
は
緊
急
救
援
チ
ー
ム
を
派

遣
す
る
こ
と
を
決
定
。
同
時
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
支
部
で
は
翌
一
五

日
に
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
医
師
チ
ー
ム
を
現
地
へ
急
派
し
、
現
状
調
査
を
兼
ね

た
救
援
活
動
を
開
始
。

　
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
が
一
仕
事
で
あ
る
。
ま
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
直
ち

に
現
地
に
出
動
す
る
医
師
、
看
護
婦
そ
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
調
聚
員
）

を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
常
日
頃
よ
り
緊
急
救
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
制
度
に
よ
り
人
材
確
保
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
問
題
は
今
か

ら
二
日
後
に
成
田
空
港
も
し
く
は
関
西
空
港
か
ら
緊
急
救
援
チ
ー
ム
と
し
て
す

ｆ●

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
日
本
支
部
事
務
局
長

　
　
　
　
近
藤
　
祐
次

ぐ
に
出
発
で
き
る
人
達
が
ど
れ
だ
け
い
る
か
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
医
師
三
名
、

看
護
婦
一
名
そ
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
一
名
は
欲
し
い
。
緊
急
救
援
活
動
は

時
間
と
の
勝
負
で
あ
る
。
対
応
が
遅
れ
れ
ば
そ
れ
だ
け
犠
牲
者
が
多
く
な
る
。

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
を
総
動
員
し
て
登
録
者
の
勤
務
先
や
自
宅
に
電
話
を
か
け
る
。

　
看
護
婦
の
確
保
も
似
た
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
看
護
婦
は
通
常
病
院
勤
務
で

あ
り
、
な
か
な
か
自
由
が
き
か
ず
、
よ
ほ
ど
病
院
の
理
解
が
な
い
と
こ
の
よ
う

な
緊
急
救
援
活
動
に
は
対
応
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
確
保
に
な
る
と
、
状
況
は
さ
ら
に
難
し
く
な
っ
て
く
る
。
と
い
う
の
も
、

医
師
及
び
看
護
婦
は
医
療
従
事
者
と
し
て
国
家
資
格
を
有
し
て
、
現
地
で
の
活

動
も
基
本
的
に
は
医
療
活
動
を
行
う
わ
け
で
あ
る
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

緊
急
救
援
活
動
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
を
行
う
と
い

う
役
割
で
あ
り
、
特
に
定
ま
っ
た
資
格
な
ど
は
必
要
と
し
て
は
い
な
い
。
し
か

し
、
種
々
の
活
動
の
中
で
「
調
整
」
と
い
う
作
業
ほ
ど
難
し
い
も
の
は
な
い
。

そ
れ
を
異
国
の
地
で
外
国
語
で
行
い
、
し
か
も
緊
急
救
援
活
動
の
中
で
迅
速
適

確
に
行
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
「
難
度
」
は
さ
ら
に
倍
加
し

た
も
の
に
な
っ
て
く
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
も
こ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
確
保
は

大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
英
語
を
中
心
と
し
た
外
国
語
を
駆
使
し
て
相
手

国
政
府
や
国
際
機
関
等
と
の
種
々
の
調
整
作
業
が
で
き
て
、
緊
急
救
援
活
動
の

●●
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｢習南六地�救済チャリティーコンサート」

　　　　　終了報告と御礼の御挨拶

　６月中旬ＡＭＤＡ代表菅波茂先生から中国雲南省被災地の被害児趙君（５歳）の

５年間里親になってほしい旨の要請がきっかけで、私達はそれを理事会にかけて検

討した結果、私共はＡＭＤＡの崇高な国際人道主義精神に学び、できるだけのこと

をすると意志を統一した。そこでチャリティーコンサートを催す運びとなったわけ

です。

　このような大型なイベントをするのは全く初めてのもので、幸いに、祖国・中華

人民共和国駐大阪総領事館、神戸の三つの合同合唱団を始め、舞獅隊の皆様、上海

音楽団の柴礼敏さん、王的さん、又、盧郷さん、岡山在住の田川さん、岡田バレエ

教室の先生と学生のご出演の協力を頂き、内容の充実した盛大なチャリティーコン

サートとなりました。特に舞台監督をお願いした田渕泰子さんや多数の留学生も協

力していただきました。このイベントの発起から開催日までの僅な期間に2001名

を埋め尽くすよう努力いたしましたが、当日1000名の人にお越し頂きました。

　当日、岡山市旭中学校生徒会代表による雲南被災児童への手紙を披露したり、被

災地ヘボランティアにかけつけたＡＭＤＡ高校生会６人も登場して帰国報告。

ＡＭＤＡの三宅和久先生の現地医療活動の報告もしていただきました。

　最後に、出演者全員登場の中で、会長の劉勝徳が収益金を祖国政府代表・大阪総

領事館張潤北先生とＡＭＤＡの代表・三宅和久先生に贈呈いたしました。両先生を

通じてそれを雲南被災地へ届ける事になります。皆様の暖かい心のこもったご支援

はきっと被災地の復興と発展におおいに役に立つと思われます。この度のチャリテ

ィーコンサートは、皆様の心強いご協力で円満に幕を閉じました。あらためて敬意

を表すと共に、心より感謝申し上げます。

　このイペントをきっかけに、我々岡山県華僑総会は皆様と手を携えて中日友好関

係の発展のために、また私達の地域のために頑張って参りたいと思います。

　今後ともよろしくご指導お願い申し上げます。どうもありがとうございました。

1996年８月21日

　　　=アムダ=
l-●・.S

令中国銀行
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岡山県華僑総会

　A/ ・
j4A4DA力－ド

　　　　　　は

AMDAの活動を通じて、社会貢献（ボ

ランティア活動の支援）をしています。
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求人タイムス編集部

　　　笠原　良三

岡山県主要５地区で編集発行－。

く創刊以来11年｡お役に立つ媒体として信頼を頂いております｡〉

り病原?ぃ集合広告誌(求人募集･ＰＲ営業他)

　－　－
-ljl¶Jlh㎜● 岡山版 倉敷版
･㎜　皿-四　・・　皿

昌八Jlu.A 井笠版 |玉野版 津山版
Ｗ●▼　ー〃　　・　－s--－　・

｢求人夕fねｽ』綴集本部　TEL(0865)64･7080㈹

〈有限会社ニッポー印刷〉FAX(0865)64･6266

　岡山県下で、求人広告チラシを発行している私が、その紙面を時々（当方の

勝手な時だけ）提供することで、広報のお手伝いをさせて頂いております。

　献身的なボランティアの皆様が多数いらっしゃる中で、私の場合は今の自分

の環境を変えないでできることですので、負担もありませんし、ボランティア

と呼ばれるのが面映いぐらいです。ただいくらかでもお役に立ったという結果

をお聞きしますと、この「ボランティア」のお申し出をして良かったなと、素

直に喜んでいます。

　中国雲南省へ行かれた笹山さんが以前面識のあった方である事や、菅波代表

が高校（福山賊之館）の２～３年先輩になられることを知り、一層の親しみを

感じています。

　私がＡＭＤＡに魅かれた点は、災害地等へすぐに出向くというストレートな

面です。「先国政府の要請を待って、柔軟かつ迅速に対応すべく・・・」と行政

が原則や国の立場云々を考えながら待機している（何もしていないと言い替え

られる）ときに、もうすでに物資を積み込んで飛行機に乗っている。この理屈

じゃない行動力に大いに同調しております。おそらくは、ＡＭＤＡはもっと大

きな、大切なうねりを世の中に送り出せる事と思います。皆さんに「頑張って

下さい」と声をかけさせて頂き、一人のＡＭＤＡファンとして、今後も無理の

ない応援をさせて頂きたいと思っております。

星の郷によみが一える中世のむら

　中世夢が原

鎌倉から室町時代にかけて占備高原に

広がっていたむらの様ｆを再現。

開園時間/9:30～16:00入園料金／大人

(中学生以L)800円・小人500円

｢木曜・祝日の翌目は休目J

TEL0866-8ｱｰ3914　FAX0866-8ｱｰ3944

☆星流れる美星町☆

８月２１日の広告（求人タイムス　津山版）

で、ＡＭＤＡの活動を知りました。

もっと、あのようなかたちでアピールされた

ら、と思います。

これからもＡＭＤＡの活動を応援（本当に影な

がらですが・‥）しますので、

頑張ってください！　　　　（津山市在住）

‥お知らせ‥

８月号掲載（表紙、71ページ）中世夢が原

主催ＡＭＤＡ活動支援コンサート「アフリカ

ン・マエストロ」の写真は川本健芝氏による

撮影です。
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胎匈
　９月に入った。本当に涼しくなり風に透明感を感じるようになった。

　さて、私は今月に入り「来年のカレンダー」作成にとりかかっている。今から作成して販売するには正

直言って時間がなさすぎる。でも毎年暮れに入って、いろんな方面からカレンダーをもらった時に「ああ、

ＡＭＤＡもカレンダーを作成すればよかった‥・」と悔やむのだ。だから今年のこの「とりかかり」は

今まで作成しなかった時より前進していると言えよう。（と自分ののろまな動きを意味付けしている。）

　さて、カレンダーは卓上式で、誰が見ても「わあーかわいい、ほしい！！」と言う物を作りたい。つま

り一部の「こういった分野の人々」が喜ぶものではなく、なるべく一般受けするものを・‥それでもっ

て「ＡＭＤＡのカレンダー」ということがわかってもらえるように‥・最初は写真コンテストをして各

ＡＭＤＡのフィールドからいい写真を集めようかと思ったけど、他のことに忙殺されていてすっかりその

時期を逃してしまっていた。ごめん、今さらもう遅いね。さて、１０００部作成するとして見積もりをとっ

たら、一部４３５円かかる。販売価格は５００円にしたい。でも６００円になるかもしれない。だって赤

字は許されないもの‥・１ ５０部位はきっとＡＭＤＡの国内外の関係団体に贈呈しなければならないか

らね‥・でも７００円で売ったら高いよねえ、やっぱ。財務に「カレンダー作りたい」と見積もりを見

せたら、「７割は確実に売れるという確約がないと作成できないね。今年いっぱいで売れなくて残ってし

まうと困るし」まったくその通りである。「ＡＭＤＡの会員は今1､200人位いるし、そのうち７００人は

買ってくれるよぉ。」と安易なことを言ったが、もう少し確実性を持たせなければダメだ。　トホホ・・・

でもどうしても作りたい！！こうなったらだんだん業務でと言うより私のわがままになってきた。だから

と言って「売れ残ったら私が責任を持って買い上げましょう！」とはとても今の身分の私には言えない。

どうしよう・・・と思っていたら、３００部買い上げて下さる方が現れた。ラッキー！！あと４割だ。そ

こでしっかり考えた。やはりＡＭＤＡの会員に呼びかけよう。というわけでこの企画をたてました。どう

ぞ、どうぞご協力をお願いします。

一

１
‐

●

貳　ＡＭＤＡカレンダー販売協カボランティア募集　隅

　【方法】数をまとめてお買い上げ頂き、まわりの知人、サークル、学校、会社で売って頂く。

　【買上数】１０部以上

　【お支払い金額】希望部数×販売価格（品の送料はＡＭＤＡ持ち）

　【申込み】ご協力下さる方は電話（ｏ８６－２８４－７７３ｏ）　　　　　　　　　

|　　

一●

　｜　　　　

それかＦＡＸ（０８６－２８４－８９５９）電子メール（shinko@Qmda.or.jp）

　　　　担当：片山までどうぞご連絡下さい。k　　　　
（一般の購入?申込みは次号でご紹介させて頂きます。）　　

メ

追記：写真は「かわいいもの」をテーマに、ＡＭＤＡの活動で撮影した子供たちの写真が中心です。

本当は来年のＡＭＤＡスケジュール帳なども企画したかったなあ。でももう時間がない。

となれば再来年のこういった企画を来年は早々に着手すればいいのだ。もし会員の方で興味ある方が

いらっしゃいましたら、企画のご協力もお願いしまず　41 「

さて、今月のＡＭＤＡ人物紹介は、じゃじゃじゃあああん、/JX林

　　　ｆ声

米幸≒生です。

まずは、簡単に先生について。小林先生は「ＡＭＤＡ副代表」で「ＡＭＤＡ国際医療情報センター所長」

そして「小林国際クリニック院長」で、性格は（私の主観で）温厚でかわいい。慶応医学部卒。

　にのかわいいと言う意味は次ページを読んで頂ければおわかりになると思います。）

事前に先生にアンケートで質問していますので、今回はインタビュー形式でご紹介しましょう。
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片山：こんにちは。さて、今日はＡＭＤＡと長年関わってこられました先生にいろいろお話をお伺いし

　　　たいと思います。まずは、「副代表としての喜びや苦労話」などをお聞かせ下さい。

小林：副代表としての喜びね・・・プロジェクトが成功裏に終了した時かな。苦労と言えば、「個人的

　　　見解」と「副代表としての見解」とを混同、誤解されないよう常に注意を払わなければならない

　　　ことが大変だね。うーん、それに執行部会出席などで出費が多いことかな。（笑）

片山：なかなか大変ですね。そんなＡＭＤＡの組織を一緒につくり上げている「代表」に対しては、

　　　どういうイメージをお持ちですか。

小林：はかりしれない度量を持った人。器が大きいよね。実はこの印象は１０年以上たった今も変わら

　　　ない。ただ「天は二物を与えず」とはよく言ったもので、組織の細々とした運営は苦手そう・・・

　　　有能な補佐役がいれば天まで駆け上がっていくかもしれないね。

片山：（大きくうなづく）「有能な補佐役」はまさに小林先生をはじめ副代表の先生方の役割ですね。

　　　話はＡＭＤＡから離れますが、先生の趣味などは何でしょうか。

小林：こう見えてもね、クワカダやカブト虫の採集・飼育に今凝ってるんだ。

　　　実はこれは子供の手伝いのふりをして主導権は僕が握ってるんだ。（笑）

片山：お子さんにとっても、楽しいお父さんでしょうね。

小林：今ね、軟式野球チームで小５の息子がクリーンナップを打ち、小４の娘は２塁を守ってるんだ。

　　　地域で一番弱いチームだけど、２人の子供の活躍は倹の自慢だよ。（頬を緩ませる）

片山：さて、そんな優しい小林パパですが、お医者さんを目指したきっかけは何ですか。

小林：文化系の学問が得意だったんだけど、たまたま付属高校に入学して・‥気がついたら。

片山：（うらやましい‥心のつぶやき）えっとお、会員のみなさんにお薦めしたい本等ご紹介下さい。

小林：ずばり「国際医療協力」。央敗談もあって、きれいごとに終始していないところがいい。それと

　　　「Japan Heal th Book」（講談社ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ）在日外国人が日本の医療をどのように見ているか、考

　　　え方がかいま見えておもしろい。それからね、それからね、あのさえ、コミック漫画なんだけど、

　　　「みかん絵日記」っていのがいいんだよ・・・子供が買ってきたのを盗み読みしたんだけどね。

片山：はあ・・・？？？

小林：この話はね、「みかん」という人間の言葉を話す猫とその飼い主一家のほのぽの「胸キュン」物

　　　語なんだよ。絶対読んでみてね。

　片山：・・・・・ほあ・・・・ああ

　/1M£)A新メンバー紹介　　　　　　‾‾　　　　　　　　　　　by谷山佳子

　ハスラー林(今、あれだけ落ち着いて見えるには、それなりの過去があるらしい。ム・フ・フ)、ブルマ

ー宮本(体育の時のブルマーのお尻のみの写真モデルになったことがあるという、うほうはスタイル抜群

の輝かしい経歴を持つ‥‥そう言えば、今は、ビルマ宮本)と続き、ラストを飾らせていただくノーブル｡

‥いえノーマル谷山でございます。新人なんぞとという気恥ずかしくも懐かしい響きに気をよくし、言わ

れるがままにちょこんと座ってしまったSpecial seat‥‥それはそれは素晴らしい座席状況‥｡左には、

もしも保険の外交員だったら2月のバレンタインデーはさぞかし忙しかったであろうと、あっぱれA咀)Aの

広報ここにありぃ～の田代夫人、そして右には、どんなに血相を変えてせっぱ詰まった顔で相談しても、

ケラケラっと笑ってあっさり返答、男顔負けのの冷静さを持つ成渾女史。頼もしく思うものの、その反面、

感染したらどうしよう～と生娘の私は(よく言うヨ)狭間で不安に怯えながらも、向かいの席から聞こえて

くる電話応対中の大塚嬢の天使のような声に、いやいやまだ大丈夫とほっと胸を撫で下ろし、どうにか職

務をこなし、はや３ヵ月。貧困と健康のフォーラム、防災訓練では、

私の名前を目・耳にされた方もいらっしゃるはず。未熟な私は前述

の３名のみならず、スタッフ全員に揉まれ、もとい、暖かく励まされ、

支えられ、現在に至っております。駆け出しの新米ですが、がんぱり

ますのでどうぞよろしくお願い致します。みなさんもまた、こんな楽

しい事務局に遊びに来て下さいね。そして、勇気ある方、よかったら、

私の席に一度座ってみませんかあ
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お玄前を椙戴しない方３２件
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大同生命厚生事業団（地域保健福祉研究助成）

ご寄付のお願い　当センターは寄付などにより運営されています。おいくらからでも結構です。

　　ご支援よろしくお願い申し上げます。

会員募集　精神的，経済的に援助して下さる会員の方を募集しております。

　　雌センター,４ ＡｕｎＡ，･士叙輦,ln J,lt合計が㈲のため，独立した会員制度を設けております。

　　ＡＭＤＡ本部の会員ではございませ沁ので，il簡違えのないようお塵いいたします。

　会費：個人会員　10　6,000円　／　団体会員1□20,000円

　　　　学生会員（高校，大学，専門学校生）　10　2,000円

　　　　ｼ≒ﾆｱ会員（中学生以下）　　　　　　　1□　1,000円

　４月より翌年３月の１年間とする。何口でもけっこうです。

広告募集　年間12万円

以上詳細はセンター束京（03-5285-8086）までお問い合わせ下さい。ご協力をお待ちしております。

郵便振替こ００１８０－２－１６５０３　加入者名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター

菌粁ロ塵（広告料のみ）ｔさくら銀行桜新町支店　普通５３８５７１６

　　　　　　　　　　　　　口座名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター　所長　小林米幸

　　ｉ密密密密　好評発売中　密密密舎密

　　　ｒ目ケ国語診察補助表」

　　　９ケ国語対応「服薬指導の本丿

　　　各5,000円（送料別）

お申し込みは：ＡＭＤＡ国際医療情報センター

　　　東京事務局ｓ 03-5285-8086

　　　　　　こ竺ニヱ土
　R

.

0WERAUI10

　　　日本全国引取り納車ＯＫ

新車中古車販売・車検・修理・板金・保険

自動車のことならお気軽に、御相談下さい。

神奈川県藤沢市片瀬376 TEL 0466-26-7744
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等102東京都千代田区紀尾井町3-12

　　　　　　　　　　　紀尾井町゛。

昔03(3238)2700(代表)

いちい書房の家庭医学書

ﾗﾌﾟ

酋０３－３２０７－３５５

て絶賛発売中　　　諸880

６

円

ＷＥ　Ｓ

全世界への

ＵＰＰＯＲＴ　ＹＯＵ

格安国際航空券手配と販売
対応言語、英語、スペイン語、タガログ語、タイ語、韓国語、ベンガル語、

ヒンディー語、ウルドウ語、マレー語、インドネシア語、北京丿

上海語、広東語、盾建語、客家語、ペルシア語、ミャンマー語、
アラカン語、フランス語、日本語、２２言語に及な

　　総合受付さ０３-３３４０-６７４５　　。，　Ａ!Ｘ

クロス新宿フライトセンター

合

:;琵

　　　　　　　　　一般旅行業累日35号　　4‘4r･,ゆ｡｡.l,s･･,･･1SO東京都新宿区西新宿1-19-6山手新宿ピル2F　　‾“iiicｺiiilfj

空券はアクロスヘ医療相談はＡＭＤＡへ

循環器科・内科・心臓血管外科

,=!iL　医療法人社団4泰

北光循環器病院

　　　院長　太田茂樹

　　〒065札幌市東区北27条東8丁目

　TEL 011リ22-1133 FAX 011-722-0501

4,消化器科・外科・小児科条

Kobayashi　lnternationa1　Clinic

診療時間：　平日

雲

小林國際医院

休診日

月曜日～金曜日

9:15～1 2:00 / 14:00 ～17:00

　土曜日

9:15～13:00

水曜日、日曜日、祝祭日

一
巻 ０４６２－６３－１３８０

　神奈川県大和市西鶴間3-5-6-110

　　　　小田急江ノ路線・鶴間駅下車徒歩４分
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内科（老人科） 理学診療科

社団慶成会
霜慶友病院

〒１９８東京都青梅市大r°11－681番1也

●入院のお問い合せ－ＴＥＬ０４２８(２４)３０２０(代表)

　　　　院長大　塚　宣　夫

大鵬薬品工業株式会社

〒101東京都千代田区神田錦町1-27

外科　整形外科　形成外科　脳神経外科

肛門科　内科　泌尿器科

　＝晨皿!＝　随臥一　童皇金　肖111

町谷原病院

〒194東鰭11齢捕1523　　　110427-95-1668

限会社

りー薬局

エリー薬局

マリー薬局

十字路薬局

セリー薬局

アミー薬局

マオー薬局

都商会

　　産婦人科　　　　心療内科ＯＢ／ＧＹＮ／ＰＹＣＨＯＴＨＥＲＡＰＹ

　　　　　鴎佐木クリニック

　　　　　ISEZAKIWOMEN’SCLINIC

否２３１横浜市中区伊勢佐木町３ -１０７

　　　　Ｋビル伊勢佐木２階
　　ｎ０４５（２５１）８６２２

内科・理学診療科

福川内科
クリニック
j懸河1酒こ。

　内科　　消化器科　　整形外科　　神経内科

&亘ば蓼

¨ヅ.ご雪
にご

ﾄﾞ

5

ご

唇214川崎市多摩区宿河原2-31-3

　　　S044-933-0207
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平成８年９月１８日

「タイ語による電話エイズ相談」のお知らせ

ＡＭＤＡ国際医療情報センター所長

　　　　　　　　　小林　米幸

　この度ＡＭＤＡ国際医療情報センターでは、平成８年度エイズ予防財団

外国人研究者招へい事業の一貫として、タイ国王よりタイ人看護婦を招き、

在日タイ人を対象としたエイズ啓蒙活動を下記の要項で行うこととなりま

した。会員の皆様にもご利用いただきたくここにお知らせいたします。

記

期間：平成８年１０月１日～１２月２９日

内容：　１．タイ語による電話エイズ相談

　　　　　　　　　毎週月曜日午前９時～午後５時

　　　　　　　　　電話０３－５２８５－８０８８

２．医療機関、保健所への派遣（関東、甲信越地域、静岡県に限る）

　　毎週　火、水、木、金。タイ人看護婦と日本人事務局スタッフを

　　医療機関および保健所の求めに応じて派遣します。エイズ発症

　　者やＨＩＶ感染者に対するカウンセリング、治療の説明、帰国

　　後の支援団体に関する情報提供などを現地医療スタッフとの協

　　力の下に行います。派遣費用に関しまして医療機関、保健所の

　　負担はありません。

お申込み・お問合せ先

　　　センター事務局０３－５２８５－８０８８

　　　平日　午前９時～午後５時

担当者：アーポン・ティサヤコーン看護婦

　　　　　　慶嘸義塾大学厚生女学院（現　慶嘸義塾看護短大）卒

　　　　　　日本国正看護婦免許所持。日本語の読み書きに問題はありま

　　　　　　せん。現在タイ国バンコックジェネラルホスピタル勤務。
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ＮＧＯサテライトシンポジウム

AMDA代表

　　菅　波 茂

　１９９６年１１月１７日から２２日に長崎市で開催される「第１４回国際熱帯医学マ

ラリア会議」に合わせて、当会では１１月１９日と２１日に「ＮＧＯサテライトシンポジ

ウム」を長崎プリンスホテルで開催いたします。

　特に１１月２１日（９時～１７時）のセッション２では、新興および再興疾患の流行

に対して、ＮＧＯが人道的な立場からどのような役割を果たせるかを討議いたしたく、広

く参加を呼びかけております。

　ご存じの通り近年は、マラリアや結核の薬剤耐性株の出現の他、HIV、エボラ出血熱、

病原大腸菌O-157など様々な新しいタイプの病原体が､世界中の人々の健康を脅かしてお

ります。

　このセッションにはＷＨＯ本部（EMC）のサンタマリア博士と米国疾病管理センター

（CDC）のウッドルーフ博士を講師にお招きいたします。両博士には新興再興疾患に対す

る世界戦略や、難民や被災民の救援活動での防圧方法などについてお話頂く予定でござ

います。これに引き続いて参加者による討議が行われます。

　このサテライトシンポウジウムには世界各地で活躍中のNGOのパネリストの他､国際

熱帯医学マラリア会議に参加される研究者や、政府機関関係者も自由に討議に加われる

ようになっております。

　ご多忙のところ長崎までご足労頂きますが、是非ともセッション２に参加いただけま

すよう、お願い申し上げます。不一。

●場　所

●日　時

長崎プリンスホテル

　(長崎市宝町2 － 2 6 Tel : 0958-21-1 1 1 Fax : 26-2752)

11月２１日9･時～17時

追　記

インターネット（http消tm.nagasaki-u.ac.jp/）で「第１４回国際熱帯医学マラリア会議」

の情報がご覧になれます。

　参加ご希望の方はAMDA事務局山本まで、住所・氏名・職業・TEL/FAXを明記

の上、ファックス（086-284-8959）か葉書でご連絡下さい。

　（締切１０月末必着）サテライトシンポジウム参加は無料です。
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ＡＭＤＡ活動パネル作成協力のお願い

　この度ＡＭＤＡでは、１セット８枚組のＡＭＤＡとご協力者の皆様との合同

製作によるパネル作成をお願い致しております。

　おかげさまで我々の活動も多くの反響を呼び、ＡＭＤＡの活動状況の問い合

わせは、日本全国から殺到しております。今までもパネルによる紹介をさせて

いただいてきましたが、既存のパネルはフル回転で活用しておりまして昨今の

多くの問い合わせに、充分対応していくことができなくなりました。そこで皆

様からのご理解を得てパネルの充実を図りたいと、ご協力をお願い致しました

次第でございます。

　国際協力が注目されております中、皆様からのご協力が賜れますならば一層

の成果が得られますことを確信致しております。

　どうぞ宜しくお願い致します。

１セット８枚組

1枚のみ

記

２０，０００円

３，０００円

パネルには「作成協力○○○○」との文言をそれぞれ入れさせていただき

ます。お申込みは本誌綴込みの払込取投票に詳細をご記入の上、お振込み

ください。

お問い合せ先：ＡＭＤＡ本部　谷山

　　　　　　　　TEL 086-284-7730
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